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韓日両国国歌斉唱

開会挨拶 古市 実大会委員長
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来賓紹介
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コーディネーター

永野 啓之介地区アドバイザー
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GSE他特別参加者紹介4月28日
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表 彰

ロータリー財団功労表彰
柏木 尚直前ガバナー

1999～ 2000年度 RI会長賞4クラブ代表 (大阪南 )

ロータリー財団地区特別奉仕賞

池田 正 (大阪本町 )

1999～ 2000年度 意義ある業績賞 (大阪天

1999～ 2000年度 会員増強と拡大賞 (高槻 )

ロータリー財団地区奉仕賞
マルチプル・ポール・ハリス・フェロー 岡倉 二郎(大阪城南 )

平和および紛争解決の分野における国際問題研究のための
ロータリー・センターヘの支援に対し、第2660地区へ贈られ
た感謝のバナー

米山特別功労賞 松浦 純男 (大阪イブニング)
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登録委員会報告

丸山 雅祥登録委員長

委員会報告・大会決議案採択

信任状委員会報告

中川 章三信任委員長

選挙委員会報告
戸田 孝選挙委員長

大会決議案を上程する

小西 豊和大会決議委員長代理
大会決議案を採決する近藤ガバナー

“

レ

近藤ガバナーからRl会長代理ご夫妻に記念品目録を贈呈  薬RI会長代理ご夫妻から近藤ガバナーに御礼の品を贈呈
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プログラム大会第1日

4月 27日 (」ヒ)

大会第1日 (リーガロイヤルホテル)

人

第
]

日

,

ブ
□
グ

ム

登録・受付

開会 ……………・

開会点鐘・………

大会役員紹介 …

RI会長代理紹介

日本国歌斉唱

大韓民国国歌演奏・………………

ロータリーソング「奉仕の理想」斉唱

開会挨拶 ・…… …̈………・

来賓紹介・……………………

ガバナ…挨拶 。̈……………。

Rl会長代理挨拶

… … … … … ¨… … … … … …… …………司会 [大会SAA]木 本  武 雄

………………………………………………… [ガバナー]近藤 雅臣
・̈ …̈…… [̈大会SAA]木本 武雄

………………… [米山奨学生]金 世姫 (茨 木 東)

[米山奨学生]文 鍾賢 (茨 木 西)

[米山奨学生]林 南均 (大阪大手前)

…………………………[ソ ングリーダー]窪田  譲
[ピアノ伴奏]阪本 朋子

…… [大会委員長]古市

………[ガバナー]近藤

。̈…… [ガバナー]近藤

…… [RI会長代理]薬

実

雅臣

雅臣

熙乗

「ロータリアンによる討論」

問題提起 ………………………………地区規定情報委員会委員長 [ガバナー補佐]井上  咲夫 (千里)

テーマ「21世紀 ・ロー タリー活動 のあ り方」

コーディネーター…………………・[地区アドバイザー]永野啓之介 (豊中‐大阪国際空港)

パネリスト ……橋本 憲之 (大  阪  南)
……………………………………………平岡 龍人 (大     阪)
……………………………………… …̈岩本 洋子 (大 阪そねざき)

・…若林 紀男 (大  阪  東)

閉会挨拶 ・………………・

閉会点鐘・………………。

閉会

[大 会 副 委 員 長 ]鴻 池  
一

季

‥………[ガバナー]近藤 雅臣

開1会 式 (光麻あ轟

シンポジウム|て光琳の間)

12130

13:00

13130

15,00
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大会第1日  プログラム

登録・受付

【共通テーマ】「21世紀、われわれは如何にあるべきか」

会長・幹事・クラブ奉仕部門 (ロ イヤルホール)大阪南

職業奉仕部門 (桂の間)吹田江坂

社会奉仕部門 (菊の間)守ロ

国際奉仕部門 (桐の間)大阪中央

ロータリー財団部門 (ダイヤモンドルーム)大阪西北

登録・受付

開場 ザ・ベリーグッドマンズ演奏

開宴 … … …… ……司会 [大会副SAA]緒 方   満

Rl会長代理ご夫妻入場

ガバナー挨拶・…………………… …̈……………………………………・[ガバナー]近藤

RI会長代理挨拶 ・………………………………………… …̈…………・……[RI会長代理]慕

雅臣

熙乗

隆一乾杯

歓談

………………… …̈………………[元RI理事]小谷

ジャズ演奏 サウスサイドジャズバンド

閉会挨拶・̈ ……………………………………………………………・[ホストクラブ会長]平川 恵一

閉宴

写
■

4/25。 26

4/27

9:00～19:00

9:00～20:00

171011

15:00

15:30

21:1●

17:15

17:45
■|
18:15

部門別懇談会

R,会長代理ご夫妻歓迎1晩餐会(轟あ橘)

家族のつどい (ユニパーサル・スタジオ。ジャバン)

■
，
―

鶴
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″会麟拶大会第1日

開会挨拶

大
会
第

―
日

　

・̈
―

・

開
会
按
拶

．　

　

　

　

●

大会委員長

古市  実

大会委員長を仰せつかっております古市でございます。2000～ 2001年度、第2660地区大会は、

新世紀の架け橋という意義ある年度の大会であります。幸い、国際ロータリー会長フランク.J.デブリ

ン様ご夫妻の代理として、大韓民国ソウル特別市よりRI元理事、察熙乗 (チェ ヒー ビョン)様、洪

喜子 (ホン ヒー チャ)様ご夫妻をお迎えし、また86クラブ全員登録によりまして、盛大に開催するこ

とができましたことを厚く御礼申し上げます。

特に、本席に元RI理事小谷隆一様ご夫妻をはじめ、他地区ガバナー、ソウル南、台北北クラブを

含む多数のパストガバナー、地区内外より多くのロータリアンならびにご家族にご参加いただきまし

たことに深く感謝をいたす次第でございます。

さて、今年度のRIテ ーマが「意識を喚起し、進んで行動を」ということはご承知の通りであります

が、本大会の準備にあたりまして近藤ガバナーは現在のロータリー活動の原点である「I seⅣ e」 の精

神が失われているのではないか、21世紀のロータリーはいかにあるべきか、また日本および日本人

として国際社会にどのように貢献しなければならないかなど、大いに語り合える大会にしようという

ご方針を示されました。

第 1日 目の本日は、ロータリアンによるシンポジウム、部門別懇談会など、従来の慣行にとらわれな

い大会運営を試みております。コーディネーター、パネリスト、リーダーの皆さん方にご協力をいただ

きまして、フロアからも大いに発言をいただき、活発な討論がなされるものと期待をいたしておりま

す。

また第2日 目の明日は、公式諸行事に引き続き、新世代のロータリアンとなる若人の紹介や、女性

国際人による記念シンポジウムを一般にも公開して、21世紀の女性パワーの認識を深めたいと存じ

ます。なお、家族プログラムにつきましては、開業早々のユニバーサル・スタジオ・ジャパンにおきま

して、大会開催前々日より3日 間、会員家族ともどもにご参加できるようご案内をいたしましたところ、

7,650名余という過去最多の登録で、大変、好評をいただいております。

本大会が21世紀のロータリー活動に新しい活路をもたらすことを祈念いたしまして、開会のご挨拶

といたします。
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ガ′ゞナー麟拶

ガバナー挨拶

ガバナー

近藤 雅臣

今回は土井ガバナーエレクトが急逝されましたために、急邊、私がガバナーをさせていただくこと

になり、この1年間務めさせていただくことになりました。急なことで大変でございましたけれども、ホ

ストクラブの大阪北ロータリークラブの皆さんの絶大なるご支援によりまして、今日まで何とかやって

まいりました。

そして、21世紀初頭を飾るわが地区の地区大会がこの2日 間にわたりまして開催される運びにな

りました。皆さんのご支援を感謝いたしますとともに、今回のこの大会につきましては、古市大会委員

長をはじめ、委員の皆様にたいへんご尽力いただきました。実は古市大会委員長はご不幸がご

ざいまして、いま大変お嘆きの最中でございます。それを押してこの大会のためにご尽力いただい

ていることを皆様にお伝えし、心から感謝を申し上げる次第でございます。また、平川会長を初め大阪

北ロータリークラブの皆さん方が、私がいわば雇われガバナーであるにもかかわらず、自分のところ

のメンバーと同じように一生懸命ご支援をいただいていることに感謝しておりますし、それでこそロ

ータリーではないかと気を強くしている次第でございます。

私が第1回のガバナーのときにはキンロス会長のもとで、ちょうど察会長代理が理事をされており

ましたころでございまして、そのころは「ロータリーの心を」ということで、いまだに覚えております。そ

れと今回のデブリン会長の「意識を喚起し、進んで行動を」とを結びつけながら、公式訪間を過ごさ

せていただきました。

先ほど古市委員長がおっしゃいました「I seⅣ e」 ということから始まって、皆さんの救いの手のニ

ーズをしっかり把握することが「意識を喚起せよ」ということであり、そして意識を喚起してそれを行

動につなぎましょうということだと思っています。詳しい話は、また明日のご挨拶で申し上げますけ

れども、今回の地区大会もそれを基本にしまして、特に最近の日本で問題になっております日本人の

アイデンティティーということ、これを基本にして皆さん方に語り合っていただき、この地区大会を有

意義なものにしていただければと思っております。

この2日 間、大阪北ロータリークラブの皆さんが万全の態勢を整えて進行していただいておりま

す。どうか皆さんも、大会の各役員の心をご理解いただきまして、2日 間とも盛況に終わりますようご

支援をお願い申し上げまして、私のご挨拶とさせていただきます。ありがとうございました。
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大会第1日 R′会長代理秦拶

RI会長代理挨拶

Rl会長代理

察  熙乗

皆さま、こんにちは。近藤雅臣ガバナー、会長、幹事、そして役員の皆さま、ただいまご紹介にあずか

りました韓国ソウル3650地区、西ロータリークラブ所属の祭熙乗でございます。この度はフランク.J.デ

ブリン会長代理として、古い歴史と伝統を誇る貴地区大会に会長代理として参席させていただきま

したことは、本当に大きな喜びでございます。

去る96年、国際ロータリーは年ごとにバラエティーあふれる、親密で豊かな、よりよき指導者によっ

てよりよき奉仕の歴史づくりを成し得ました。国際ロータリーの運営は世界530地区が基礎だと思う

人がたくさんいるかもしれませんが、ここに集まっている会長、幹事の皆さまがクラブのベースであり、

原動力であります。

皆さまは、ロータリーでいちばん重要な指導者であり、責任者であります。また、皆さまはロータリー

の力であり、そして何よりもクラブ会長、幹事の皆さまはより積極的な参与が必要であると思います。

1968～ 1969年 度国際ロータリー会長で、日本から初めて選ばれた東ケ崎潔会長はテーマを

「Pancipate参加し敢行せよ」とおっしゃいました。

ロータリーは関心を持って奉仕活動に参加することです。われわれロータリアンには傍観、無関心

は禁物です。無関心はロータリーの発展を妨げます。そのため、無関心を関心に変えなくてはならな

いのです。「Pa� cipate」 は、歴代RI会長のテーマの中で私がいちばん好きなテーマでございます。

最近、ロータリーは急速に変わってきているのが現実でございます。ロータリーは親睦と奉仕の場

でありますが、さらに自己研鑽がなければならないと思います。自らを磨き、親睦を深め、そしてボラ

ンティア活動に努めるという3つの柱が必要だと思います。この3つの柱がいかにバランスを取って

いくかが今後のロータリーの失敗、成功につながると思います。

今年度2660地区のリーダーとして、近藤雅臣ガバナーは1997年 10月 、『ロータリーの友』のガバナー

のページで「全力を尽くし、二度とない今日を燃え、すばらしい明日の到来を祈りながら過ごす努力

をして、またその生活が自分だけでなく、他人に対しても全力を尽くさなければならない」とおっしゃ

いました。このような立派なロータリアン精神を持っておられ、今回2度 目のガバナーとして超我の奉

仕を継続しておられることに対し、私は本当に敬意を表する次第でございます。

私は去る1995年 5月 、京都で行われたアジア会長平和会議でパネリストとして参加する機会を得

ましたが、そのときに私は次のように述べました。アジアにおけるロータリアンの会員数は、国際ロー

タリーの4分の 1、 また財団寄与度は3分の1になる立派な比率を見せています。このようにアジアは

霧
〓

一一燿

欄

■■|‐■.

●

〓

■

●
●
．
　

・

―
　
・〓
●
〓

|ギ

■
一
，．

一
　

　

　

●
１

　

．

‐●
■
一驚
一一筆
一

奏
第
|■‐

自

。:`‐
0・
-1

22



国際ロータリーにおける重要な役割を果たしており、今後ますます他の地域に比べて増していくと思

います。

しかし、不幸にもアジアは言葉の不便さと控え目な姿勢により、低い評価に甘んじております。今

後、アジアロータリアンが国際ロータリーにおいて公平に参与できるように望んでおります。アジアか

ら選ばれた国際ロータリー会長は、過去96年間でたった5名にすぎません。会長の権限とか影響力

から見て、アジアはロータリー運動で恵まれた立場とは言えないと思います。その意味で、今後アジ

アのロータリアンが国際ロータリーにより積極的な参与をされるようにお願いいたしました。

最後に、私はその平和会議で2つの提案をしました。1つは、ロータリー組織のない中国、ベトナム、

ラオスなどにロータリーの拡大を積極的に推進することです。私は1994年から1997年まで、国際ロー

タリーのアジア拡大委員として務めておりましたが、主に中国大陸にロータリークラブを組織するた

めの委員会でした。近い将来に中国大陸にロータリーが上陸するとすれば、アジアロータリーの数は

おそらく国際ロータリーの半分以上、50%以上がアジアで占め、アジア委員が重要な役割を担うと私

は確信しております。

もう1つの提案は、女性会員の門戸開放であります。アジアの国々は女性会員の入会にまだ消極

的、保守的な態度を取っています。世界はものすごいスピードで変わっており、性別に対する差別や

こだわりの考えをいち早く変えなければなりません。女性は新しい未来を迎え、ロータリー運動に大

きな役割を果たすと思うと提案しました。

幸いに、昨年の9月 、10年ぶりに2002～ 2003年度の国際ロータリー会長にタイ国のピーチャイ・ナ

タクさんが選ばれました。私は去る12月 下旬、ピーチャイさんの招待でバンコクでお会いしました。そ

してアジアの立場、特に日本と韓国に関してたくさん参加する機会を得るよう十分に説明をした結

果、まったく同意を得ました。

最後になりますが、ここにおられるクラブ会長、幹事の皆さまがクラブ会員の先頭に立ってリーダー

シップを発揮し、残りの期間、皆さまのクラブが楽しく、ともにする1年でありますよう心から期待いた

します。どうもありがとうございました。

|
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大会第1日 シンボジウム 。ロータリアンによる詞1請

ロータリアンによる討論

「21世紀・ロータリー活動のあり方」
1‐驀::輌iF111‐
| | | | | | ‐
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明日からの活動のために、

本音のキャッチボールを…。
● ●

永野 (地区アドバイザー・豊中―大阪国際空港)ご紹介
いただきました、コーディネーターの永野でございます。

本日のテーマは、「21世紀。ロータリー活動のあり方」で

ございますけれども、この21世紀、我々ロータリアンが何

を守り、何を変えていくべきか。また何が正しく、何が正

しくないかということを、フロアの方々とご一緒に討議を

いたしまして、正しい認識をしていただいて、その上で明

日からの活動の一助にすることが目的でございます。

それでは、ガバナー補佐で地区規定情報委員長であ

ります千里ロータリークラブの井上嘆夫さんに、問題提

起をしていただきます。その後、4人のパネリストに提言

をしていただきまして、その中からフロアの皆さまとご一

緒になって、言うならばキャッチボールをしていきたい。

この様な心づもりでおります。

ガバナーにご相談いたしましたところ、「大いに本音で

やれ」との心強いご指示をいただき、「お前の骨は俺が

拾ってやる」と言っていただいておりますので、思い切

りやらせていただきたいと思います。

それでは井上ガバナー補佐、よろしくお願いします。

増強拡大に明け暮れて、われわれは

大事なことを失いつつあるのではないか。
● ●
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◎ 問題提起

〔ガバナー補佐〕

井上 嘆夫 (千里)
◎ コーディネーター

〔地区アドバイザー〕

永野啓之介 (豊中 大̈阪国際空港 )

◎ バネリスト

平岡 龍人 (大 阪) 岩本 洋子 (大阪そねざき)
橋本 憲之 (大阪南) 若林 紀男 (大  阪 東)

井上 (ガバナー補佐・千里)皆 さん、こんにちは。只今
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「21世紀・ロータリー活動のあり方」

ご紹介いただきました井上でございます。よろしくお願

いいたします。

かつて外交官であられました岡崎久彦元大使は「日

本という国は、日本を大事にしたいという人々をがっか

りさせる名人である」と書いておられましたが、私はジョ

ークといたしまして「斑はロータリーを大事にすると思っ

ている人々をがっかりさせる名人ではないか」と、実は

思っております。

先日来、Ⅲ理事会は次年度の目標を、ロータリーが100

周年を迎える2005年までに世界のロータリアンを150万

人に増強したいと宣言をいたしました。会員組織の強

化と必要性を強調いたしました。そしてクラブに対しま

しては、「少なくとも毎月1人の新入会員と年間5名の純

増を期待している」とのメッセージを送りました。

現在、開催しております規定審議会におきましては、こ

のロータリー100年祭、150万人の会員増強目標は採択

されました。21世紀初頭にRI会長を務められますキン

グ会長エレクトは、全世界的にロータリーの組織を拡大

し、世界に貢献できるロータリークラブにしたいというメ

ッセージを送り、これを最重点課題としたいと力説され

ました。

現在、開かれております規定審議会におきまして、RI

理事会が提案いたしました区域限界の撤廃は採択され

ました。それから1人 1業種の職業分類の原則も変更が

決まりました。増強と拡大をもくろむ各種の制定案とと

もに、Ⅲ理事会は人頭分担金の値上げも提案しておりま

す。それから3年に1度、私共が規定審議会に拠出して

おります分担金、これは今後、毎年拠出することがすで

に採択されました。一連の制定案を見ておりますと、21

世紀にⅢがめざそうとする本音の姿が、おぼろげながら

私共には感じられるわけでございます。

かつて、「We seⅣ e」 を主張されました多くの人々と、

決然と袂を分かって現在のロータリーの礎を築かれま

した先達たちのことをいま思い出しております。ロータ

リーは一つの人生哲学であると、1923年、34番 目の決議

案に秘められました価値観を共有することが、そういう

人々の集まりがロータリークラブであると私は信じてお

りましたが、今回、規定審議会にオランダのあるクラブが

斑理事会に対しまして、職業奉仕および専門職務の高

い道徳的水準の重要性を一層強化するよう求める決議

案を提出しております。

永野啓之介地区アドバイザー(豊 中̈大阪国際空港)

綱領に書かれております、ロータリークラブにとって最

も大切な職業奉仕について、なおこのような決議をRI理

事会に求めている現状を私は大変憂えております。高

度な倫理的、道徳的な価値観から生まれる信念や行動

こそがロータリークラブを他の団体と区別する大きな特

徴であると、20世紀最後の会長を務められましたカル

ロ。ラビッツア会長は語っておられます。

そして、Ⅲは2万9000の 自主独立したロータリークラブ

から成る連合体であり、もう一度クラブを信頼し、クラブ

が独自で決定の機会を与えられるチャンスがいま来た

と、メッセージを送りました。今回、規定審議会に望むア

ンケートを、私共は地区内のクラブで行いました。そして、

この考えを多くのクラブが支持していることを私は確認

いたしました。しかしながら、このメッセージに応えられ

ないまま、私どもは20世紀を終えてしまいました。

一方、リーダーシッププランの導入やRIの会員増強の

推奨に対して、これは命令だとお考えの人々もおられま

す。私どもが増強に明け暮れる日々に、もっと大事なこ

とを失いつつあるのではないかと懸念いたしておりま

す。

今から30年ほど前の1970年、東京クラブのある会員

は例会でこのように語られました。「日本のロータリーク

ラブはRの指示に従って、本当にたくさんの会員を拡大
し、優秀な成績を修めた。東京で国際大会も無事終え

た。東ケ崎さんを斑会長にも出した。しかし、仮にいまこ

こでロータリークラブがなくなったとき、ロータリアンは寂

しがるでしょうが、日本の国民の皆さん方は本当に悲し

んでくれるでしょうか。地域に根ざしたロータリークラブ

であるでしょうか」という懸念を語られました。

■■■■||■ |・=
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シンボジウム・ロータリアンによる討1諭

シカゴに最初のロータリークラブが設立されて以来、

私共は自己の地域社会に奉仕することに深く携わって

まいりましたが、21世紀を迎えようとする私共ロータリー

クラブ活動の最優先課題は、世界的規模の拡大強化で

しょうか。それとも、地域に根ざしたクラブの自主独立を

再確認することでしょうか。それとも、新しい世紀にふさ

わしいロータリーの精神を再構築することでしょうか。

120万人のロータリアンは、いま本当に大切な岐路に

立っていることをいま一度認識する必要があると私は思

っております。この認識を本日の私の問題提起といたし

ます。

ご清聴、ありがとうございました。(拍手)

永野 井上さん、ありがとうございました。
それでは、引き続きましてパネリストから提言を行って

いただきます。まず最初に、特にこだわらなくてもよろし

いですけれども、できるならば職業奉仕の観点から、若

林紀男さんからお願いいたします。よろしくお願いしま

す。

むしろロータリーの魅力の低下が問題。
● ●

若林 (大阪東)Rの 報告では、2000年 12月 31日現在、
世界のロータリアンは117万 6169人、約118万人というこ

とであります。いま問題提起されました井上さんのお話

では、RIはいよいよ2005年のロータリー創立100周年に

150万人ロータリアンをめざしており、95年かかって118

万人を築いてきたわれわれのロータリーが、4年間で

27%増加させて150万にするということです。この議論

は別といたしまして、私はもっと問題点として考えなけ

ればいけないことがあるのではないかと思います。それ

はロータリーの発祥の国であるアメリカで、またアジアで

大変多くの会員を擁し、財政的にも大きな役割を果た

している日本で、近年ロータリアンが減少していることを

どう捉えるかということであります。

私の独断かもしれませんが、どうも昨今のRIのめざす

方向は、数を増やし資金を多く得ることに目線が行って

いるのではないでしょうか。私はそのような方向に行く

ロータリーは、先ほど問題提起をされている井上さんの

憂いでもあると思います。日本のロータリアンの減少に

はいるんな原因があるのでしょうが、いつも語られるの

は、ここ10年来、日本の経済環境が大変悪かった。……。

問題提起する井上嘆夫ガバナー補佐 (千里)

確かにその通りだと思います。私達のロータリークラブ

でも、経営が破綻した、あるいは社業に専念しなければ

ならない、そういうことが退会の理由の多くになっている

わけであります。

特に我々の大阪東ロータリークラブは、大企業からご

参加いただいているロータリアンもたくさんいらっしゃい

ます。大企業も経済的節減のために、ロータリーに入会

される方の数を減らしているのも現状であります。そう

いう意味では、確かに日本は経済的な面で減少してい

るのだろうなと思います。

一方、目を転じて、日本の経済悪化に対して、アメリカは

ここ10年来、大変好況を謳歌している時代であったわけ

です。そのアメリカでなぜ減るのか。これはいるいる理

由があるのでしょうけれども、アメリカの市民がいろいろ

な団体、ボランティアに参画することに対して、それを受

け入れる選択肢も多種多様あるのではないかと思いま

す。

とすると、アメリカの国の中でのロータリーというもの

に少々魅力が欠けてきているのではないでしょうか。ロ

ータリーの魅力が失われてくれば、当然、会員が増える

はずがありません。人々は「ロータリーは慈善団体なの

か、寄付団体なのか、社交団体なのか、いったいロータ

リーとは何なのか」と言います。曖味模糊としている今

のロータリーそのものが、会員を増やすことに非常に大

きな弊害になっていると思います。

それではロータリーとはどんな団体かといえば、それ

はシンプルなことだと思います。ロータリーは皆さんもご

存じのように、経営者、専門技術者の個人の集まりであ

ります。そしてその個人の集まりがロータリーの綱領を実
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「21世紀。ロータリー活動のあり方」

践することによって成り立っている。私はこの理解が正

しいのではないかと思います。だから、究極的に、職業

そのものが奉仕だという話もそこから来ているのではな

いでしよつか。

ロータリーのもう一つの特徴は、近藤ガバナーが『ガ

バナー月信』、あるいはいろいろな機会を捉えて一貫し

ておっしゃっているのは、ロータリーは、一人ひとりのロ

ータリアンが主体であり、そのロータリアンが集まったク

ラブが自主独立性を持つのが当然なのだと。この原則

がなくなれば、ロータリーは命のないものと一緒なんだ

と。私はこれがもう一つのロータリーの特徴だと思って

おります。

それぞれのクラブの地域社会との関わり方、そのクラ

ブの構成メンバーにはいろいろな方がいらっしゃるわけ

ですから、当然クラブによってその運動の仕方、やり方

はいろいろであっていいかと思います。少なくとも奉仕

の理想によって結ばれたロータリアン達が、そのクラブ

に合った運動をすればいいわけであります。その運動

の中身が大変個性あるものを生み、その個性が魅力に

つながっていく。私はそう思っております。魅力が増せ

ば、人は集まる。現実にいろいろな社会現象の中で、そ

うではありませんか。

20世紀は近代資本主義、工業化社会が大変、発達し

た時代でありました。物質的に大変、豊かになりました

が、反面、大きな歪みもたくさん残したわけです。物質面

は豊かになったけれども、心は貧しくなったとおっしゃ

る方もいらっしゃいます。これも的は外れていないでし

ょう。人というものは自制することがなければ、少なくと

も利己的というか、自らの利益を追求したいという欲望

を持っているものなのです。この歯止めのない欲望が続

くと、世の中にはさまざまなトラブルが起こるわけです。

そこでロータリーは考えたわけです。少なくともその欲

望と、他人に対する奉仕、思いやりに責務感を持つこと

とを調和させることが大事なんだ。これこそロータリー

が日々の中で求めるものだと。これは我々一人ひとり

の自己習練であり、自己研鑽だと私は思うのです。よく

ロータリーで使われる言葉で、「自利他利の調和」があり

ますが、「利益と奉仕の調和」というのは、その意味から

出てきたのではないでしょうか。

21世紀に目を転じますと、21世紀は高度情報化社会、

あるいは金融経済の肥大化といったグローバリズム、あ

るいはポストエ業化社会の出現を生んできております。

またそういう社会になっていくでしょう。そうすると、これ

は市場原理主義であるわけですから、少なくともきわめ

て高い効率を求めるわけです。効率を求めた場合には、

ご存じのように、社会的安定とか厚生と相反することに

なって行くわけです。

弱者の救済や環境保全は、明らかに効率とは相反す

る価値規範になるわけです。弱肉強食、不平等の拡大、

エコロジー問題、すべてを含めた倫理感というものが21

世紀には必要となるのではないでしょうか。だからこそ、

ロータリーの奉仕の理想がますますこの世紀には重要

になってくると思います。

20世紀が自利他利の調和であるならば、それに加え

て、21世紀は競争と共に生きる共生の調和であるので

はないかと。これは私の考えでありますが、そう思ってお

ります。そして、申し上げました競争と共生の調和が職

業奉仕の根幹となり得ると思っております。

最後に、私が聞いたエピソードをご披露して発言を終

わります。60歳にして経営の神様と言われた松下幸之

助さんが大阪ロータリークラブに入会してこられました。

そして96歳でお亡くなりになるまで、大阪ロータリーのメ

ンバーで在籍されたわけです。その松下幸之助さんの

身の周りを終生見ておられた高橋誠之助さんという方

のお話なんですが、「松下幸之助はロータリーに対して

こういう貢献をした、こういう奉仕をしたというものはな

かった。でも、松下幸之助はロータリーから、あるいはロ

ータリアンから大変多くのことを学んだ」と身近におられ

た方がおっしゃっているわけです。

松下幸之助さんがFl免年にお考えになったのは、社会が

良くなること。社会を良くするためには国を良くしなけ

ればいけない。国を良くするためには、その国を引っ張

っていくリーダー、政治家の資質が良くならなければな

らない。きっと資質が悪かったのではないでしょうか。

86歳にして松下政経塾をおつくりになったわけです。そ

の松下幸之助さんは礼服を着ている以外は、背広の襟

元に松下の社章とロータリーバッジを終生離さなかった

とお聞きしております。

どうも、ありがとうございました。(拍手)

永野 ありがとうございました。最初から非常に熱が
入ったようでございます。続いて、平岡さん、お願いし

ます。

†

″



シンポジウム・ロータリアンによる例1論

職業奉仕を原点とした、

ホームクラブの自主的な活動が大切。
● ●

平岡 (大阪)平 岡です。よろしくお願いします。いまの

若林君の話と重複するんですけれども、井上さんからの

問題提起もそうなんですが、「まず増員ありき」という形

のロータリー活動には基本的に疑間を感じています。ロ

ータリー活動は、たとえば改革するにしても、新しい事業

をするにしても、常に綱領を見てロータリーの精神を生

かしているものかどうかをチェックしてこそ、初めてロー

タリー活動は意味があるだろうと思います。

綱領を読んでいますと、こういうことが書いてありま

す。「奉仕の機会として知り合いを増やす」。これは非常

に大事なことだと思います。「事業および専門職務の道

徳的水準を高めること」。つまり自分の所属している企

業をどんどん評価の高いものにしなさいと。「ロータリア

ンは業務を通じて社会に奉仕しなさい」。会社が社会に

評価されるようにしなさいと。「事業生活、社会生活を通

じて奉仕の理想を追求するものだ」と。

ここに、基本的なロータリー活動の原点があるわけで

すから、われわれは人数を増やすとか減らさないという

ことではなくて、常にこの理想を追求すること。その追

求している延長上で、ロータリー活動はどうでないとい

けないか。さらにそれに賛同する人が増えてくるかどう

かということを考えないといけないと思うんです。

わが大阪ロータリークラブに昔、塚本さんというロータ

リー活動の神様みたいな方がおられました。この方は、

Voc�ond SerⅥ ce、職業サービスこそロータリー活動の

特色であると指摘されていますが、我々はこのことを常

に原点として、いろいろなことを考えたいと思います。

特にロータリー・インターナショナル (RI)か らいろいろ

な要望が出ていますが、これを調べてみますと、『ロータ

リー手続要覧』の第3章に国際ロータリーのことが書い

てあります。「国際ロータリーの管理の基本原則は、加盟

ロータリークラブの大幅な自治で、管理に関する制約は

必要最小限にとどめられている。また、その範囲内で地

域でのRIの方針を解釈し、実施するにあたっては最大

限柔軟性が認められている」と。さすがにアメリカで生

まれたクラブだけありまして、各ホームクラブの自治が非

常に認められている。対応は柔軟にできるということで

す。それに対して、Ⅲが非常にきつい約束ごとをすると

平岡龍人(大阪)

いうのは、本来のロータリーの精神から外れていると私

は思います。

そういう意味で、地区活動が非常に大事にされていま

して、いろんな地区の委員会があるんですが、私は青少

年に関係していまして、インターアクトとかローターアクト

をやりましたが、これは非常に優れたロータリー活動の

一つだと思います。でも、私は全体的にロータリー活動

の地区の委員会数が多すぎるように思います。もっと特

化してロータリーの特色を出すようにしてはどうか。むし

ろホームクラブの活動を重視して、それが魅力がある、

おもしろい、そして効果のあるものだということになれば、

自ずからメンバーが集まってくるだろうと思います。基本

的には、ホームクラブの自治を非常に重視しているわけ

ですから、ホームクラブを大事にするような活動を地区

が応援するという形になるのが本来ではないかなと思

います。

我々は、基本的に自分の職業を通じてロータリー活動

を発展させていくことが職務ですから、そのことを常に

考えて、そして魅力ある人物をたくさん生む。それに賛同

して人が集まってくるという方向をめざすべきではない

かと思います。(拍手)

永野 ありがとうございました。それでは岩本さん、お
願いいたします。

クラブの自主性重視か、

RIの指示が正しいのか、混乱している。
● ●

岩本 (大阪そねざき)ロータリアンになりまして7年目
の岩本でございます。何でこんな席に座っているのか、
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「21世紀・ロータリー活動のあり方」

自分でも大変困っていて、すごく難しい話になっている

ようなんですが、「何で私がここに座っているんですか」

と大会委員長に聞きましたら、「お前はかろうじて40代に

引っかかっているし、女性やから混ぜておいた。弁護士

やから何か言うやろ」と。こういうことらしいです。

皆さん、先に話をされた方は、Ⅲの批判をかなリシャ

ープに言われまして、へえ―っと思って聞いていたわけ

ですけれども、私たち女性メンバーが、7年前にロータリ

ークラブに入れてもらったときには、ロータリーというの

は世界組織で、日本全国組織である。女性ロータリアン

を入れてやったんだからグローバルスタンダードを守

れ。このように教え込まれまして、ああそうかと思ってい

たら、今日いきなりⅢ批判が出たので、そんなものか、そ

ういう考え方もあるのかと思っております。

ロータリーに入りまして、「ポリオ・プラス」とか「Ⅲ」と

かいう、テクニカルタームも一生懸命、勉強いたしまし

た。女性ロータリアンというのは新しい人間なものです

から、開発途上といいますか勉強中ですので、21世紀的

ロータリーというのはどちらが正しいのか。平岡さんが

言われたように、各クラブの自主性を重んじよと考える

のが正しいのか、リチャード.D。キング次期Ⅲ会長が言わ

れるように、150万人増強というのが正しいのか、まだ頭

の中で混乱しております。

社会奉仕について話すように言われたんですけれど

も、社会奉仕は難しくて、ロータリアンは皆さん時給が高

くて、時間のない人ばかりですから、どうしてもお金を集

めて地域社会や施設に寄付をするというものが私の頭

にある社会奉仕なんです。先日打ち合わせ会に行きま

したら、「それではあかんのや」と。「お金を出す奉仕は

いかん、汗を流せ」とか言われまして、これもどっちなの

か、この場で教えていただきたいぐらいだと思っており

ます。以上でございます。

永野 どうもありがとうございました。引き続き橋本さ
ん、お願いいたします。

会員増強は各クラブレベルで

取り組むべき課題。
● ●

橋本 (大阪南)私 自身がロータリーをどの様に理解し
ているかということから始めたいと思います。ロータリー

は奉仕の理想に結ばれた専門職業人の集まりで、個々

人がときには友だちと一緒になって、職業で、地域社会

で、あるいは世界社会において奉仕の生活をする任意

の契約集団の一つであると思います。

従って、それに参加する人々には、喜びと秘められた

誇りを与えてくれるものです。ところがこの組織は、だん

だん複雑化してきまして、拡張、拡大化してきますと、た

くさん規則ができてきます。そして、そこに権威が生じま

す。また一部の人によって動かされていくような大きな

組織になってくるのが、一般的な組織のあり方です。

国際ロータリーはどういう組織なのかというと、先程か

ら言われておりますように、連合体と言われております。

これは1910年 の全米ロータリー連合会、National

associ� on of Rota7 αub of Amenca、 これから出発

をしまして、その次に国際連合会という名前になりまし

て、1922年に斑という名前になったわけですが、終始一

貫しておりますのは、私どものこの組織はアソシエーシ

ョンである。連合体であるということが、今もちゃんと書

いてあります。

連合体といいますのは、クラブの集合体ですし、クラ

ブを奨励し、助長し、またクラブの拡大を励ますような

働きをすること、またクラブを代表することは当然です

けれども、決して本部機能ではありません。本部の役割

を果たすべきものではないと思います。

ところが、かつて国際ロータリーは中央事務局、セント

ラル・オフィスと百っておりましたが、最近はワールド・

ヘッドクォーターという名前を使っております。これなど

も組織の理解を非常に複雑にする一つの事柄ではな

いかと思うのです。同時に、組織が複雑になってきます

と、先程のようなものができてきますので、少なくとも21

世紀に至りましては、ここでもう一度、我々の組織を簡略

化する必要があります。簡略化することでいろいろな処

置に柔軟に対応できます。

簡略化することで、組織の維持経費が節約できます。

たとえば、国際ロータリーは今フルタイムの人間が586人

動めております。これは1999年 6月 の数字ですが、前年

度より40数名増えております。私は2000年度の報告書

を手にしておりますが、2000年から年次報告書の形態が

変わりまして、この様な数字が出てませんのでわかりま

せんが、組織が大きくなるに従って、たとえば組織を維持

する職員数がどんどん増えているというのが現実の問

題であります。
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シンボジウム・ロータリアンによる詞1齢

.機醸1電
`

橋本憲之 (大阪南)

また、もう一つ申し上げますが、世界大会。私共もやが

て大阪で世界大会を開くわけですが、ロータリアンは世

界大会にどれだけの金とどれだけのエネルギーを使っ

ているのか。このお金をもっと有効に使う方法はないの

かということを一部の方から私も耳にしております。何

故そんなに大きな金を使ってやるのか。私どもはホスト

をするわけですから、これもこの機会に提言すべき事柄

ではなかろうかと思うのです。

会員の増強については、必然的に取り組むべき課題

です。しかしこれは、各クラブが取り組むべき課題です。

新しい血を加えることによって、クラブの活動は活力を

持ち、また活発化するわけです。しかし、世界を同一の

基準で、同一のパーセンテージでこれを提唱することは

間違っているのではないかと思います。

たとえば、日本の国は現在のところ、先ほどの話にも

出ましたけれども、平均して1ロ ータリー52.5名です。そ

して日本だけを除いた国々は平均して39.1人です。しか

もロータリーは163カ 国にありますから、162カ 国全部を

集めて39.1人です。従って、いかに一生懸命やっている

かということがわかります。しかし、入れてもらった会員

はだんだん少なくなってくるわけです。「私は入りたいん

です」という会員より、入ってもらう会員が増えてきた。

これはどういうことを意味するか、お考えいただきたい

と思います。

それから、もう一つだけ申します。職業分類と出席の

問題ですが、これも提案の通りに決まったということで

すけれども、職業分類は少なくとも、社会に有用な職業

によって、代表するに値する人を会員として考えること

が伝統であります。もしそう考えるならば、人数は自ずと

決まってきます。ある限界があります。

また出席の問題は、友情を深め、互いに学び合い、奉

仕の機会を多く持つということから必要であるとなれ

ば、週1回、1時間の例会時間の配分を自分でできない

人、自己の責任においてそれができない人は、ロータ

リアンの資格がない、と言わぎるを得ないと私は思う

のです。

『ロータリーモザイク』という本があることは、ご存じ

の通りですが、最後の1970年のところに「多くの我々が

憂慮に耐えないものは、ロータリーの上に設立されてい

る基本的な特質の2つが次第に希薄化し、あるいは希

薄化しようという傾向が窺える。この2つとは、会員制度

における職業分類の原則と、もう一つは例会への規則

的出席である。この基本的な特質と会員制度の原則を

言えば、ロータリーの哲学がはっきりわかってくる。これ

が先人が創ったこのロータリーの哲学、フィロソフィを理

解するための一歩である。従って、卑しくともこの原則

を討議する場合に、この性格そのものを決定する重大

な価値があることを忘れてはならない」と書いてあるん

です。

これはどれだけの討議をしたのか知りませんが、これ

が変わってしまったということです。誠に残念なことだと

思わぎるを得ないのです。終わります。

ォ(野  どうもありがとうございました。
指導的立場の人までがよく斑に対する貢献度を言わ

れますが、我々ロータリアンー人ひとりはⅢに貢献する

のではなく、ロータリーの理想に貢献しているのですよ

と申しております。

今のお話の中での話題は、主に会員増強です。2005

年までに一気に150万人に持っていく。こんなことが現

実としてできるのかどうか。RIが これをノルマのように

言ってくるのはどういうことだと。会員増強はそれぞれ

のクラブの自主性で、増やすかどうかということを考え

ることが基本である。ですから、RIがどの様に言いまし

ても、RIそのものが基本に外れたことをノルマとして与

えてくることについては、批判が出て当然です。

それなら、我々は日本として、またクラブとしてどの様

にやっていけるかということを、会場からも、ご意見を賜

りたいと思いますので、お手を挙げていただきたいと思

います。そして、ご意見は1分以内でお願いしたいと思

います。
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組織と運営方法の改革を検討して欲しい。
● ●

吉本 (大阪)1分 と言われましたが、1分ではすみませ
ん。5分くらいお許しいただきたいと思うんですが、私は

大阪ロータリークラブに所属している大阪マルビルの吉

本晴彦でございます。ロータリー歴は35年でございます。

身近な意見を申しあげます。問題について、1つ 目は

地区協議会の運営の方法、そして目的なりその実践方

法。地区協議会のあり方について。2つ 目は地区の委員

会のあり方について。3つ 目は、クラブの例会と親睦の

あり方について。この3つを実例を申し上げながらお話

ししたいと思います。

1つは、地区協議会のあり方ですが、私は35年前にロ

ータリーに弱輩の身で入れていただきました。それから

以後35年間、地区協議会のやり方があまり進歩いたして

おりません。言うならば、十年一日のごとくいままでの行

事を繰り返して、積み重ねていく。そして地区の担当者

は一生懸命やらなければいかんということで、だんだん

と仕事の量が増えていっております。

今度、新総理になられた方は変人と言われておりま

すが、あれは変革人でございます。「改善」「改革」とこの

数日言っておりますが、ロータリーもひとつ地区協議会

を通じて変革をやっていただきたいとガバナーに是非

お願いをいたしたいと思います。

このセミナーのパネリストの方々のご意見とあまり変

わりませんが、地区協議会は、その任にありますとどうし

ても何かをやろうとする。そのために非常に労力を使

い、時間を割き、その中には無駄な時間も含まれてまい

ります。地区協議会は、全会員が一堂に会していろんな

討議をする熱意のある変革を推進する協議会にしてい

ただきたい。1つ 目はそういうことでございます。

2つ 目の委員会ですけれども、これも委員長になりま

すと、何かをやらないと自分の委員長としての責任が果

たせないというので、何かをやろうとする。そうしますと、

各クラブから出ている会員の時間を取り、あるいは労力

を取り、ときには金銭的な負担にもなります。私は協議会

の存在の重要性、必要性につきましては十分、認識をい

たしております。この協議会は非常に重要なロータリー

の運営機関でございます。

先程もパネリストの方がおっしゃっていましたけれど

も、委員会はクラブとの連絡、調整、あるいはいるんな意

見の積み重ねの場、そういうことでいいのではないかと。

委員会のあり方について十分ご検討をいただいて、な

るべく簡略に、簡単にやっていただきたいと思います。

その簡略でございますが、最近、地区でのお茶の会の

案内がクラブに来ております。私はいままでこういうこと

は記憶がございませんが、どういうわけかお茶の会を地

区で、しかも元ガバナーが世話人になっております。果

たしてそういうことは地区でやることなのか、私は非常に

疑間に思っております。それぞれのクラブでお茶の会が

ございます。そのクラブの原点の趣味の会でやればい

いことでございます。地区で屋上屋でやることは私は良

くないと思っておりますので、一度ご検討いただきたい

という私見を申し上げました。

それから、各クラブのテーブルの親睦でございますけ

れども、これはポール・ハリス先生がおっしゃっているよ

うに、7、 8人の小さいテーブルの中でそれぞれいろんな

話をする。そういうことが一番大事なことでございます。

ところが、大阪ロータリークラブは300人もおります。した

がって、非常にコミュニケーションが悪いです。テーブル

の中でもお互いに挨拶をしない。ロータリーはどういう

わけで挨拶をしないのか。

私が入れていただきましたときに、名刺を持ってご挨

拶にあがりましたら、ある貿易の大会社の社長が「吉本

さん、ロータリークラブでは挨拶はいらんのや」と言うん

です。不思議な会だなと、未だにその人のことを覚えて

おりますが、お互いに親睦を旨としてロータリー活動を

行う。そういうことが非常に大事なことであって、いちば

んの原点はテーブルミーティングだと思っております。そ

の出席率があまりよくございませんけれども、私はクラ

ブのテーブルは原点であると思っております。

最後に、地区協議会で、これから地区がどうあるべき

なのか、委員会がどうあるべきなのか、クラブのあり方は

どうなのか、そういうことをクラブの方々とお話をしてい

ただくことをお願いして、私の個人的な意見でございま

すが、ご提言を申し上げたいと思います。ありがとうござ

いました。

永野 長時間にわたり、いろいるご意見をいただきまし
た。地区協議会についても問題提起されましたが、地区

協議会というのは毎年4月 に開催されるもので、次年度

の方針といったものを協議するものです。したがって、

2001年から2002年度のホストクラブは大阪クラブですか

=■
■
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ら、大阪クラブの方で次年度は吉本さんのご意見も踏ま

えて実りあるものにしていただきたいと思います。

それでは、先ほどお手を挙げられた方、どうぞ。

組織の肥大化、地区活動のあり方が問題。
● ●

大森 (大阪東)大 阪東ロータリークラブの大森でござ
います。入会15年になります。ちょうど私が入会した1986

年、入会当時の地区の組織は7部門18委員会、委員会の

メンバーが110名 という組織でありました。ところが2000

～2001年の組織を見ますと、9部門27委員会、委員の数

は220名 を超えているという状態でありまして、パーキン

ソンの法則ではないんですけれども、まさに地区の組織

はこの15年で大変、肥大化していると思います。

1億円に達する地区の予算に関してお伺いしたいん

ですけれども、時間がないので、今日は地区の組織とい

うことでお伺いしたいと思います。本来、ロータリークラ

ブは綱領に基づき、それぞれのクラブで個人が自己研

鑽に励む。そして、あくまでクラブの自主性が尊重されな

ければならないと、先程平岡先生もお話しになりました

けれども、こういうことをクラブにおいて私は諸先輩方よ

り教わってまいりました。

この地区の組織の肥大化、そして先程吉本先輩もお

っしゃいましたけれども、それに伴う地区の活動のあり

方が、各クラブの自主性を大変損なっているのではない

かと思います。21世紀は改革、革新の世紀であります。

今日のテーマは、ロータリーの活動のあり方でございま

すので、21世紀の地区の組織、活動のあり方をもう一度

ここで真剣に考え直すときに来ているんじゃないかと

思います。この点をご質問いたしたいと思います。あり

がとうございました。

永野 どうもありがとうございました。前半の部分がも
う終了時間になりましたけれども、今のご意見ご質問は、

地区の組織をもっとスリム化したらどうかと言うことでし

た。

あくまでも地区はクラブを助長し、奨励をし、いわゆる

クラブの手助けをするべきであり、地区が主導するので

はない、ということ。

まずクラブの自主性ありきで活性化を…。
● ●

中島 (2640地区パストガバナー)2640地区、隣の地区
のパストガバナーの中島と申します。

橋本さんから、RIの職員の生産性が低いような印象

を受けるお話がございました。職員の数は世界のサー

ビスセンター全体を含んでおりまして、サービスセンタ

ーの生産性も合めまして、常にチェックをいたしており

ます。私はそのチェックをする委員会におります。監査

運営審査委員会と言いますが、現在アメリカにあります、

ああいった団体の中では、会員数に対しましての職員

数が一番少ない効率のいい団体であると言われており

ます。ひとつそういうふうにご理解いただきたいと思い

ます。

それから世界大会のことについて述べられました。こ

れは1回の世界大会で5～ 6億円使っておりますが、参

加人員は全体のロータリアンの1～ 3%ぐらいしか参加

しない。それだけしか参加しない世界大会にそれだけ

のお金を使ってやる意義があるのかという討議を、かな

り真剣に行っております。やがていい答えが出てまいる

と思います。

それから岩本さんがおっしゃいましたRIか、クラブの

自主性か。これは若林さんや平岡さんがおっしゃいまし

たように、まずクラブの自主性ありきでございます。Ⅲか

らいろいろ出ますのは命令ではございません。全部、

recommend�onでございます。

私は1985年のエドワード・カドマンという会長以後、す

べてのRI会長さんに斑のイメージ図を伺ってまいりまし

た。「どういうイメージを持っておられますか」と。全部、

逆三角形をおっしゃいます。ロータリークラブが上にあっ

て、地区にしろ、RIにしろ、全部それを支えているイメー
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ジをおっしゃいます。私はその通りだと思います。彼ら

はそれを信じてやっておられると思います。上のロータ

リアンやロータリークラブが活性化しないで、何のため

の私達でございましょう。はっきり答えは出ていると思

います。

岩本 (大阪そねざき)「 150万人の話もスローガンとし
てはおもしろい。上に立つ人間は一種のスローガンとか

目標を言うべきだからいいんじゃないか」とこの打ち合

わせ会で言いましたら、袋叩きに合いまして、「パネリス

トをやめさせてくれ」と、言ったこともあるんですけれど

も。新参者だから言うわけじゃないんですが、上に立つ

人間のスローガンとしてはおもしろい。しかも、そういうス

ローガンがあったから、今日、こうやって議論ができるん

じゃないかとみんなに言ったんです。理論的かどうかち

ょっとわからないんですけれども。

中島 私はそういうことでいいと思います。そういうふ
うにターゲットを掲げられて、皆さん方に是非ひとつ頑

張っていただきたいということをおっしゃるのは、RI会長

として当たり前のことだと思います。

橋本 (大阪南)私 は21世紀を迎えた機会に、自らを変
えることが必要だと言っているんです。だから、いままで

の路線は全部すばらしい、だからこれからどんどんその

路線で進むんだということではなく、21世紀のロータリ

ーということを言い出した以上は、もう一度組織なりす

べてのものを見直すべきだと。そして続けていくものは

続けていく、変えるべきものは変えるという作業をすべ

きだと思うのです。

長期計画をたてて、

女性会員の増強をめざしている。
● ●

大森 (茨木西)茨木西ロータリークラブの大森と申し
ます。私が女性ロータリアンとして入りましたのは、ちょ

うど日本で門戸を開かれたときでございます。その当時

でも、「ロータリーに入る女性は程度が悪い。程度のいい

のはソロプチミストとかそういうところに入りなさい」とい

うような説明を受けまして、非常に傷をつけられた印象

がございます。現在はそういうことはございませんけれ

ども。また、私はただいま社会奉仕委員長をしておりま

して、先だってクラブの行事として「さくらフェスティバル」

というものを催しました。

そのとき肢体不自由の子供たち、養護施設の子供た

ち、それからJICAの外国の青年男女をお迎えいたしま

して、そこでお茶を実際に自分でたてる体験をしていた

だきまして、非常に喜んでいただきました。ですからクラ

ブにおいて、茶道とはどういうものか。あるいは日本文

化とはどういうものであるべきか。しかもそれはお金を

使わずに、なるべく低経費で予算も少なくして実行しま

した。

5月 に向かって、地区の茶道同好会というものをいた

しますが、これも全流派を取っぱらったもので、そしてそ

れを含めたものでどういうものができるかということを

私の宿題として、主人と頑張るつもりでおります。

次年度は、増強のほうに回っております。増強につき

ましては、私は長期計画を立てました。ご婦人を導こう

と。ご婦人はやはり子育てがありますので時間の余裕

はありませんが、あと4年、5年先には多分自立できるだ

ろう。そのときにロータリークラブに入っていただく。それ

をめざして私は来年度、ちょうど増強委員に入っており

ますときにご婦人を導く計画を立てております。そうい

うふうな長期計画も大事であるかと思います。

水野 どうもありがとうございました。現ガバナーはク
ラブの自主性、ロータリーは個人個人である、「I seⅣ e」

であると、常に申しております。それを地でいっているよ

うなガバナーでございます。そういう意味で、いろいろと

誤解もあるかもわかりませんが、その基本だけは曲げて

いないと思います。私はアドバイザーとして、そういうこ

ともよく見ております。そういうことで、悪しからずご了承

いただきたいと思います。

近藤 (ガバナー)先程大阪クラブの方からご意見をい
ただきました。まことにごもっともでございます。この様

なご意見は多くの方々からもいただきますが、そのほと

んどはご批判だけであって、それではどうすれば良いか

という建設的なご意見が必要かと思います。私は2度の

ガバナー就任年度においてできるだけの改革をやって

まいりまして、わずかではありますが現在のような状態

にまでこぎつけました。ただ、4月 に開催されました地区

協議会は大阪クラブが主催されましたことをお知らせし

たいと思いますし、来年度はガバナーが大阪クラブから

出られ、大阪クラブがホストクラブとして活躍されますの

で、どうか模範的な運営をしていただければ有難いと思

っております。よろしくお願いいたします。

†
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会員の増強は必要、

そのためにもクラブを魅力あるものに…。
● ●

戸田 (2660地 区パストガバナー)2660地区の戸田でご

ざいます。会員増強はぜひ必要なことであります。とい

うのは、持続するだけでは組織は発展しない。上をめざ

すためには必ず増強していかなければならない。こうい

う宿命を持っているわけです。ところが現実は、増強で

きない。これは不況のせいではない。ロータリーに魅力

がないんじゃないかと若林さんは言われたわけですね。

ここのところをしっかりと我々が見つめて、各ロータリ

ークラブに伝えていかなければ、地区でもなければガバ

ナーでもない。各ロータリークラブを魅力あるものにす

るためには、ロータリアンー人一人にロータリーの本質を

知ってもらう。それを伝える人が必要なんですね。実は

それが現在、少ないんです。

たとえば職業奉仕を言われましたが、職業に倫理感

を高める、道徳感を高めるというよりも、アーサー・フレ

ッド・シェルドンが言われた、もっとわかりやすい提言で

すね。「職業を成功に導く一つの大きな鍵は、相手の身

になってものを考え、相手のために尽くすというサービ

スの道をそれに加えることによって、相手から信頼を受

けて、その信頼関係で企業が永続性を持って発展する

んだ。相手にサービスをすることが、実は自分の企業の

発展にもつながるのである」と。こういう実際的な提言

あるいはインフォーメーションをしていないんですね。職

業奉仕と言えば、「職業の道徳的水準を高める」、それで

終わっているからわからないんです。一つ一つをそうい

うふうに噛み砕いて各ロータリアンに伝えていくことが

必要なんですね。

今後、パネルディスカッションをしても、そこの点をぜひ

綿密におやりいただきたいと考えております。これが一

番大事なことですね。ロータリーの増強をするにもこれ

が大事であると申し上げたいと思います。

水野 戸田さん、ありがとうございました。まことにおっ
しゃる通りでございます。

楽しくて社会に役立つロータリー活動を…
●

平岡 (大阪)何 か深刻な話になってきていますので、
もっと楽しい話題に変えたいと思います。

ロータリーは基本的に楽しくなかったらいけないと思

うんです。奉仕活動でもそうなんですけれども、楽しか

ったら人が集まってきますし、いろいろなことが続けられ

ると思うんです。確かにいろいろな問題を抱えています

し、これから21世紀の新しいロータリー活動を模索して

いかなければいけないと思うんですけれども、基本的

に楽しくて、それが社会の役に立つことをできるだけめ

ざしてやっていきたいと思うんです。

きょうは準備していたこととまったく違うんですけれど

も、岩本さんといろいろ話をしていて、私は女性参加に

反対していると言いましたか?

岩本 (大阪そねざき)大 阪クラブが、東ロータリーが、
南ロータリーが女性を入れない。けしからんというふう

に言いました。その答えをどうぞ。

平岡 (大阪)そ のことについて、私の意見をちょっと
言いたいと思います。国家とか、そういう絶対的な権力

を持っているところが、結社の自由とか、信仰の自由を

保証することは非常に重要なことなんですけれども、ロ

ータリーは基本的に私的な団体です。私的な団体は、当

然入る人間と共通の認識を持って参加できるわけです。

ですから、女性だけのクラブがあっても反対しません

し、男女一緒に入っているクラブも反対ではないんで

す。しかし、男子だけのクラブもあってもいいんじゃない

かと思うんですが、だいたい男の人は女性のクラブをち

ょっと覗いてみたいなと思いますが、入りたいとは思わ

ないわけです。

ところが、女性の方は、だいたい男子のクラブに入り

たがるわけです。これがあまりよくわからない。たとえば、

大峰山は女人禁制になっていますが、必ず女の人がこ

っそり登るわけです。別にそれはかまわないんですけ

れども、私的な団体はどこまでも契約の問題だから、各

クラブの自主性を持って対応したらいいので、必ず入れ

なければいけないとか、入れないとかいうのは、おこが

ましい発想ではないかというのが私の考え方なんです。

岩木さん、どうですか。

石本 (大阪そねざき)そういうふうに言われたんです。
だから、大阪ロータリーが女性を入れないのはけしから

んと言いましたら「岩本さん、そねぎきが立派なクラブ

になればいいんですよ。そねぎきロータリーにはすごい

女の人がたくさんいるぞというふうになったら、すごい

ことじゃないですか」と平岡さんに言われて「そうです

ｏ
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「21世紀。ロータリー活動のあり方」

ね」と、思わず言ったんですけれども、そうじゃないと。

それは論理のすり替えだと。「うちのロータリーの話を

しているのと違うんですわ。大阪ロータリーや東ロータ

リーや南ロータリーの話をしているんであって、論理を

すり替えないでください」と平岡さんに言ったわけで

す。

平岡 (大阪)私 、大学受験を長いことやっていたんで
す。これは実におかしなところでして、女性を入れない

大学はないんです。防衛大学であろうが、商船大学であ

ろうが女性を入れる。

ところがおかしなことに、お茶の水大学や奈良女子大

学、大阪府立大学に男は入れないんです。だいたい女

性だけしか入れない大学はたくさんあるんですけれど

も、もともと男女オープンになっているので、男だけとい

うのがあっても全然かまわないではないかというのは

どうですか。それはだめなんですか。先生は弁護士です

から。

岩本 (大阪そねざき)先程、「アジテーター結構、上に
立つ人間はスローガンを言え」と言いましたので、言う

んですけれども、一歩でも時代の先をいこうと思ったら、

伝統的ロータリークラブに女性を入れよ。相撲の土俵に

女性文部大臣が乗ってもいいじゃないかというふうに言

うことがとても大事なことだと思って、あえて申し上げる

わけです。

感情的にというか、アジテーターで言うんですけれど

も、平岡さんは論理的に「奈良女子大学は男性を入れま

せんよ」と、こういうふうに言われるので、すぐに、なるほ

どなあと思ってしまうわけなんです。

女性会員増強問題はなかなか複雑…。
●

永野 ありがとうございました。女性問題をやっている
と、これもまた尽きないと思いますので。

橋本 (大阪南)私は南ロータリークラブですが、南は入
れないという話ですけれども、別に入れないわけでは

ございません。

ただ、私はいままで地区協議会やその他の会合に出

て聞いておりますと、「女性が入ってくれたらにぎやかに

なった。なごやかになった。だから女性を入れないとい

かん」と。こういう論理があったわけです。私はそれは女

性に対して大変、失礼だと思うんです。何かつまみみた

岩本洋子(大阪そねざき)

いな感じで、女性が入ってくれたらなごやかになって、例

会の出席も増えて、ということでありまして、その範囲で

終わっているようでは、入って下さった方にも申し訳な

い。

そういう意味においては、クラブに本当に対等な資格

において女性の入会については、もっと充分にディスカ

ッションするべきだと思います。簡単に誘って入れるこ

とが決していいことではないと思っております。

永野 よくわかりました。要するに、これはクラブが決め
ることでありまして、「入れよう」とか、「入れない」とかい

うのは、仕方のない現況ではないかと思います。

活動面とか、実行面のことは全然おっしゃらなかった

のですが、いかに活動すべきかということにもっと時間

を使いたいと思っていたのですが、岩本さんが社会奉

仕は苦手だというので、ちょっと私から申し上げます。

阪南ロータリークラブさんでございますけれども、もう

14～ 15年前になりますが、私がボランティアビューロー

(ボランティアの受給者と供給者のパイプ役)ということ

に対して演説いたしました。

それはどういうことかと言いますと、アメリカはボラン

ティアが非常に盛んであるが、日本はもうひとつだめだ

と。このボランティア労力を日本円に換算しますと、20数

兆円が国家予算ではなくて個人の民間のボランティア

で賄われている。そのぐらいの差があると。しかし日本

はだめなことはない。ボランティアをしたい、ボランティ

アをしようという若者がたくさんいますよ。ただし、それ

をどうしたらいいのか、またやり方がわからない、教えて

ほしい。そのためにボランティアビューローが必要であ

るということから、ロータリーでは無理かなと思いました

■■■■■■
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シンボジウム・ロータリアンによる劇1齢大会第1日

が、一応がんばって話をしました。

それを見事に受けてくれまして、当時、岡田さんとい

うお医者さんがクラブヘ持って帰って、こういうすばらし

いことがある。ボランティアビューローをつくろうじゃない

かと。私は半信半疑で、本当にできるかなと思っていた

のが、2年半ぐらいかかって苦労されてつくっていただ

いたわけです。ご存じのように、行政は確かに腰が重く

てなかなか神輿が上がらないんですが、見事、行政を巻

き込んでいただいた。ロータリー初、日本初です。

そして、会員全員がこれに賛同して、つくった以上は

やめられないということを充分承知の上で、継続事業と

してこれに取り組んでいかれた。14～ 15年たちますが、

いまだにずっと続けておられます。そして、さらに実績と

して、これは東住吉区から始めたわけですが、今や大阪

市内のほとんどの区の行政が第一号の相乗効果で、ロ

ータリーが啓発行為されたためにできていっております。

大阪府下はまだそこまで行ってないようでございますけ

れども、そういうすばらしい実績を上げておられます。

皆さん、あまりご存じではないと思いますが、本当に

目立たない、縁の下の力持ちを黙々とやっておられるこ

とに対して私は非常に感動しました。これをつくってい

ただいたときには、本当に涙が出ました。嬉しかったで

す。阪南ロータリークラブの会員の一人一人に後光がさ

して見えました。これがロータリーの魅力です。松本パス

トガバナーがそのときのガバナーでございましたけれど

も、私にもっと吹聴しろとえらくはっぱをかけられました。

松本さん、ちょっと一言、お願いします。

大阪阪南RCの
ボランテイアピューロー活動が

すばらしい実績をあげている。
● ●

松本 (2660地区パストガバナー)も うあまり時間があり
ませんが、2660地区パストガバナーの松本です。

ボランティアという言葉が日本人には非常にわかりに

くい。今1890年ごろの話をしておられるんですが、日本

では1995年の阪神大震災のときがボランティア元年だと

言われたぐらいでありまして、大変ボランティアというの

がわかりにくい。ロータリーでも、ロータリーのやっている

ことは全部ボランティアだというところから始まって、も

う少し進めるとロータリー財団にボランティアがあるんで

す。

ところがいま言われるのは、それとはまた違った、ロ

ータリアンが社会奉仕に出るとか国際奉仕に出るのもい

いけれども、古い言葉で言えば、クラブの会員が脚下を

照顧するという意味で、その中で自分たちが得手とす

る、また奉仕のいるんな動機づけとか、そういうことを勉

強したものを感激をもって、ボランティアのほうからいう

ニーズの対象、たとえば家族や友人のいない孤独な老

人であるとか、迷える青少年であるとか、就職ができな

い身体障害者であるとかいう人たちに手をさしのべると

いうことをクラブの単位で、クラブの中で、「I seⅣ e」 で

やろうというのが、いま水野さんがおっしゃったロータリ

ーボランティアだと思って、私はこれをうんと推進しまし

た。

先程平岡さんが、もっと楽しいことをしようと言われま

したが、1989年のRI会長のアーチャーさんは「エンジョ

イ・ロータリー」というテーマを掲げられた方ですが、こ

の方が阪南クラブがボランティアビューローを創った3

年後の1989年にRIの理事会で提案をされました。クラブ

の中に組織的なロータリーボランティアの拠点をつくろ

うではないかという呼びかけをされて、そのことを日本

のガバナーが集まったロータリー研究会で提案があった

わけですが、わが2660地区では3年前からそれを始め

て、すでにできておりますと言ったら、皆さん、「えっ、も

うやっているのか」とびっくりされました。

ということで、永野さんと手を取り合って、これはいい

ことをしたな、これが将来、どんどん大きくなっていった

らいいなと言ったわけであります。当時のガバナーはす

でに故人になっておりますので、代わって私にそういう

ことを言えと言われたんだと思いますので、一言申し上

げました。どうも失礼しました。

大阪御堂筋RCのRAC活動も日本……。
● ●

永野 どうも、本当にありがとうございました。
それからもう一つご披露したいのですが、近藤ガバナ

ーが非常に力を入れておられます、RAC(ローターアク

トクラブ)でございます。次のロータリーの世代、若者は

ロータリアンの背中を見て活動をしていくわけでござい

ますけれども、この中で日本一のRACを持っているクラ

ブがございます。
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見が出ました。Ⅲは1905年に、ポール・ハリス氏をはじ

め4名が1週間に1回の例会のもとで、職業分類制度と

ともに始めました。最近、1996～97年、突然会員が1%減

少したため、いろいろな問題が起こりました。そして、い

ろいると話があった通り、理事会でニューモデル・パイ

ロット・プロジェクトを発表して、世界的に会員増強の問

題が起こったわけです。

私の個人的な考えとしては、話の中に出ましたけれど

も、過去10万名を増やすのに10年以上かかったと思い

ます。だから2005年 までの4年間に40万名以上増やす

のは到底、不可能だと思います。1つの目標を設定して、

それを達成せよと励まし奨励する、そういう目的でやっ

たことではないかと考えます。

フランク・デブリン会長もそうですし、次期のリチャー

ド・キング会長もそれを積極的に押しているわけです。

そこまではいかないと思いますが、皆さん一生懸命、頑

張ってください。以上です。

永野 ありがとうございました。
大変情熱を持ってご意見をいただきまして、本当にあ

りがとうございました。それでは、これで閉会させていた

だきたいと思います。(拍手)

皆さん、ご存じでしょうか。御堂筋ロータリークラブさん、

おられますか。ご自分のところの会員数よりもRACのほ

うが多いとお聞きしているんですが、これは日本一でご

ざいます。わが地区には24のRACを持っているクラブが

ございますけれども、10～ 20名のレベルでやっていると

ころを、70数名のRACと いうのはすごいことです。それ

と中身も非常に活動的であるということでございます。

それもちょっとご披露したいのですが残念なことに、時

間がございません。このあと部門別の協議会がござい

ますので、できるだけこのシンポジウムの討議の結果を

部門別に持ち込めるように討議をしてほしいとのことで

ございました。

大森 (2660地区パストガバナー)永 野さん、ちょっと発
言。先程吉本さんから、お茶を地区の活動としてどうかと

いう話がございましたけれども、私はこれは親睦活動と

してやっていると思うんです。私どものパストガバナーが

中心になってやっているという話がございましたから申

し上げるんですが、そういうことになりますと、地区で

WCSも、世界社会奉仕も、青少年交換も、青少年活動も、

委員会の活動もできにくくなるということになるんですね。

同じように親睦活動も、ゴルフをやっても、囲碁の会

をやっても、お花の会をやっても、それぞれ親睦を図っ

て勉強していくことに変わりはないと思うのであります。

これも奉仕の一つだと思うんですが、そうなりますと世

界社会奉仕も、青少年活動も、地区としてできなくなると

思うんですが、この点はいかがですか。

永野 もう時間がないので、手短かにお願いします。
吉本 (大阪)わ かりました。趣味の会と協議会のやっ
ていることは違うと思うんです。趣味の会はそれぞれの

好みでやっているので、それを地区でまとめてやるので

あれば、囲碁の会も麻雀の会も全部、地区でやったらい

いじゃないかということになりますので、こういう趣味の

会と地区協議会のすべきこととは別だと思います。

永野 意見が伯仲しておりますが、とうとう本当にきっち
りと時間が来てしまいました。

最後に、RIの会長代理に一言、ご意見、お言葉を頂戴

できましたらありがたいと思います。

会員増強は、ひとつの目標として考えて…。
● ●

察 (RI会長代理)パ ネリストとフロアからいろいろな意
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閉会羨拶大会第1日

閉会挨拶

大会副委員長

鴻池 ―季
大会第 1日 日、本会議の閉会にあたりまして、一言ご

挨拶を述べさせていただきます。

本日は国際ロータリー会長代理・察熙乗様をお迎え

し、また地区内外のご来賓を多数お迎えいたしまして、

大会が盛会裏に行われました。冒頭、近藤ガバナーよ

り、手づくりで有意義な大会にしたいというお言葉があ

りました。また、この大会のホストクラブであります大阪

北クラブの準備の状況についてご評価をいただきまし

て、本当にありがたく感謝をしているところでございま

す。

また察会長代理からは、アジアが非常に大きなロー

タリーの勢力になった。ただ十分、評価がされていない。

今後大きな評価を得るような活動をしていくべきだとい

うこと。それから、女性の参加についての奨励がありま

した。参加をする、pa�cipateという言葉がいちばん好

きな言葉だというお話でございました。

引き続きましてのロータリアンによるシンポジウムは、

「21世紀。ロータリー活動のあり方」ということで、大変熱

心な討議をいただきました。コーディネーターの永野様、

そして各パネリストの皆さま方、そして問題提起をしてい

ただきました井上様、本当にありがとうございました。事

前の準備では、本当にフロアからご意見が出るのか、熱

心な討議ができるのかと、いろいろご心配もありました。

しかし、大変、和やかなうちに、RIの方針の問題、会員

増強、そして組織の肥大化等、また女性の問題、地区協

議会の問題、奉仕と親睦との兼ね合いの問題等々、さま

ざまな議論がされました。

この本会議ののち、しばらくのご休憩のあと、13時半

より部門別懇談会がございますが、5つのそれぞれの部

門におきまして、ただいまのシンポジウムの討議を踏ま

えまして、それぞれの部門のご議論を深めていただくよ

うお願いをいたしまして、第 1日 目の本会議の開会の辞

に代えさせていただきます。どうもありがとうございまし

た。
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」FF,,り1題『 |ヨ肇会 共通テーマ:「21世紀、われわれは如何にあるべきか」

部門別懇談会

会長・幹事・クラブ華世部門
鶴囲■

(担当 :大阪南)

地区組織とその運営の向上をめざし、

地区リーダーシッププログラムを採択

酒井
小谷

山本

熊澤

柏木

井上

原

中西

丸山

杉森

宏 (大阪南)ク ラブ会長
公穂 (大阪南)ク ラブ副会長

博史 (大阪南)ク ラブ幹事

忠鰐 (守口)パストガバナー

尚 (豊中)パストガバナー

嘆夫 (千里)ガバナー補佐

員― (大阪北)
憲治 (大阪北)

雅祥 (大阪北)
恒武 (大阪北)

いくらという依頼もいかがなものか。地区の事業を引

き受けたクラブは苦労している。

○地区の会合の日時がなぜ金、土曜なのか。仕事の事

を考えれば土、日曜の方が良いのではないか。又、地

区大会にマンネリを感じる。

○ローターアクトの活動資金の配分再考を願いたい。

○当クラブは組織をスリム化した。21世紀に向かってロ

ータリーの不変であるべきものと可変であるべきもの

とがある。まず自ら変化してみる事が必要だ。

○女性会員の考え方にしても、基本的にはロータリーを

難しく考えずに仲良く、楽しくする事が一番である。

○他のクラブでも女性会員がもっと増えるようがんばっ

てほしい。

等々のご意見が各クラブの皆様よりありました。

又、来賓の他地区パストガバナーよりも以下の様なご意

見を頂きました。

・地区リーダーシッププログラムが採択され、ガバナー補

佐がおかれる事によって、各クラブの情報の流れもス

ムーズになり、又、地区の組織が簡素化される事になる。

。会員増強の意義をもう一度考え、女性会員を増強しな

ければならない。

(要約 大阪南)

■発言された方

大阪なにわ 澤
茨木東   若林
大阪そねざき首藤

大阪    りll島
大阪御堂筋 前日

リーダー

ザプリーダー

ザプリーダー

担  当
担  当
担  当
SAA
副SAA
副SAA
記 録

大
会
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１
日
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■酒井リーダー

21世紀我々は如何にあるべきか、というテーマで広く

皆様からご意見を頂きたい。

■熊澤パストガバナー

1。 今の日本の低迷は、モラルハザードが原因であり、そ

の日本を建て直すのはロータリーアンの使命である。

2.1990Ⅲ理事会が提案したリーダーシッププランに当地

区として如何に対応すべきか。

3.2005年 150万人の目標に対してクラブ拡大を2～ 3、そ

して、女性会員増強を中心に会員増強したい。

■井上ガバナー補佐

規定審議委員会の報告

これより後、フロアから自由に発言を頂いた。

○現在の状況下での会員増強は大変厳しい。又、地区

の様々な情報が各クラブヘ迅速に伝わっていないの

ではないか。

○会員増強が厳しい現在、おおいに女性会員の増強を

すべきである。

○女性会員のいないクラブに女性会員を入れない理由

を聞きたい。門戸開放すべきである。

○会員増強を何が何でも第一とする事はいかがなもの

か。Ⅲはリコメンデーションであり、受ける受けないは

各クラブの自由である。やみくもな拡大を100年続け

ると組織崩壊する。

○地区の諸会合は、必要な事ばかりか。無駄は無いの

か疑間である。寄付、募金の依頼にしても一人あたり

貞雄会 長
三雄会 長
忠正会 長
康生会 長
陽義幹 事

豊中南     鳥居
大阪御堂筋   影田
大阪東     岩橋
大阪西南    村石
大阪八尾フレンド稲山

則成副会長

清晴副会長

貞雄会 長
全会 長
京子会 長
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鵬F,別懸議会大会第1日

部門別懇談会
■■■菫

職芋琴世部門 .___. __1担 li吹甲干‐FI

リーダー

ザブリーダー

ザプリーダー

SAA
副SAA
副SAA
記 録

赤尾  進 (吹田江坂)ク ラブ職業奉仕委員長
北山 陽― (吹日江坂)クラブ会長エレクト
木元 良三 (吹田江坂)

クラブ職業奉仕副委員長
坂東  宏 (吹田)パストガバナー
松本 良諄 (大阪東)パストガバナー
近藤 浩司 (大阪南)地区職業奉仕委員長
松岡晃―郎 (大阪うつぼ)

地区ボランティア委員長
川口 順弘 (大阪北)
島田誠次郎 (大阪北)
橋口文四郎 (大阪北)
増井 公― (大阪北)

当

当

当

当

担

担

担

担

厳しい経済状況こそ職業奉仕の出番 !
「四つのテスト」の再確認と実践を推進しよう
川口順弘SAA(大阪北)の司会により、坂東宏。松本

良諄両パストガバナーご臨席の許、近藤浩司地区職業奉

仕委員長より、1年間の活動報告とアンケートの説明が

ありました。

続いて、松岡晃一郎地区ボランティア委員長より、活

動報告と、更なる奉仕を各クラブに要望がありました。

そして、吹田江坂にバトンタッチされ、懇談会がスタート

しました。

討論テーマを

第一部《不況下での職業奉仕とは》

第二部《次世代のロータリアンに対する職業奉仕》

とし、IM組別 (8組 )に分かれて、討論され、自由闊達な

意見が発表されました。

一例を、報告すると

○確かに不況で、厳しい経済状況です。当クラブでは、

委員長が退会しましたので、副委員長の私が出席さ

せていただきました。職業奉仕の理念、大変勉強にな

りました。

○厳しいときこそ、職業奉仕の出番です。【四つのテスト】

や、基本理念を理解し、各々の職業において、全うし、

地域社会に奉仕するよう励むべきである。

最後に、松本パストガバナーより、職業奉仕の理念お

よび、如何に活動すべきか、力強い講評を賜り、1時間30

分の懇談会を終了いたしました。ご協力いただきました

各位に心より感謝申し上げます。

(要約 吹田江坂)

，

Ｔ

Ｉ

大
会
第
１
日

部
門
別
懇
談
会

隆葛

ヽ
　

″

一

　

．

´

・亀

ヽ
‐１

40

、p.

＼ ヽ



共通テーマ:「 21世紀、われわれは如何にあるべきか」

部門別懇談会
■■■■■■

■■■■■■
社会奉仕部門

リーダー

ザプリーダー

ザプリ…ダー

担  当
担  当
SAA
副SAA
副SAA
目己 録

(担当 :守口)

岡村 晃明 (守口)クラブ社会奉仕委員長
正木 ―光 (守口)クラブローターアクト委員長
江端 将哲 (守口)クラブ青少年奉仕委員長
度瀬勘―郎 (大阪西南)パストガバナー

中川 章三 (大阪城南)バストガバナー
後藤 二郎 (大阪北)
池田喜八郎 (大阪北)
高原  進 (大阪北)
後藤 凌司 (大阪北)

21世紀、ロータリークラブとして、ロータリアンとして
いかにあるべきか、今一度立ち止まって考えてみよう!
まず最初に、今回の地区大会の社会奉仕部門懇談会は、今までにない活発な議論の場として頂きたいとの古市大

会委員長のお話もあり、IMごとにグループ分けをしてテーブルごとに各テーマに沿い、テーブルバズセッション方法で

活発な議論が行われた。

〈発表結果〉

■第1組「交通問題について」
。「事故を未然に防ぐ」為に「安全コンテスト」に参加必要。

■第2組「老人・福祉問題について」
。実体験の場 (知的障害者に対する)
。学びの場 (パソコンスクール等)
。交流の場 (幼稚園児と老人ホームとの交流)

■第3組「環境問題について」
・禁煙例会

・車を利用しない

。買物の際、簡易包装に

■第4組「青少年 0教育問題について」
。「ダメ・ゼッタイ。薬物乱用防止」運動に参加
。新世代会議の継続

・野外活動体験プログラムの取組み

■第5組「青少年 0教育問題について」
・教育フォーラムの開催

・ローターアクトメンバーとの協同社会奉仕

■第6組「環境問題について」

・淀川が汚い

・緑が少ない

。空気が悪い

各地域で取組み方を考え、子供たちに関心を持たせ、

啓蒙していくべき。

■第7組「老人・福祉問題について」

・海遊館の見学の手伝い

。老人ホーム訪間

・知的障害児との交流
。自殺防止センターヘの寄付

・盲導犬養成への寄付

■第8組「交通問題について」

・交通マナーの勉強会の実施

・交通安全運動のチラシの配布

・各企業に対しての啓蒙活動

・ロータリアンが先ず範を示すこと

以上、各テーブルリーダーより発表されたが、ロータリ

アンとして21世紀にいかにあるべきかを考えるとき、まず

何事においてもロータリアンとして自らが範を示し、地域

の子供たちにもかかわりをもって今後の活動を積極的

にするべきだと感じました。

最後になりましたが、廣瀬パストガバナー、中川パスト

ガバナーにもテーブルバズセッションにもご参加頂き、大

変有意義な部門別懇談会となりましたことに感謝し、ご

報告といたします。

(要約 守口)

鶴饉轟単鬱
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部門別懇談会
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(担当 :大阪中央)

久雄 (大阪中央)クラブ国際奉仕委員長
守雄 (大阪中央)地区WCS委員
陽― (大阪中央)クラブ国際奉仕副委員長
孝 (八尾)パストガバナー

敬三 (大阪)パストガバナー

浩彦 (大阪中央)地区WCS委員長
―嘉 (大阪中央)地区青少年交換委員長
敏之 (大阪中央)地区国際交流平和委員長
禎良 (大阪北)
信弘 (大阪北)
宏史 (大阪北)
環介 (大阪北)

リーダー

サブリーダー

サブリーダー

中

山

田

横

当

当

当

当

当

ＡＡ

担

担

担

担

担

Ｓ
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田

田

田
宅

井
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西
月
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三
笹
森

金

大
高

世界交流を通じて

助け合いのこころを育み、世界平和の実現に邁進しよう

冨uSAA

■足立陽一 国際奉仕副委員長 (大阪中央 )
ニュージーランドより交換学生のホームステイ受け入

れの報告。

■武市智寿 国際奉仕委員長 (大阪鶴見 )
10年ほどの交換実績がある。問題点としては学校の

選択と日本語の習熟度ぐらい。

■手塚政一 国際奉仕委員長 (大阪梅田東 )
今年初めて、カナダとの交換をしたが有意義な活動

であった。

■笹井敏之 地区国際交流平和委員長 (大阪中央 )
究極の目的は世界平和である。この精神を次世代の

青少年に伝え、育成してゆくかの討論をお願いします。

又、世界大会に参加して友好を深めていただきたい。

■古田敬三 パストガバナー
インドでのWCS活動の体験から、感銘をうけたマザー

テレサの言葉の紹介と助け合いのこころを持つことが

大切と締めくくられた。

(要約 大阪中央)
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■戸田 孝 パストガバナー
WCS活動は相手の見える奉仕活動で、世界交流につ

ながる。2004年の大阪世界大会の成功を願っておりま

す。皆様の討論をお願いします。

■瀧田浩彦 世界社会奉仕委員長 (大阪中央 )
当地区のWCS活動は年々クラブ独自のプログラムが

増えてきている。資金対策として、シェアーシステムを利

用して効果をあげる。

■横山守雄 地区WCS委員 (大阪中央 )
この活動はクラブ主体の活動であるべきで、会員が参

加することが大切である。資金はDDF、 同額補助などを

利用して効果をあげる。

■北村 隆 国際奉仕委員長 (枚方くずは)
インドとの活動報告、資金的に不足しがちに。

■橋本泰明 国際奉仕委員長 (守口)
フィリピンとの事業で医療派遣や奨学資金援助の

報告。

■尾川雅清 国際奉仕委員長 (大阪平野 )
5年前よりベトナムでの学校施設や診療所の増設等の

活動を始めた。又本年より、現地のYMCAと 共同で小学

校の修学支援をしている。

■三宅―嘉 地区青少年交換委員長 (大阪中央 )
青少年交換の歴史、現在は当地区で年間15名の交

換学生がいる。資金としては、青少年ファンドを年間

3,000円会員にお願いしている。ローテックス活動につ

いて報告。
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共通テーマ:「21世紀、われわれは如何にあるべきか」

部門別懇談会

ロータリー財団部門 (担当 :大阪西北)

リーダー

サブリーダー

サプリーダー

美馬 大道 (大阪西北)
クラブロータリー財団委員長

自崎 龍男 (大阪西北)
クラブロータリー財団副委員長

岡本 行善(大阪西北)
クラブ米山奨学会委員

菅生 浩三(大阪北)パストガバナー
大森 慈祥 (茨木)パストガバナー
執行 経世 (大阪西北)地区財団増進委員長
仙田 恒夫 (大阪北)
西村  脩 (大阪北)
益田 哲生 (大阪北)
北村修一郎 (大阪北)

社会の変革に合わせ、
ロータリーの原点に戻って考え行動しよう
まず、岩井2750地区PGから、昨年2月の“ロータリー

財団の使命"の改定について報告があり、CAP(地域

社会援助プログラム)の導入、ロータリーセンターとし

てわが国の国際基督教大学をはじめ、世界の7大学が

選定された経過と活用について説明と協力要請があ

った。

続いて、菅生PGが「資金を出すことも大切だが、これ

らのシステムを理解して活用しなければ意味がない。ま

た増強の問題については、ロータリーのサービスが実行

されることが基本である」と力説された。

また、簡学友委員長から、地区委員会が多すぎるとの

意見に対して、目的と内容を見直して再編、統合もふく

めて動いているとの報告があった。

冨uSAA

〈一般発言〉

○ロータリーセンター学生の推薦について協力依頼。

○使う方も大切だが集める方も大切Э今年の目標一人

当たり145ド ルの達成をぜひお願いしたい。

○寄付の削減、委員会活動の簡素化、ロータリー財団の

ことももう少しわかりやすくということをお願いした

い 。

○いろいろなプロジェクトを活用することで、ロータリー

ヘの理解も深まり、早くわかっていただけると思う。

○現在もっとも大切なのは、教育問題だと思う。ロータ

リーとしても積極的にとりくんで欲しい。

〇学友会の活動について。

(要約 記録委員会)
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プログラム大会第2日

4月 28日 (土 )

大 会 第 2日 (大阪国際会議場)

登録・受付

開会点鐘・………………………

大会役員紹介 …………………………………………………・

Rl会長代理ご夫妻紹介

日本国歌斉唱

大韓民国国歌演奏………………………………………………

ロータリーソング「奉仕の理想」斉唱

物故会員に黙祷・̈ …………………………………………

関西二期会によるハミングコーラス

来賓紹介・………

祝電披露 …………………………………………

新参加クラブ紹介並びに参加クラブ紹介・・

GSE他特別参加者紹介・……………………・…

ガバナー挨拶及び地区現況報告・・…………

Rl会長代理挨拶及びRl現況報告 ・……………

表彰

……・・[ガバナー]近藤 雅臣
・司会 [大会SAA]木 本  武 雄

・… [米山奨学生]金 世姫 (茨木東)

[米山奨学生]文 鍾賢 (茨木西)

[米山奨学生]本卜 雄蓮 (大 阪)
。…… [ソ ングリーダー]窪田  譲

[ピアノ伴奏]小梶由美子

…………… [ガバナー]近藤 雅臣

開会挨拶 ・・…………………………………………………………… …̈…[大会委員長]古市 実

雅臣

武雄

満

善雄

雅臣

雅臣

熙乗

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・[大会SAA]

…・…・・ ・̈ ・̈・・・・・・・…・・[大会副SAA]

[大会副SAA]

…・・・… …・・・・・・…・・・・・…・・[ガバナー]

…・・・・̈ ・・…・・・・・…・・・…・・[ガバナー]

・・・・…・・・・・・・・…・…… … [RI会長代理]

[̈ガバナー]近藤

木本

緒方

阪口

近藤

近藤

茶

登録委員会報告・……………………………………………………

信任状委員会報告・………………………………………………

選挙委員会報告・…………………………………………………・

・………[委員長]丸山 雅祥
…………[委員長]中川 章三
・……… [委員長]戸田  孝

大会決議案上程 ・…………… [委員長代理]小西 豊和

大会決議案採択・……………………………………… …̈…………………[ガバナー]近藤 雅臣
ガバナーエレクト紹介・………………………………………¨̈ ……………[ガバナー]近藤 雅臣
ガバナーエレクト挨拶・…・………………………………・[ガバナーエレクト]寺田 和之 (大阪)

大
会
第
２
日

■
ユ
ー
‐

地区大会本会議

12:00

13:00



大会第2日  プログラム

次年度地区大会ホス トクラブ発表 。…・

次年度地区大会ホストクラブ会長挨拶

Rl会長代理講評 。̈………………………・

記念品贈呈

R:会長代理ご夫妻に 。…………………

…………………………… [ガバナー]近藤 雅臣
。… [次年度ホストクラブ会長]川島 康生 (大阪)
……………………・……[RI会長代理]薬  熙乗

直前ガバナーに

… …・[ガバナー]近藤

・…… [ガバナー]近藤

雅臣

雅臣

〈休  憩〉一般来場者入場

記念シンポジウム  テーマ 「21世紀 日本のアイデンティティー」
コーディネーター            大宅 映子
パネリスト           イーデス・ハンソン

呉 善花
金 美齢

記念演奏「日本 。日本人のアイデンティティー」

女声合唱 関西二期会30名 ・̈ ……… ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・[指揮 ]
[ピ アノ伴奏]

[ナ レーター]

・・・・・・… 。…・・・[大会副委員長]

・・・…・・・・…・[ソ ングリーダー]

[ピ アノ伴奏]

・̈ ・・・・・・ ・̈・・・ ・̈ ・̈[ガバナー]

富岡  健

小梶由美子

能崎まゆみ

鴻池 一季

窪田  譲

小梶由美子

近藤 雅臣

閉会挨拶 ・………

ロータリーソング 「手に手つないで」斉唱…・

閉会点鐘・

閉会

115140

|シン |ボジ豪蒸|

鍾麗麓

|

記念演奏

繭鷺圃
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開会羨拶

開会挨拶

大会委員長

古市  実

2001年度、第2660地 区大会は、新世紀の架け橋というたいへん意義のある年度の大会でありま

す。幸い、国際ロータリー会長、フランク.J.デブリンご夫妻の代理として、大韓民国ソウル特別市より

RI元理事、察熙乗 (チェ ヒー ビョン)様、洪喜子 (ホン ヒー チャ)様ご夫妻をお迎えいたし、盛大

に開催することができましたことを厚く御礼申し上げます。地区内86クラブ全員の登録をいただき

まして、また菅野 RI元理事はじめ多くの地区外のガバナーの皆さん、パストガバナーの皆さん、さら

にソウル南、台北北からもパストガバナーご夫妻においでいただきました。こうして地区内外より多

くのロータリアンの皆さんにご参加をいただきまして、ご家族ともども盛大に開催できましたことを重

ねて深く感謝を申し上げる次第でございます。

さて、ご承知のように、本年度のRIテーマは「意識を喚起し、進んで行動を」ということであります。

本大会の準備にあたりまして、近藤ガバナーは「現在のロータリー活動は、原点である『I seⅣe』 の精

神が失われているのではないか、21世紀はいかにあるべきか、日本および日本人として、国際社会に

どのように貢献せねばならないかなど大いに語り合える大会にしよう」という方針を示されました。昨

日も、開会式に続きまして、ロータリーアンによるシンポジウム、また部門別懇談会など、従来の慣行に

とらわれない大会運営を試みました。たいへん活発な全員参加の討論が行われました。コーディネー

ター、各クラブから出ていただきましたパネリスト、リーダーの皆さんのご協力により、フロアからも大い

に発言をいただき活発な討議がなされまして、昨日はたいへん盛り上がったわけでございます。

また、本日は公式諸行事をはじめ、オランダから1560地区GSEの皆さんが来ておられますが、新

世代のロータリアンとなる若人の方々をたくさんご紹介できます。また、女性国際人による記念シンポ

ジウムを一般の方にも公開いたしまして、21世紀の女性パワーの認識を深めたいと存じます。

また、既に皆さん方はご参加いただいたと思いますが、昨日までの3日 間、家族プログラムを先般

オープンしましたユニバーサル・スタジオ・ジャパンにおきまして開催しました。RI会長代理ご夫妻

もご参加いただいたわけですが、7,650という、いままでに例を見ない多数のご登録をいただきまし

て、たいへん有意義な懇親の場を持てたわけでございます。

このようにロータリーに対して関心を深めていただきまして、本大会が21世紀のロータリー活動に

新しい活路をもたらすものと確信をいたしております。皆さん方、このようにたくさんご参加いただき

まして、昨日、討議したことを踏まえて、ロータリー活動の新しい幕開けになりますことを祈念いたし

まして大会の挨拶とさせていただきます。

大会第2日
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ガバナー羨拶及び地区現況報告

ガバナー挨拶及び
地区現況報告

皆さん、こんにちは。地区大会がもうすぐ終わります

と、私もようやく自由を取り戻せる時期になってまいり

ました。本大会は、21世紀初頭を飾る本地区の地区大

会ということで、国際ロータリー会長代理、元国際ロータ

リー理事の祭熙乗さま、そして令夫人の洪喜子様をお迎

えしまして、私どもの地区大会に花を添えていただくこ

とになりました。

既に皆さん方ご承知のように、会長代理のロータリー

歴は、別冊になっておりますけれども、素晴らしい履歴

をおもちでございまして、ロータリーに関してたいへん深

い経歴、その素晴らしい経歴からくる卓越した識見をお

もちでございます。2、 3日 前から会長代理のお供をして

まいる間にいるいろお話を伺い、特に日本に対しての

ご理解の深いことに感動させていただきました。

RIにおける日本の立場は、いままででも理事の人数

が少ないこともあり、またいるいろな支障もあって十分に

通らない部分もあるという話も聞いておりましたけれど

も、この祭熙乗会長代理が理事に就任されて以来、大

韓民国はもとより日本に対してもたいへん深いご理解

をいただいて、RIにいろいろな進言あるいは指示を与

えていただいたことをお聞きし、感謝している次第でご

ざいます。

その1つとして、この間、お聞きしたところによります

と、国際大会が大阪を中心とした関西にという決定に対

してもたいへん強いご支持をいただいて、その方向に

迅速に進展したと問いております。ただただ感謝あるの

みでございます。このような素晴らしい会長代理が、今

ガバナー

近藤 雅臣

回、私どもの地区大会においでになっていろいろご指導

をお受けすることになったことに関しまして、私、本当に

嬉しく、ガバナーとして感謝を申し上げる次第でござい

ます。厚く御礼を申し上げます。(拍手 )

さて、私は特殊な立場でございまして、1997～ 98年の

ガバナーを務めまして、また今年度のガバナーを務めさ

せていただきました。再度、ガバナーに就任させていた

だきましたときに、このように申し上げたと思います。「私

は土井ガバナーエレクトの急逝によって、その代わりに

ガバナーにさせていただきました。しかし、私はピンチヒ

ッターとしてガバナーに就任したわけでは毛頭ございま

せん。私が就任させていただく上は、私なりのフィロソフ

ィーで今年度は過ごさせていただきますのでよろしくお

願いいたします」と申し上げました。

といいますのは、私は1997年、ちょうど察会長代理が

理事をお務めのころのキンロス会長のときのガバナー

でございまして、「ロータリーの心を」というテーマのもと

に皆さん方と接したわけでございます。そのときの気持

ち、そのときのロータリーヘの思いは、そう簡単には変わ

るものではございませんし、変わったらおかしいと思い

ます。私はそのときのロータリーヘの思いを終生、続け

てまいりたいと思ったわけでございますので、今回もそ

れを基本としたフィロソフィーを貫かせていただきたい

と考えたわけでございます。

私は当時、「ロータリー精神の原点にたち戻ってロータリ

ー活動を見直そう」と皆さん方に呼びかけました。そし

て、そのように実行していく努力をさせていただきまし

■
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ガバナー姜拶及び地区現1況報告

た。「じゃあ、そのロータリー精神の原点とは何か。それは

愛である。ロータリーというのは、愛に始まって愛に終わ

るんです」と申し上げたと思います。

「じゃあ、愛は一体どうして貫いたらいいんでしょうか。

それは、『I seⅣ e』 というロータリーの本来の目的とい

いますか、本来のありうる姿を自分で体験しながら、身

近なところから救いの手を差し延べていきましょう。幸

福な、あるいは素晴らしい人生というのはどういうもの

でしょうか。素晴らしい両親の愛によって生まれ、両親

あるいは身近にいる人たちの愛に育まれて育ち、その

次は自らがその愛の手を差し延べ、そして愛に囲まれ

て終わる。これがいちばん素晴らしい人生ではないか。

われわれロータリアンの年代は、愛の手を差し延べる期

間であります」と申し上げた次第でございます。愛とい

うのは見返りを求めないものでございます。それが奉

仕、サービスであると申し上げたつもりでございます。

さて、そのようなサービスを行うときに、一体、何が必

要なんだろうか。それは救いの手を待つ人のニーズ、そ

の人たちが何を欲しているのだろうかということ。これ

を的確に把握することがいちばん大事なことではない

でしょうか。それがcreate awarenessと いうことではな

いかと思います。そして、それが見つかったら直ちにそ

れを行動に移すということ。これが今年度のテーマと、

1997年のテーマとがうまく結びついた私のフィロソフィ

ーではないかとご披露申し上げた次第でございます。

行うは難しですけれども、原点である「IseⅣe」 をしっ

かりと身に付けておればそれは可能であります。ロータ

リーの分身である私たちロータリアンが、何人集まって

も、それは「I seⅣ e」 であると。分身であるから、それを

集めたってそれは一つのものでしかありません。たくさ

ん集まったときに、それは「We」 になるのではないかと

いうお話が時々あろうかと思いますが、私はそうじゃな

いと思います。分身が集まったら一つのものであります。

したがって、「I seⅣ e」 の「I」 が大きな「I」 の「I seⅣ e」

になるだけであって、あくまでロータリーは「I seⅣ e」 に

徹するべきであると申し上げた次第でございます。

そういうお話から、土井さんが常々おっしゃっておら

れました会員増強、退会防止、広報の問題について皆

さん方にお願い申し上げました。会員増強につきまし

ては、「いたずらな増強は必要ございません。あくまで

質の高い増強しか必要はございません。近年のRIは

一体どういうふうに考えているんでしょうか」とも申し

上げました。「垣根を低くして人数だけ集めて『人数×

ドル』という考え方で果たしてRIはやっていけるんで

しょうか。私たちは果たしてそれに賛同できるんでしょ

うか」と申し上げました。

そんなことよりも、むしろ貴重な、素晴らしい、質の高

い、いまのロータリアンが一人でもおやめにならないよ

うに頑張ることも大事ではないかと申し上げた次第で

ございます。いま規定審議会が開かれておりまして、そ

ろそろいろいるな結果が出てきておりますけれども、R

Iの最近の兆候としまして、この21世紀に入って、もう一

度ロータリーというものをわれわれが考えて、本来もっ

てきた素晴らしいものは絶対に残し、伝統を守り、そこ

からまた素晴らしい新しい改革の芽が出てくるかもしれ

ません。革命というのは一挙に起こりますが、改革とい

うのはそんなに短兵急に起こるものではございません。

なんだったら日本独自の素晴らしいロータリーのフ

ィロソフィーを貫いてもいいんではないかということま

で考えますと、“頑固な保守派"と言われるかもしれま

せんが、私は私なりのフィロソフィーは通していきたいと

思っている次第でございます。

今年度、私がいちばん皆さん方にお願いしたいこと

は、先ほどもこの壇上に上がっていただきました素晴ら

しい若人たちに対して、私たちはどれだけ関心をもっ

ているかということで、それを皆さん方に考えていただ

きたいと思ったからであります。先ほども申し上げまし

たように、若人たちの集まりに対するバックアップは、提

唱クラブとか単なる1ク ラブで一生懸命やっていただ

いているんですが、その他のクラブ、あるいはその中の

クラブにおいても無関心な会員は多々おられる。これ

はいたし方のないことだと思いますけれども、できるだ

けたくさんの方々に、私たちが接しているロータリーに

関係している若人たちに関心を持っていただきたいな

と思っているわけでございます。そういう意味で、本日

は壇上に上がっていただいて皆さん方の関心を深め

ていただきたいと思ったわけでございます。

あれだけの素晴らしい若い人たちを、私たちは放って

おいていいんでしょうか。21世紀はだんだん人口が減

ってくると言われますけれども、ロータリーの会員増強

を目指すのであるならば、この若い人たちを立派に育

てあげてロータリアンにするほうが、単なる会員増強よ

大会第2日
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り必要じゃないでしょうか。私たちが日ごろ接してきて

いる若人たちは、改めて教育することなくロータリーの

精神を鼓吹されている人たちばかりです。そのまま入

っていただいてもロータリアンとしてしっかりやってい

ただけるんじゃないでしょうか。あの若人たちを絶対に

逃がしてはなりません。そのためには、先ほど申し上げ

たように、私たち自身が素晴らしいロータリアンになろ

うではありませんか。

そして、昨今、青少年に対する教育問題が大きく社会

問題として取り上げられております。最近の教科書は、

はっきり申し上げて日本の子供たちを“ダメ"にすると

思います。あんなことで、これからの日本は一体どうな

るんでしょうか。特に、心の教育が叫ばれております。

もちろん、これは大切なことでございます。しかし、たと

えばああいう教科書を使って知識の貧しい子供たちが

出てきたらどうするんでしょうか。

特に、「IT革命」と言われておりますが、ITというのは

単にコンピュータを上手に操るテクニシャンをつくる、

それがITの ための革命ではございません。あの中身、

ハード、ソフト、そしてそれをつくり上げていく化学物質

をもとにしたいろいろな素材に対する研究が発展しな

ければ、ITそ のものが発展するわけがございません。

そのためには、いわゆる理科というサイエンス教育の基

本がなくては、これからの日本は進展していくはずがご

ざいません。

私たちロータリアンは、いままでお金と労力を一生懸

命、お願いしておりましたけれども、肝心の皆さん方の

専門的な知識、それぞれの分野における最高の知恵、

知識をもった皆さん方の英知をお借りすることを忘れ

ていたんではないでしょうか。私は、これを教育のため

にぜひ活かしていただきたいと思います。

そして、教科書に載っていない空白になっている部

分を、われわれロータリアンが埋めていく気概がなくて

は、将来の日本はなりたっていかないように思います。

ロータリアン全員がそういうことを目的にして、何かそ

れに対する奉仕を考えていく必要があるのではないか

と思って、青少年関係の新しい委員会をつくり、また今

度は職業奉仕委員会の中で皆さん方の職業を通じて

若い子供たちにどれだけ研修、その他で貢献できるの

だろうかというところまで進展させていければなと考え

ている次第でございます。

このあと地区現況報告ですが、ここに全部、書いてご

ざいます。たとえばの話でございますが、会員増強に関

しましては、純増53名 となっております。これは量では

なくて質ということで、53名 あれば結構ですと申し上げ

たいと思いますし、84ク ラブから86クラブになろうとし

ています。それだけの拡大も進めていただいておりま

す。こういうことは、土井エレクトがご生存中に北クラブ

が土井さんのために地区委員会を通じて一生懸命、努

力をされた結果であろうと思っております。

ご承知のように、土井正裕ガバナーエレクトはロータ

リーに対する大変な思いをもちながら本当に残念であ

ったろうと思いますが急逝されてしまいました。しかし、

その基本的な精神は北クラブがつがれましてホストクラ

ブとしてきょうまで立派にやってこられたわけでござい

ます。古市大会委員長をトップとして、素晴らしい地区大

会を計画し実行していただいたわけでございます。私

は、この素晴らしいご努力に関して深く感謝を申し上げ

たいと思います。

最後に、このような素晴らしい地区大会が皆さんと共

に迎えられたこと、そして北クラブがそれをしっかりおや

りになったことを天国の土井さんに報告するとともに、

ご冥福をお祈りして、私のご挨拶並びに報告とさせてい

ただきたいと思います。ありがとうございました。

1地区現況報告 |

2001年 3月作成

1.ク ラブ奉仕部門

(1)会員増強委員会

○ クラブ数 (2001年 3月末現在 )

85クラブ (大阪市内 :44 大阪市域外 :41)

○会員数 (2001年 2月末現在)

5,032名 (期首4,979名  純増53名 )
(2)広報。雑誌委員会

○「共に歩む」下巻発行

昨年度に続き、全国紙産経新聞に連載された各

RC紹介及び奉仕活動の集大成として小冊子を3月

末に発行。全会員に配布。

○第1回 クラブ広報・雑誌委員長会議
2000年 10月 2日 (月 )(大阪YMCA会館 )

第2回 クラブ広報。雑誌委員長会議
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2001年 2月 20日 (火 )(薬業年金会館 )

広報事項の他、両会とも、本年は新世代に重点を

置き、財団国際親善奨学生、PSC(財団学友)、 GSE

(研究グループ交換)、 米山奨学生、米山学友、青少

年交換学生、ROTEXの方々に報告してもらい、ご出

席の方々に感銘を与えた。

○ マスコミとガバナーとの懇談会

2000年 8月 11日 (金 )

(リーガロイヤルホテル アゼリア)
出席マスコミ在阪11社中10社

本年は新世代に重点を置き、財団国際親善奨学

生、PSC(財団学友)、 GSE(研究グループ交換)、米山

奨学生、米山学友、青少年交換学生、ROTEXの方々

に報告してもらい、マスコミの方々に感銘を与え、予

定時間が30分以上も延長された。

○第4回 文化講演会
2001年 5月 7日 (予定)

(大阪国際会議場。特別会議室)

地区広報。雑誌委員会主催、産経新聞社共催
。題 「ブッシュ政権発足から4か月
――何が変わったのか、変わらなかったのか」

・講師 駐大阪・神戸アメリカ総領事
ロバート・ルーダン氏

○「高齢者の声作文」表彰発表会

2000年 9月 12日 (火 )

大阪市教育委員会・大阪市内44ロ ータリークラ

ブ共催

(3)規定・情報委員会

本年4月 に開催される規定審議会で審議される立

法案の主要なものについて説明及びアンケートの実

施を依頼するため、2001年 2月 10日 (土 )に「クラブ

規定情報委員長会議」を開催。その後、クラブよりの

回答を集計し、地区内の意見を取りまとめ、中野代表

議員に報告。

(4)親睦活動委員会

当委員会は「ロータリーは先ず親睦と奉仕から」を

忠実に実行しています。

①地区ダンスパーティー

2000年 9月 24日 (日 )於 :オ・セイリュウ
参加者 :101名 (男性 :49名、女性 :52名 )

寄付金 :¥83,200-(ガバナー月信 11月号参照)

②第2回チャリティ・美術オークション

2001年 2月 25日 (日 )於 :オ・セイリュウ
参加者 :84名

寄付金 :¥228,200-

合計金額 ¥311,400-を

オリンピック招致委員会へ ¥150,000-

ロボフェスタヘ、      ¥161,000-
各々寄付致しました。

会場を盛り上げる為に、ロータリアンによるバン

ド「ザ・ベリー・グッドマンズ楽団」が活躍しました。

③その他、カラオケ大会や茶の湯同好会などが開催

されました。

2.職業奉仕部門

(1)職業奉仕委員会

①前年度に引き続き、ロータリーの基本理念を研究し、

職業人として社会の模範となるべく、「奉仕の精神」

を深く追求した。また、前年度作成した小冊子「職

業奉仕の小史」を地区内84クラブ及び他地区23ク

ラブに配布し、「奉仕の精神」を宣伝した。

②ロータリーの基本理念である「綱領」「モットー」「四

つのテスト」「職業奉仕の新方針」「職業宣言」につ

いて地区会員の意識を参考にするためアンケート

を作成し、配布・回収して集計した。

(2)ボランティア委員会

第46回世界卓球選手権大会

(活動期間:2001年4月 20日～5月 6日 )

語学ボランティア:第一次募集

(募集締切 :2000年 7月 28日 )

以上の要請がありましたが、各クラブより申込みはあ

りませんでした。

3.社会奉仕部門

(1)社会奉仕委員会

○「第9回 高齢者海遊館ご招待」
実施日:2000年 10月 26日 (木 )

会 場 :港区天保山 海遊館
参加者 :合計 439名

く内訳〉招 待 者
付 添 者
ロータリアン
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○「ダメ・ゼッタイ」ヤングフェスティバル協力

地区84クラブ中78クラブの協力

実施日:2000年 10月 22日 (日 )

(2)環境保全委員会

①環境研修見学会

実施日:2000年 10月 12日 (木 )

会 場 :大阪港見学船「夢咲号」船内及び大阪
市住之江区アジア太平洋トレードセンタ

ー内「ATC・ グリーンエコプラザ」

参加者 :地区内各クラブ委員長 65名

②グリーン購入セミナー

実施日:2001年 3月 8日 (木 )

会 場 :大阪国際会議場
参加者 :地区環境保全委員会委員

③大阪府・豊かな環境づくり大阪府民会議

実施日:2001年 1月 30日 (火 )

会 場 :森之宮KKRホテル
参加者 :地区環境保全委員会委員長

4.青少年奉仕部門

ロータリーの支援する全ての新世代グループの合同

協議会を発足させる準備をし、それに対応する地区委

員会を結成した。

(1)青少年活動委員会

○少年少女ニコニコキャンプ

実施日:2000年 8月 4日 (金 )～ 6日 (日 )

会 場 :大阪府立総合青少年野外活動センター

参加者 :児  童 105名
(男子 :56名 、女子

=49名
)

リーダー 35名

(ローターアクト、上級ライラ終了生)

ロータリアン

登 録 290名 (61クラブ)
参加者 90名 (21クラブ)

ホスト:高槻ロータリークラブ

○ロータリー青少年指導者養成プログラム (RYLA)

①初級 秋のライラ
実施日:2000年 10月 7日 (土 )～ 9日 (月 )

会 場 :大阪府立総合青少年野外活動センター

参加者 :青年102名

(男子 :48名 、女子 :54名 )

リーダー 22名

(ローターアクト、上級ライラ終了生)

ロータリアン

登 録 389名 (83クラブ)
参加者 76名

ホス ト:大阪北淀ロータリークラブ

②上級ライラ

A.プレキャンプ

実施日:2000年 9月 23日 (土 )

会 場 :大阪府立青少年会館
参加者 :青年 9名 、ロータリアン 10名

ホスト:大阪北淀ロータリークラブ

B。 本キャンプ

実施日:2000年 10月 7日 (土 )～ 9日 (月 )

会 場 :大阪府立総合青少年野外活動センター
参加者 :青年 9名 、ロータリアン 10名

大阪府青少年活動財団 12名

ホスト:大阪北淀ロータリークラブ

③初級 春のライラ
実施日:2001年 5月 3日 (木 )～ 5日 (土 )(予定)

会 場 :大阪府立青少年海洋センター

参加者 :青少年、リーダー、ロータリアン(予定)

ホスト:大阪東南ロータリークラブ

(2)ロ ーターアクト委員会

クラブ数:24ク ラブ (提唱RC:27ク ラブ)

会 員数:412名 (2001年 2月末現在)

〈海外研修〉研 修 先 :台湾 台北第3480地区
研修期間 :2000年 11月 器日(木)～

26日 (日 )

〈年次大会〉 2001年 5月 20日 (日 )(予定)

於 :三井アーバンホテル大阪ベイタ

ワー

(3)イ ンターアクト委員会

クラブ数:8クラブ (提唱RC:8クラブ)
〈海外研修〉研 修 先 :マ レーシア

ペナン第3300地区

研修期間:2000年 8月 17日 (木 )～

21日 (月 )

参加人数:50名
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〈年次大会〉

ホスト校 :明浄学院高等学校IAlC

(提唱 :大阪城南 )

2000年 8月 5日 (土 )

於 :住吉大社記念館

Ш第3480地区台北扶輪少年服務園合同

ホスト校 :金光八尾中学・

高等学校IAC

(提唱 :八尾)

参加人数:200名

5.国際奉仕部門

(1)青少年交換委員会

長期派遣 :

2000年 1月 出発   1名 (ニュージーランド)
2000年 8月 出発   14名
(アメリカ3名、カナダ2名、ドイツ2名、スペイ

ン・ノルウェー・フィンランド・ベルギー・フ

ランス・ブラジル・ハンガリー各 1名 )

2001年 8月 出発予定 15名

(アメリカ5名、カナダ2名、ハンガリー・ベル

ギー・ニュージーランド・ドイツ・フランス・

スペイン・チェコ・フィンランド各 1名 )

短期派遣 :

2000年 8月 出発   2名 (アメリカ2名 )
2001年 8月 出発予定  3名

(アメリカ・イギリス・インド各1名 )

長期受入 :

2000年 1月 受入   1名 (ニュージーランド)
2000年 8月受入   10名
(アメリカ・カナダ各2名 、ドイツ・ハンガリ

ー・ベルギー・ノルウェー・フィンランド・イ

ンド各 1名 )

2001年 8月受入予定 15名

(アメリカ6名、カナダ・フランス各2名、ベル

ギー・フィンランド・ノルウェー・メキシヨ・

インド各 1名 )

2002年 1月 受入予定  1名 (ニュージーランド)
短期受入 :

2000年 8月受入   2名 (アメリカ2名 )
2001年 8月受入予定  3名

(アメリカ・イギリス・インド各 1名 )

(3)世界社会奉仕委員会

世界社会奉仕は地区内85ク ラブがそれぞれ独自

のプロジェクトを行うように数年来指導をしてきた。1

クラブ会員数×5千円以上でプロジェクトを実施する

ことを目標にし、年々実施するクラブが増えてきてい

る。

本年度は61クラブがそれぞれ単独で、あるいは2～

3クラブが共同でプロジェクトを実施している。要約す

れば、

ク ラ ブ 数 :61ク ラブ (3,807名 )
プロジェクト数 :79

実  施  国 :27ヵ 国
クラブ拠出金額 :¥29,817,896(USS257,050)

DDF使用金額 :¥1,933,750(USS 16,670)

合     計 :¥31,751,646(USS273,721)
(S=116円 )

次にクラブ単独で行わず、地区委員会のプロジェ

クトに参加するクラブはWCS特別基金に会員数×5

千円を拠出してもらう。

ク ラ ブ 数 :24クラブ (1,216名 )
拠 出 金 額 :¥5,905,000(USS50,905)

プロジェクト数 :2(完了)

実  施  国 :2ヵ国 (ベトナム、フィリピン)
使 用 金 額 :¥5,421,260(USS46,735)

その他、財団人道的援助委員会のシェアシステム

により、同額補助 (DDD、ヘルピング・グラントとWCS
特別基金とクラブと共同のプロジェクトの実施も軌道

に乗って来ている。

プロジェクト数 :20

実  施  国 :1lヵ 国
DDF使用金額、 :USS 86,837.25

(昨年度からの継続分も含む)

WCS使用金額 :USS 37,971.00
クラブ拠出金額 :USS 16,677.00

海外クラブ拠出金額 :USS 18,275.00

海外DDF使用金額 :USS 6,531.25

その他拠出金額 :USS 2,000.00

W.F金 額 :USSlll,207.50

総  合  計 :USS279,499.00
上述の様に世界社会奉仕 (WCS)も クラブ独自のプ

ロジェクトを奨励するのは勿論、同額補助の利用によ
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るプロジェクトの実施効果を大きくすることを勧めな

がら、逐年変化をして参りました。この2～ 3年はシェ

アシステムの導入で、より大きな変革がなされつつあ

ります。このシェアシステムによる人道的援助委員会

の資金で世界社会奉仕に利用できる金額は本年度で

同額補助 (DDF):USS50,000

世界社会奉仕助成金 :USS30,000

(1件上限USS5,000)(Discovery Grmt)

が配分されています。これらは次年度に繰越される上

に、更にヘルピング・グラントが増えると思われるの

で、財団人道的援助委員会と密接な連携を保ちなが

ら、地区委員会は勿論各クラブもその利用に取組み、

有意義な世界社会奉仕の実を挙げるべく、当委員会

が総力を挙げて、啓蒙と実践応援に努める所存であ

ります。

6.ロ ータリー財団部門

(1)財団国際親善奨学生委員会

0 2001～ 2002年度奨学生より初めてマルチ学生

の採用をしました。19名の合格者の内、マルチ学生

は6名です。日下、今年の3月 3日 の第2回オリエン

テーションを受け、留学希望校及び斑コーディネー

ターとの折衝最中であり、8月 には逐次出発してい

くでしょう。

○ 本年度採用制 (2002～ 2003年度生)より、応募生
の紹介制度を始めました。過去の統計では、大学所

在地に近い一部のクラブに応募者が多く、片寄りが

ちだったのを、全く応募者のないクラブヘー部紹介

して、地区全域にわたる財団活動に近づこうとする

ものです。アンケートの結果、20クラブ程に受入の

希望が見られます。

〈2000～ 2001年度留学生〉

派遣 :19名 (派遣国 :イギリス7名、フランス4名、ア

メリカ3名、スウェーデン・スペイン・ト

ルコ・スイス・タイ各 1名 )

受入 :4名 (出身国 :韓国・アメリカ・台湾・ハンガ

リー各1名 )

〈2001～ 2002年度留学生〉

派遣 :17名 (派遣国 :アメリカ7名、イギリス5名、イ

タリア・フランス・カナダ・コスタリカ・

タイ各 1名 )

○ 日本で初めてと言われる「大学教員のためのロ
ータリー補助金」制度をこの地区で本年度よリスタ

ートできました。東大阪東推薦の小山田英治氏がフ

ィリピンのマニラ郊外 (第 3820地区)にあるフィリピ

ン大学ロスバニョス校で教鞭を執っておられます。

(2)研究グループ交換〈GSE〉 委員会

当地区よリオランダ第1560地区への派遣

2001年 4月 21日 (土 )～ 5月 27日 (日 )

オランダ第1560地区よりGSEチームの受入

2001年 3月 23日 (金 )～ 4月 30日 (月 )

○ 本年度についてはオランダよりの希望でチーム
メンバー6名 (団長を含む)、期間は5週間。

0 2001～ 2002年度GSEについては、アメリカ・ウィ
スコンシン州・ミルウォーキー(第 6270地区)との交

換予定で、現在進行中。

(3)ポリオ・プラス委員会

ポリオ・プラス・パートナー・プログラムヘの寄付

(2000年 10月 ～2001年 1月 )

地 区 DDF:USS35,000(¥3,710,000)

地区内26RC:USS 8,431(¥897,611)

合    計 :USS43,431(¥4,607,611)

(4)財団情報委員会

ロータリー財団の活動及び方針を各クラブの財団

委員会を通じ、各クラブまで深めるべく活動を行っ

た。

① 2000年 4月 15日 (土 )

地区協議会の部門別協議会に於いて各クラブ財

団委員長に対し、地区8委員会より本年度の活動

方針についてわかりやすく説明があった。

② 2000年 9月 30日 (土 )

財団セミナー開催。各クラブより3名 (会長・理

事・財団委員長)が出席され、財団の歴史からはじ

まり7委員長よりそれぞれ活動状況、また財団の新

しい動き。問題点に至る詳しい説明があった。

③ 2000年 11月

財団月間。地区財団委員長の卓話が希望された

クラブで行われ、また財団学友による国際親善奨学

生の体験談が数クラブで行われた。

④ 2000年 12月 16日 (土 )

クラブ財団委員長会議開催。地区財団委員会の

活動の現況と報告があり、また2002～ 2003年度ロ
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―タリー財団奨学生の募集についても報告があっ

た。

(5)財団増進委員会

ロータリー財団への寄付 (2000年 7月～12月 末)

前年同期比

一 般 寄 付 :388,391.40ド ル  115.3%
基金への寄付 : 26,000.00ド ル  100.0%

同額補助金 : 7,716.00ド ル   8.5%
合    計 :422,107.40ド ル   93.2%
ベネファクター:470人 (前年より79人増加)

(6)財団人道的援助委員会

人道的分野へのDDF配分額 :USS145,000

(2000～ 2001年度)

使用現況 (2001年 3月 10日現在)

。ポリオプラス        USS 35,000
・緊急災害援助 :

インド第3050地区へ    USS 4,000
インド第3060地区へ    USS 4,000
エルサルバドルヘ     USS 2,000
。新人道的援助金 :フィリピン歯科診療

(大阪船場)USS 10,000

・世界社会奉仕助成金 (Discovery Grant)

,5クラブ (大阪平野 。大阪中之島・大阪住吉・

東大阪中央。地区WCS)

各USS3,000× 5=USS 15,000
。同額・半額補助プロジェクト支援

20件 (世界社会奉仕の項参照)に対し合計

1:JSS 63,960

。RIより要請の「盲人に光」への協力金

USS 5,000

前年度よりの繰越金

本年度の残金

合 計  USS 138,960
1JSS 27,568.50

USS  6,040

合 計 残 高 USS 33,608.50

7.米山奨学部門・米山奨学委員会

○米山奨学会への寄付(2XЮ年7月～12月 )前年同期比

普 通 寄 付 額 :13,911,250円   97.79%

特 別 寄 付 :56,135,605円   93.91%
合

○米山奨学生

計 :70,046,855円   94.68%

〈2000年度支給学生〉

Y奨学生  43名 (大学院博士課程23名 、修士

課程8名、学部1名、医博9名、

歯博2名 )

CY奨学生  3名 (大学院博士課程3名 )
合  計  46名
(出身国 :韓国22名 、中国17名 、台湾5名 、トン

ガ・バングラディシュ各 1名 )

8.拡大部門・拡大委員会

○拡大委員会結成の打合せ 2000年 1月 25日 (火 )

於 :オ・セイリュウ

2000～ 2001年度拡大委員会の選任について打

合せを行った。

○第1回拡大委員会 2000年 5月 9日 (火 )

於 :オ・セイリュウ

第 1回拡大委員会を開催し、委員の顔合わせを

行い、予算と事業について協議した。

○守ロロータリークラブ例会 "∞年6月 14日 (水 )
於 :守ロプリンスホテル

守ロロータリークラブ例会に出席し、新クラブ拡

大についての卓話をした。

○大阪八尾フレンドロータリークラブ認証状伝達式

2000年 6月 21日 (水 )於 :オ・セイリュウ

大阪八尾フレンドロータリークラブ認証状伝達式

に出席した。

○新クラブ拡大の打合せ 2000年 6月 27日 (火 )

於 :大阪大学工業会

大阪西北ロータリークラブと新クラブ拡大につい

て、打合せを行った。

01999～ 2000年度拡大委員会 2000年 7月 6日 (木 )

於 :ザ・リッツカールトン大阪

1999～ 2000年度第5回拡大委員会に出席し、引

継ぎ事項の説明を受けた。

○第2回拡大委員会 2000年 9月 26日 (火 )

於 :オ・セイリュウ

第2回拡大委員会を開催し、拡大活動について

の経過報告を行い、守ロイブニングロータリークラ

ブの創立総会への出席を要請した。

○守ロイブニングロータリークラブ創立総会

2000年 11月 2日 (木)於 :守ロプリンスホテル
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守回イブニングロータリークラブの創立総会に出

席した。

○守ロイブニングロータリークラブ認証状伝達式

2001年 3月 13日 (火)於 :守ロプリンスホテル
守ロイブニングロータリークラブ認証状伝達式に

出席した。

○第3回拡大委員会 2001年 3月 16日 (金 )

於 :オ・セイリュウ

第3回拡大委員会を開催し、拡大活動の経過報

告、次年度の事業についての協議、そして大阪ユニ

バーサル・シティーロータリークラブ創立総会への

出席を要請した。

○大阪ユニバーサル・シティーロータリークラブ

創立総会

2001年 3月 27日 (火)於 :ヒルトン大阪
大阪ユニバーサル・シティーロータリークラブの

創立総会に出席した。

9.特別奉仕部門

(1)国際大会特別委員会

。2000年 ブエノスアイレス国際大会の報告を分析、

2004年国際大会の参考とする。

・2000年 8月  国際大会打合せ会。
・2000年 9月  財務部会長寺田ガバナー・エレクトに

副部会長の選任依頼。大阪より2名推

薦いただく。

・2001年 1月  RI理事会提出事項検討、打合せ会。
。2001年 3月  RI理事会の条件を受け、打合せ会。
・2001年 3月  リーガロイヤルホテル、国際会議場で

国内委員会開催。

く参考〉

2004年国際大会計画の経緯

。1996年 2月

11月

。1997年 2月

。1998年 6月

。1999年 1月

2月

。2001年 2月

国際協議会において2004年 日本開催

案が起る。

斑理事会にて関西開催の内定。

2004年国際大会推進準備委員会、組織。

日本全ロータリアンからの募金開始。

RIスタッフ2名、インテックス大阪など

視察。

斑理事会で開催地、大阪がほぼ決定。

斑理事会、正式決定。(条件付)

(2)交通問題特別委員会

日  時 行  事 場 所 等

2000・ 7・ 5 オーク200

7・ 8 地区合同委員会 新阪急ホテル

715 第1回担当者会議 薬業年金会館

9・ 6 第2回委員会 オーク200

9 23
おおさか交通安全
ファミリーフェスティバル

万博お祭り広場
*雨天の為中止

9月以降
無事故・無違反
チャレンジコンテスト

大阪府下の各警察

11・ 8 第3回委員会 オーク200

10・ 14～ 2・ 24 各I.Mに て地区報告

2001・ 2・ 7 第4回委員会 オーク200

317 第2回担当者会議 薬業年金会館

46
春

初

の交通安全運動
日キャンペーン

大阪城公園広場

*2001・ 6・ 13 第5回委員会新旧委員による引継、開催予定

(3)教育問題特別委員会

わが国の教育が、現在抱えている問題点が何である

かを明らかにし、それをいかに解決するかを探求すると

ともに、その解決のために必要で効果的な提言を行う

べく活動している。今年度は、全体委員会を4回 と提言

編集のための編集委員会を8回開催している。6月 に公

刊予定の提言は『21世紀教育改革への提言一豊かな社

会における人間教育の探求―』と題し、その内容 (案 )は

次の通りである。

I 『21世紀教育改革への提言
一豊かな社会における人間教育の探求―』

① 人間教育の重視
② 豊かな社会における教育のあり方を問う
③ 学校教育改革への提言
④ ロータリアンの立場から
Ⅱ 委員会発足の経緯・趣旨
Ⅲ 委員会の活動報告
Ⅳ 各委員からの意見
V 座談会『21世紀の教育を考える』
Ⅶ アンケート調査の報告と分析
Ⅶ 資  料

■
１
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R′会長代理姜拶及びR′現況報告大会第2日

RI会長代理挨拶及び
RI現況報告

皆さま、こんにちは。近藤雅臣ガバナー、大会委員長、

敬愛するロータリアン、ご家族、ご来賓の皆さま、このた

びは家内と共にフランク .J.デブリン会長ご夫妻の代

理として貴地区大会に参席させていただき、身に余る光

栄とともに、温かいご歓迎に心から感謝申し上げます。

日本と韓国とは、お互いに姉妹クラブ、友好クラブ結

成、青少年交換、新世代会議などいろいろな奉仕活動を

通じて親善と理解を増進しております。たび重なる日韓

親善会議を通して、1979年のアジア大会、1989年のソウ

ル国際大会に各 5々,000名、6,000名を超える日本からの

参席をいただき成功裡に終わりましたことに対し、遅れ

ましたが、さらに深く感謝する次第でございます。

2000～2001年のロータリー世界指導者であるフラン

ク.J.デブリン会長は、メキシヨ北部最大の都市、フアレ

スで生まれました。誠実で独創的な人柄で、優れた最高

経営者でもあります。なおかつ、奉仕者としても30年間、

ロータリーのために大きな貢献を尽くされた方でありま

す。私は、さる1998～ 1999年、国際ロータリー理事会でフ

ランク会長と一緒に理事会に参席しましたが、博識なロ

ータリー知識、経験のある熱意と力強い指導力あふれる

人物であります。

毎年、RI会長のテーマが発表され、その表現は異なり

ますが、そのたびごとに世界のロータリアンに、時代に適

した奉仕の理想を要求されています。「意識を喚起し、

進んで行動を」という今年度のテーマは簡潔で力強い

テーマとして、私たちに使命と新鮮な刺激を与えてくれ

るものです。したがって、私たちが行うすべての活動を

RI会長代理

察  熙乗

導くことになると思います。

フランク会長はRI国際協議会で次のように言われま

した。「ロータリアンが私たちのクラブ、地域社会、そして

世界が直面している問題の意識を喚起することは重要

であり、意識を喚起しない限り行動は起こらず、ロータリ

ーは意識と行動を結びつけなければならない」と。また

意識しても行動しなければならず、はっきり意識しなけ

れば行動することもできません。私たちはクラブ、地域

社会、そして私たちの世界が直面しているいるいろな問

題に、認識とニーズに必要な奉仕の手を差し延べなけ

ればならないと思います。

われわれロータリーは、国際的ボランティア奉仕運動と

して%年の長い歴史をもっています。私たちは常に奉仕、

ボランティア、友情、国際性という言葉を心に銘記すべき

です。この奉仕とは、他者に対する思いやりです。人の

ためにする奉仕は、いつまでも私たちの組織の基本的

目標であり、成果であります。奉仕は生活様式であリロ

ータリアンとしての生活様式でもあります。ロータリアンが

楽しくわかちあうときに希望をもたらす力を合わせ、効果

的に働く。心を許すためにも友情は不可欠なものです。

ロータリーの目的を果たすための唯一の方法は、参

加することとボランティアの精神です。ボランティアの精

神は、ロータリーの特徴です。ボランティアの精神とは、ご

承知のとおり、人間生活に苦しむ人、悲しみや苦痛の中

で助けを求める人、人間の尊厳のために自分の重要な

時間とエネルギーを棒げて尽くすことがボランティアの

精神であります。これこそ「意識を喚起し、進んで行動」
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することになります。

ロータリーは、創立以来、会員は一貫して伸びてきまし

たが、1997年に入って初めて減少しました。これはアメ

リカ経済大恐慌および第二次戦争期間を除いては初め

てのものでした。減少は1%にすぎないのですが、われ

われロータリアンの将来を考える時期でもあると思いま

す。ロータリーでなく他の奉仕団体であるライオンズクラ

ブも、1983年以来、12%が減少し、JCという団体も1979

年以来、40%減少していると聞いています。地域社会の

リーダーや社会研究家は、コミュニティ精神の欠如とボ

ランティアの不足を心配しています。

またライオンズの事務総長は、「なぜライオンズクラブ

が多数の会員を失っているか」という質問に対して、「多

くの高齢の男性が社交を理由に集まるだけで実際の奉

仕活動は少ない」ということでした。また、入会後2年以

内に退会した元会員を対象に調査した結果、回答者の

80%が運営、たとえばリーダーシップのお粗木さや、少な

過ぎる奉仕プロジェクトに対して話をしているんです。

仕事上の制約や時間不足をあげた人々は僅かだと聞い

ています。

われわれが参加しているロータリーが、いままで会員数

を比較的、維持してきた理由は、私たちが新会員を選別

して推薦のうえ、分類制度や出席要件、そして最も大切

なことは多様な奉仕プロジェクトを有することであると

思います。特に、ロータリーの奉仕は国際奉仕が特徴で

あると考えています。フランク会長は、テーマに意義と息

吹を与え、支援するため、20の実行グループをつくりま

した。その中でも会員増強はいちばん重要な課題とな

っています。そのため国際ロータリー理事会は、ロータリ

ー創立100周年期の終了にあたる2005年 6月 30日 まで

に会員数を150万人に達するよう目標を設定する決意

をいたしました。

ロータリーは最近、職業奉仕、社会奉仕から国際奉仕

をよリー層重視されています。ロータリーはどの奉仕団

体よりも多様な誇りあるプログラムをもっており、国際理

解を増進しながら平和を追求する国際性の強い特徴あ

る団体と言えます。

このようなロータリーが、いま一つやるべきことがある

とすれば、私は人材を養成することだと考えています。

各々のクラブのロータリアン、地域社会、そして将来の世

界の指導者になる若い人たちに立派な人材を養成する

ことが国際ロータリーのすべき当面課題ではないかと

思います。私たちは家庭において、職場または地域社会

において、ロータリアン自身の真実、正義、そして友情と

いう理想を持ち、生活するならば、それは大きな力とな

り得るはずで、そのために私たちはすべてこのロータリ

ーに参与しているのではないかと思います。

私は、さる1999年 10月 11日 から15日 まで、カルロ・ラビ

ッツァ会長の要請で、1999年度ソウルで開催されたソウ

ルエンジオ世界大会にラビッツァ会長の代理として参席

したことがありました。世界107国、1,410援助団体、8,000

名が参加しましたが、そのソウル大会は新しい21世紀に

直面しているいろいろな問題に対していると言われまし

た。すなわち平和と安保、人権、保健、環境、倫理と価値、

青少年と児童、老人、以上のトピックのなか、保健、平和、

環境、倫理と価値、青少年と児童、老人など、大部分のト

ピックがわれらロータリアンでも最近もっとも力を入れ

ている問題だと思います。今後は一つの国家、あるいは

政府よりも世界一つの社会、「人類は一つ」の観念として

援助団体の役割、われわれロータリーの役割がますます

必要な時代になりました。

1982～83年、日本から選ばれた向笠広次元RI会長

は、「人類はひとつ Mmknd is one、 世界中に友情の

橋をかけよう」と言って、大切なことをわれわれに提起

されました。世界は一つであり、地球は一つのコミュニ

ティです。友情は橋を通して、われわれロータリアンはお

互いに理解と世界の平和を築かなければならないと思

います。世界のどこかに不幸が残っている限り、その世

の中は決して幸福ではあり得ない。ロータリーは私たち

に特権を与えてくださったものであります。私たちは信

義と友情をもって、地域社会をよりよき住みよいところ

としたことを高く評価されました。

私はロータリーに参加することによって、私たちがいま

まで分けてもらう喜びを、分けてあげる喜びにかえまし

た。愛されるよりは愛することによって、よリー層の喜び

を私どもは得るのです。

最後になりますが、本大会で得られた友愛をもとにし

て、近藤ガバナーのご指導のもとに限りない発展が確実

に実現されることを願ってやみません。したがって、本

大会が日本ロータリーの模範となるような正義と友情に

満ちあふれる素晴らしい地区例会になったとフラン

ク.J.デブリンに報告できるものと確信しております。
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RI会長代理の役目と致しまして国際ロータリーの現況

についてですが、簡単に最近の新しい統計の数字をご

報告申し上げたいと思います。

国際ロータリーは現在165ヵ国35地域になりました。地

区数に関しては530地区、29,968ク ラブ、1,176,169名 の会

員を持っております。

1962年に始められたインターアクトクラブは世界に106

ヵ国7,426ク ラブ170,800名であり1968年以来始められた

ローターアクトクラブは146ヵ国6,903クラブ151,900名 と

なっております。

1989年7月 より女性のロータリークラブ入会が認めら

れて以来、全世界ロータリーの約7.7%に あたる92,860名

が女性会員であります。一方、米国は43万名の中約13%

近い55,000名 が女性です。日本の女性会員は2,400名程

度で全体の会員に対する割合は、まだ2%程度だと聞い

ています。一方、韓国の女性会員は、女性だけのクラブ

が117クラブ2,900名、全体の女性会員は、3,621名で全体

会員の約9%に達しております。女性だけのクラブは男

性は加入がすんなりと出来ない雰囲気ではないかと思

われます。

次に斑の運営の現況についてご説明申し上げたいと

思います。皆様も良くご存じの様にRIの 目的は全世界

に亘ってロータリーを奨励し助長と拡大、そして管理す

ること、またロータリー活動を調整し、包括的指導を行う

ことであります。

斑の最高機関は理事会で、只今19名の理事に依って

構成されロータリー活動、計画、財政及び運営に関する

いろいろな案件を処理するため、年5回通常エバンスト

ン世界本部で開く方針を決めています。

最近の理事会で決定された最も重要な決議を要約す

ると次の通りです。

1)国際ロータリー理事会はクラブが守るべき最小限の

要件として

A)会費を納付すること。

B)定期的な会合を開催すること。

C)The R“�an誌 或いは地域公式雑誌を購読する

こと。

D)国内外の奉仕プロジェクトを実施すること。

上記の要件に至らないクラブは指導部の支援を受け

クラブを強化するか、クラブ同士が結びつくかまたは

クラブを自ら解散することを決めました。

2)クラブに関して最小限の基準を検討した結果、理事

会は少くとも20名のクラブ会員を維持することを義務

づけている規定を削除致しました。

20名未満のクラブも地域社会に於いて有意義な奉

仕活動をしているからです。

3)会員増強が将来国際ロータリーとしては極めて重要

な課題であるため、ロータリー創立100周年記念終了

にあたる2005年 6月 30日 までに会員数150万名を達成

する目標設定を決議致しました。

4)21世紀の変化に対して適応した国際ロータリーの

NEW MODEL PILOT Prolectが 発表されました。

クラブ定款上主要要件であるクラブ例会の回数、会

員の種類、区域限界等融通性を持って専門職或いは

若い人を加入させることです。

世界的に200クラブを選定し2003年迄クラブに依って

RI定款細則に拘束されず自由にクラブを運営の結果、

来る2004年規定審議会で検討した結果、その採択如何

は2005年ロータリー100周年国際大会で発表することに

決定致しました。

国際ロータリーの事務局は米国イリノイ州エバンスト

ンの世界本部と世界中の8つのサービスセンターを含み

ます。

本部には約450名 、海外8サービスセンターに100名合

計550名以上の従業員がロータリー管理、計画、会計、会

議、通信等いろいろな仕事をしております。

事務局のチーム、メンバーは皆さんを支援し、皆さん

の地区活動を容易にし、ロータリー全体が世界の人道的

ニーズに効果的に対処出来るようにサポートしておりま

す。

また、事務局は米貨6,400万ドル以上の予算で、毎年

(165ヵ 国)35の地理的地域に繁栄している国際企業と

比べられる程です。20ヵ国語以上で通信とコミュニケー

ションを行い1日 に事務局は何千通もの手紙とFAXを受

け取り又郵送しております。人口3万人の町の郵便に相

当する量です。

ロータリーはシカゴ地域で最も多くの海外への郵便を

発送している組織の一つです。

国際ロータリー財団は1917年創設以来、いろいろな段

階を経て素晴らしい発展を遂げてきました。この財団の

I Rl現況報告
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最も意義ある特徴は常に変化を遂げていたということ
‐
でしよつ。

ロータリーは1947年、ポール・ハリスを追悼し敬意を

表したことを契機としてその規模を広げ、より強力によ

り活動的になり今日にいたっています。

ロータリー財団創設以来、寄付額の累計は約11億ドル

でその中80%は最近10年間で、その60%は最近5年間で

集められた寄付額であります。

世界全体のP.H.F.数は686,260名でありベネファクタ

ーは44,181名 であります。日本のP.H.F.の数は国際ロー

タリー全体の約2割を占めております。

日本は、さすがにロータリー支援大国の貫禄を見せて

おいででございます。

特に斑財団の国際親善奨学生は1947年以来100ヵ 国

から32,000人3億5千600万ドル、GSEは、1965年以来100

ヵ国以上から7,600チ ーム37,000人 6,800万ドル、3Hプ

ログラムは、1978年以来70ヵ 国216件 5,800万 ドルを支払

いました。

M血�ng Grantは 1965年以来11,300件165ヵ 国、113百

万ドル、昨年度は2,000万 ドルを支払いました。

25年以上を私達はロータリー大学の夢を抱きつづけ

て来ましたが、実際には財政的に不可能でした。

そして、現在世界に著名な大学7校に国際問題研究の

為のロータリーセンターが設立されつつあります。

各ロータリーセンターで学ぶ毎年70名の奨学生は国

際理解と平和という財団の究極の目的に対して新しい

力を提供しています。

2000年から始まる奨学金は2年分で、平和と紛争の解

決に修士号が与えられます。

各奨学生は2年間で合計5万ドルが必要で地区は地区

財団活動資金から寄付するよう要請されています。

最後になりますが来6月 24日 ～27日迄サンアントニオ

にて行われる国際大会にはどうぞ皆様大勢揃ってご参

加頂けますことをRI会長代理として大きく期待致します。

皆様がご参加することにより、ロータリーの輪が広が

ることはもとより友愛の精神と地域奉仕、国際奉仕がそ

れぞれの方を通じて実りあるものと思います。

以上をもちまして私のRI現況報告を終了させて頂き

ます。

ご清聴有難うございました。
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大会決議案上程
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委員長代理

小西 豊和

決議第1号

国際ロータリー会長代理

祭熙乗氏に対する感謝の件

国際ロータリー直前理事祭熙乗氏は、国際ロータリー

会長フランク.J.デブリン氏の代理として、公私にご多忙

の中、令夫人とともに遠路本大会にご臨席を賜り、国際

ロータリーのテーマ「意識を喚起し、進んで行動を」を推

進するために、極めて格調の高いメッセージと直前理事

としての豊かな情報により、参加者全員に深い感銘を与

えて下さいました。

よって本大会は、国際ロータリー会長代理奈熙乗氏

に対し、深甚なる謝意を表すことを決議します。

決議第2号

国際ロータリー第2660地区直前ガバナー

柏木 尚氏に対する感謝の件

直前ガバナー柏木 尚氏は、「一人は万人のために万

人は一人のために」をモットーに持ち前の行動力と責任

感により見事ガバナーとしての大任を果たされました。

そして、1999年～2000年度のテーマ、ロータリー2000:

活動は `堅実。信望・持続'を身をもって垂範されました。

特に21世紀直前の地区内のロータリークラブに「和の

再発見」を説かれ、もう一度文化、伝統を確認して21世

紀を迎えようと提言され、ロータリーの新しい切り口を

示されたことは、幾多の業績とともに、地区内ロータリア

ンー同深く感銘致すところであります。

よって本大会は、直前ガバナー柏木 尚氏に対して、そ

の功績を称えるとともに深甚なる感謝の念を棒げるこ

とを決議します。

決議第3号

研究グループ交換実施の件

本大会は、国際ロータリー第6270地区〔アメリカ合衆

国ウィスコンシン州〕と当地区との間に合意されている

2001年～2002年度の研究グループ交換プログラムに賛

同し、地区内全クラブがその実施に積極的に協力して

国際理解増進の成果を上げることを決議します。

決議第4号

新世代合同協議会発足の件

ロータリーは健全なる新世代の育成に努力をしてきま

したが、当地区においてロータリーが支援するすべての

新世代グループの連携を促進するため各グループ代表

による新世代合同委員会を設立し、別に第2660地区青

少年奉仕部門に設置する新世代合同委員会とを併せて

Ⅲ第2660地区新世代合同協議会を発足させ、ロータリー

精神の共有とロータリー活動の協力推進に相携えて邁

進することを決議します。

決議第5号

職場での実地研修を通じて青少年教育に貢献する件

ロータリーの職業奉仕の場として実地研修のための

職場開放など青少年の教育への貢献を具体的に検討

し、実現に努力することを決議します。

決議第6号

1999～ 2000年度の収支決算書 (監査報告つき)を承認

する件

本大会は、国際ロータリー第2660地区の1999～ 2000

年度収支決算書 (監査報告つき)を承認することを決議

します。

決議第7号

次年度地区大会開催に関する件

本大会は、国際ロータリー第2660地区2001～2002年

度の地区大会を大阪ロータリークラブをホストとして、
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2001年5月 17日 ～18日大阪市において開催することを

決議します。

決議第8号

2008年のオリンピック大阪開催に協力の件

本大会は、2008年にオリンピックが大阪で開催される

ことを願い、その実現のため地区および地区内クラブが

尚一層の協力をすることを決議します。

決議第9号

アメリカ合衆国サンアントニオで開催される国際ロータ

リーの2000～ 2001年度国際大会への参加を推進する件

2001年 6月 24日から27日 までの4日 間、アメリカ合衆国

サンアントニオで開催される国際大会に、多数の当地区

のロータリアンおよび家族の参加を推進することを決議

します。

決議第10号

2004年に大阪で開催される国際大会の準備に万全を期

する件

2004年の国際大会が関西で開催され、第2640地区、

第2650地区、第2660地区、および第2680地区がホストを

務めるため現在、千 宗室元RI理事のもと準備が進めら

れております。

大阪を主たる開催地とする本大会において、当地区

がその中心的役割を果たすため、地区内全クラブが総

力をあげて任務を遂行し、準備に万全を期することを決

議します。

決議第11号

本大会のホストクラブおよび協力諸団体に対する感謝

の件

今回開催された2000～ 2001年度国際ロータリー第

2660地区の地区大会が多数の地区内ロータリアンと家

族が参加して、輝かしい成果の内に終了することが出来

ますことは、ひとえにホストクラブであります大阪北ロー

タリークラブ古市実行委員長のもとクラブの会員、ご家

族および関係者の皆様の心を一にした長期間にわたる

周到な準備と献身的な奉仕ならびに関係諸団体のご協

力のたまものであります。

よって本大会は、ホストクラブである大阪北ロータリー

クラブの会員、ご家族および関係者の皆様ならびに関

係諸団体の各位に対し、深甚なる謝意を表すことを決

議します。

ガバナー 近藤 雅臣

ただいま小西豊和委員長代理から大会決議案が上程

されました。

ただいまの大会決議案について裁決をお願いしたい

と思います。ご承認いただきましたならば拍手をお願い

いたします。

(拍手)

それでは、大会決議案を採択することにいたします。

ありがとうございました。

大会決議案採択

■
１
１
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登録委員長

丸山 雅祥

信任状委員長

中川 章三

選挙委員長

戸田 孝

登録委員会報告

登録委員会からご報告いたします。本大会の登録数は、ご来賓23名、そのご家族

12名 、第2660地区会員は本年度86ロータリークラブのご協力により全員登録をい

ただき、4,797名 、その家族70名、その他青少年交換、財団受入奨学生、ローテック

ス、ロータリー財団国際親善奨学生、財団学友、米山奨学生、ローターアクト、インタ

ーアクト、ライラ、GSEを含めまして105名、それに地区外からも6名のご登録をいた

だき、総勢5,013名でございます。また、家族プログラムのユニバーサル・スタジオ・

ジャパンのチケット販売枚数は3日間で7,651枚でございます。

このような多数の方々のご登録、ご参加をいただきましてまことにありがとうござ

いました。心よりお礼を申し上げまして、ご報告とさせていただきます。どうもあり

がとうございました。

信任状委員会報告

信任状委員会の中川でございます。当委員会は、大阪城南ロータリークラブの

光信昌明さん、大阪阪南ロータリークラブの小山隆三さん、豊中ロータリークラブ

の森山貞信さんと、大阪南ロータリークラブの海堀寅一さん、それに委員長の私

の5名で構成されております。

昨日、27日 に、地区内86ロ ータリークラブから提出されました201名 の選挙人の

信任状証明書を審査いたしました。その結果、選挙人全員が国際ロータリーの細

則第15条第5節に照らして、いずれも適格であることを確認いたしました。なお、

この選挙人名簿は戸田孝選挙委員長に既にお渡ししてあります。以上でござい

ます。

選挙委員会報告

選挙委員会の戸田でございます。ただいま信任状委員会の報告を受けまして、

選挙委員会からの報告を申し上げます。国際ロータリー第2660地区、2002～ 2003

年度ガバナーノミユー候補者につきまして、『ガバナー月信』の7・ 8合併号により

まして、ガバナーノミニー推薦の依頼を掲載いたしました。しかし、その期限であり

ます9月末までに、いずれのクラブからも推薦を得られなかったのでございます。

これを受けまして、国際ロータリー細則第13号、13の020の 1にガバナー指名委員

会という項がありますが、その規定に基づきまして、昨年の10月から何回も指名委

員会を開催してまいりましたが、現在のところ、選出するに至っていないのであり

ます。

今後とも適任者を選出することに努めまして、その結果を各ロータリークラブの会

長宛に通知いたしたいと存じております。このガバナー選出にあたりまして、各ロ

ータリークラブからの積極的なガバナー候補の選出をお願い申し上げたいわけで

ございます。ガバナーを出すということはクラブの活性化につながるわけですか

ら、皆さんのご協力もお願いいたしまして、選挙委員会からの報告といたします。ど

うもありがとうございました。
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R′会長代理講評

RI会長代理講評

RI会長代理

皆さま、2日 にわたるロータリアンの祭典、地区大会が

いよいよ大成功裏に幕を閉じようとしています。素晴ら

しい、心に残る大会でした。近藤ガバナーの卓越した

指導力のもとに、古市大会委員長、ホストクラブの皆さん

のご協力によって立派に遂行されたことを皆さんととも

にお喜び申し上げます。

地区大会は、一年中で最も重要な集まりであり、ロー

タリアンが一堂に集まって親睦と友情を深める絶好の

機会であります。また、国際ロータリークラブとの全般的

事項に関するいろいろなプログラムを通して奉仕する

動機を与えるフェスティバルでもあります。本当に充実

した楽しい大会でした。皆さまの疲れがすっかりなくな

るような面白いものもありました。また、会長、幹事、地区

委員会においての報告の内容は本当に充実したもので

ありました。きょう現在としてどれぐらいの登録人数があ

るか、あるいは準備関係、場内秩序はいかになっている

か、プログラムの内容はどうなっているか、いろいろ考

えることができますが、この大会の登録数は5,121名 とい

う最高の登録の数でした。私はいままで何回も日本に

会長代理として来ましたが、いちばんたくさんの登録の

地区と考えています。

第 1日 、第2日 と、近年にない充実した楽しい大会だ

と思います。プログラム編成も絶妙であるという感じを

受けました。また、きめ細かくいろいると気を配られ、ま

さに水の流れるごとくスムーズに進行され、バランスの

よく取れた大会でありました。わが国のロータリアンた

ちにも見せてやりたい模範的な大会でございました。私

のRI会長代理の任務としての報告としては、この大会

はどの部分につきましても、エクセレントという点を付け

る以外は他に申し上げようもございません。

私はこの地区大会を通して、皆さまと一緒に貴重な

経験とロータリーの知識を分かちあうことができ、本当

に嬉しく存じております。有能な、そして立派なロータリ

アンは、正確な知識と情報が糧です。一人のロータリア

ンの知識は、必ずしも正確ではありません。よいロータ

リアン、最高のロータリアンは博識の人です。正確な知

識と情報は会員脱退を防止し、新しい会員を入会させ

る機会になるとともに、高度な奉仕の夢を実現すること

だと確信しています。

私が一つ提案したいことは、この地区大会が楽しい

実りある大会になるために、奥さんたちがもっと仲良く、

多数、参席される地区大会であることを期待いたします。

恐れ入りますが、参席された奥さんの皆さま方、起立し

ていただきましょうか。何名おられますでしょうか。どう

ぞ皆さん、熱い拍手をお願いします。(拍手 )

私は2日前、大阪にさる3月 29日 にオープンされまし

たユニバーサル・スタジオ。ジャパンに行って、非常に

華やかで立派なハリウッドの姿を見ました。そのスリル、

スペクタクルなものを初めて感じました。私の4名の孫

にもたくさんのおみやげを買ってきました。一生、忘れる

ことのできないUSJの見学でありました。したがって、来

る2004年の大阪国際大会は、立派に素晴らしい大会で

盛大で行えることと確信しております。2004年の国際大

会には、韓国からも大勢連れてくることを皆さんに約束

するつもりです。

最後になりますが、私たち2人にあまりにも親切にして

いただきました近藤ガバナーご夫妻、吉川エイドご夫

妻、ご苦労なされました古市大会委員長にはいろいろ

とお世話になりました。また、地区幹事、昨日、今日の両

日にわたっての司会者も相当ご苦労なさいました。その

他、多数のロータリアンの皆さま、そしてご家族の皆さま、

私にとっては生涯、忘れることのできない実に立派な大

会でございました。この感激を抱いて帰ります。どうも

ありがとうございました。(拍手 )
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GS艶 行別参加者紹介大会第2日

GSE他特別参加者紹介

近藤 (ガバナー)今 年度の決議文の中にも書かせて
いただきましたけれども、私どもロータリアンはこのよう

な素晴らしい若人と共にあります。この若人たちとの横

の連携を新しくつくり上げ、私たちロータリーと直接、手

を組んで、次世代の皆さん方を私たちがどれだけ応援

できるかということを本年度以後やっていただければあ

りがたいと思っております。これだけの若人が集まって

いるのを見ていただきましたら、若い人たちへの関心を

もっていただけるだろうと思います。と言いますのは、ロ

ーターアクトその他、いろいろな若人の集まりがございま

すけれども、単に提唱クラブとか、あるいはその他の提

唱クラブの中のいろいろな奉仕の委員会とか、そういう

ものだけに任せているのではないでしょうか。そういう

ことで、皆さん方にわぎわぎ集まっていただきまして、ア

ピールしようと思った次第でございます。

最初に申し上げておきますが、これだけの素晴らしい、

21世紀を担う若人、私たちロータリアンの後継者として

何とか彼らにロータリーに対しての気持ちをもっていた

だきたいものと思います。そのためには、私たちロータリ

アンみずからが素晴らしいロータリアンとなって、彼らに

尊敬されるべき人物になる努力をしなくてはならないの

ではないでしょうか。そしてもう1つ、彼らにとって魅力

のあるロータリーのクラブづくりをやっていかなくてはな

らないのではないかという思いでいっぱいでございま

す。どうか、その点をご理解いただきまして、若い人たち

との親しいつきあいを、始めていただければありがた

いと思って、彼らに壇上に立っていただくことにしまし

た。

それではご紹介いたします。最初に、昨年がちょうどオ

ランダとの修好400年ということで、おいでいただきまし

たGSEのオランダチームの団長さん、ヘンク・ウェーンベ

ルゲンさんです。一言お願いします。

ヘンク (オランダGSEチーム団長)国 際ロータリー第
2660地区ガバナー近藤雅臣様、第2660地区役員の皆様、

そして地区大会に御参加の皆様、第1560地区より参りま

したオランダGSEチームは、色々な人達の歓迎を受けな

がら5週間以上の間、大阪に滞在させて頂きました。皆

様も我々の体験にご興味があることでしょうから、その

最終報告をさせて頂きたいと思います。最終報告と言

いますと、簡単に聞こえるかもしれませんが、ひとつの

答えを出すというのは非常に難しいものです。我々は、

皆様方にはとても特別な春の時期に招かれました。い

わゆる桜の季節です。最初は、この桜の季節が皆様にと

ってどう特別なのか、我々には見当もつきませんでした

が、貴地区で色々と経験するにつれ次第に解ってまいり

ました。それは新しい季節の始まり、新しい人生のスタ

ート、そして田植えをはじめる季節であり、人々にもう一

度幸福をもたらす時期なのだと思います。我々は、大阪

に到着した最初の週に市庁を訪問し大阪市長にお目に

かかることができました。そのとき私は、「日本人は幸運

を願っておみくじを買い、お寺へ足を運び、健康を願っ

て温泉につかる人達ですね」という、これまでの日本に

対する印象を市長に申し上げました。しかし、今ではも

っとよく日本を理解しているつもりです。我々は、皆様方

の生活の大切な一部を担っている日本の伝統文化、高

度なテクノロジー文化、そして人々の温かさに触れるこ

とができました。また、ホストファミリーの皆様の厚いおも

てなし、GSE委員会の皆様のロータリー活動に対する確

固たる信念と姿勢、毎日の新しい発見、そして忘れては

ならないのが、我々が大阪に来た大きな理由の一つで

ある職業研修、すべて心から楽しませて頂きました。

話は変わりますが、我々の食文化とは大きく異なる日

本の食べ物についてですが、大変おいしく、チーム皆が

日本食ファンとなりました。また、そのおかげで帰国した

際に家族や友人にうまい箸の使い方を見せびらかせる

ほどになりました。

私自身、今回このチームを率いることができまして大

変幸せに感じております。私は毎日のように、色々なこ

とに熱中し、夢中にもなりました。皆様の寛容なお心の

おかげではありますが、今まで何の問題もなく無事にプ

ログラムが運んで、とてもうれしく思っております。我々

オランダ人は、新しいものを受け入れることが大好きで

大
会
第
２
日
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す。その国民性が、色々な状況に対処できる大きな要因

だと考えております。私自身と我々にとりまして、今回の

来日体験はまさに桜、新しい始まりでした。おかげで、

我々は自分達の人生にたくさんの知識と情報を身につ

けることができました。この経験は生涯にわたって役立

つことだと確信しております。中団長と5人の若い男女

からなる今年度の日本GSEチームも、我々のオランダで

少なくとも同じくらいの収穫があることを願っております。

本日、国際ロータリー第2660地区は最盛期にあります。

ここにお二人のお名前を挙げ、私より感謝の意を棒げ

たいと思います。まずは、GSE委員長である野村浩司様、

そして同じくGSEコーディネーターの松岡茂雄様です。ま

た、他のGSE委員会メンバーと、今回のGSE活動に関わ

ってくださった全ての皆様方、近藤ガバナー、そして会員

の方々、本当に有難うございました。先日、我々が大阪

ロータリークラブを訪問した際に、会合で卓話を耳にす

る機会がありました。ロシア語の教授による卓話で、現

在の若者たちの新しい生き方についてのお話でした。

教授はそのお話の中で、「若い男女はもっと自分の生ま

れを誇りに思うべきだ」と説いておられました。皆様方

の伝統文化は、いつでも人生の大切な一部であり、そこ

が起点となって更なる発展に向かって伸びていくのだ

と思います。もちろん、日本経済がここ最近良くないこと

は承知しております。しかし、それでも日本は現在世界

で第二番目の経済大国です。そのうちに、また良き日々

は戻ってくることと思います。それどころか、これからの

日本の将来は、より多くの機会と新しい挑戦に恵まれて

いくでしょう。これはロータリーにとっても同様のことだ

と考えます。最後に近藤ガバナーヘ、私よリチームを代

表いたしまして、今度は日本語でお礼を申し上げます。

「1560地区のGSEはとても楽しくすごすことができ、あた

たかいかんげいを、うれしくおもいます。ありがとうござ

います」

近藤 それでは続きまして、ローテックスの伊藤みのり

さんですね。

伊藤 (2001年度ROTEX会長)た だいまご紹介いただ
きました、本年度ローテックス会長の伊藤みのりです。ロ

ーテックスとは、ロータリー青少年交換プログラムで1年

間外国へ派遣され、プログラムを終了し帰国した学生の

集まりです。私たちローテックスは、青少年交換でロータ

リーにお世話になった恩返しの一端として、地区青少年

交換委員会のお手伝いをしたり、毎月、例会を行い、ス

ポーツ大会、クリスマスパーティ、歴史探訪、日本文化体

験などの企画や実行するための話し合いをしています。

また、年に2回、会報を発刊し、インターネットのホームペ

ージでも情報の発信をしています。今年は、来日学生に

よる日本語でのスピーチコンテストを6月 2日 、大阪国際

会議場の7階で午後1時30分から行いますので、本日、

ご来場の皆さんの多数のご参加をお待ちしています。

私たちは、ローテックス活動を通じて人間形成のため

に切磋琢磨し、他地区のローテックスや地区内の諸団体

との連携を保ちながら、新世代のリーダーとなれるよう

努力いたしておりますので、ロータリーの皆さまのご指

導、ご支援のほどをよろしくお願い申し上げます。

近藤| どうもありがとう。さっきから見ていたら、後ろに

隠れていますが、GSEの 日本の本多智佳さん。

本多 (第2660地区GSE団員)昨 年度、イギリスヘ派遣
していただきましたGSEのメンバーの本多と申します。

GSEは、現地に赴きまして、職業研修ということで現地

のvocationd Ⅵsitを させていただくと同時に、ロータリ

ーの方との国際親善を行っております。たいへん勉強に

なりまして、現在の仕事にも活かしております。皆さまの

ご理解とご指導、ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げ

ます。

近藤 ありがとうございました。次は、青少年交換、外国
から日本へ来ている方です。

エリック(長期青少年交換来日学生)近 藤ガバナーさ
ま、ボードの皆さまたち、ロータリーの皆さん、こんにちは。
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僕はE�c Rome」 と申します。カナダから来ました。僕

たちは日本ではすごく楽しかったし、いろんなことがで

きました。ロータリーの皆さまからたくさん教えてもらい

ました。ありがとうございました。学校ではすごく楽しい。

友達もすごく教えてくれます。早く勉強できました。ちょ

っとだけ日本語ができるようになりました。皆さん、聞い

てくれてありがとうございました。おおきに l

近藤i おおきに。それでは米山学友会会長の陳麗華さ

んです。

陳 (米山学友会会長)ご 紹介にあずかりました米山学
友会の会長をしております陳麗幸でございます。いつも

お世話になっております。ご承知のように米山学友会は、

米山奨学財団から奨学金をいただいて修了された学友

の集まりです。今までは主に学友内の先輩と後輩の交

流とか、小さい輪に力を入れて交流してまいりましたけ

れども、21世紀は近藤ガバナーのおっしゃるように、この

輪が大きくなっていって単に米山学友会の中だけでは

なくてGSEと かローターアクト、いわゆる新世代の若い

力をお借りしてこの輪を大きくしていただきたいと思い

ます。今後ともよろしくお願いいたします。

近藤 ありがとうございました。後ろが米山奨学生です
ね。八尾RCの、トンガでしたか。トッポウさんですね。

トッポウ(米山奨学生・八尾)2年 目の米山奨学生の
Tupou Siaosi Koheledと 申します。トンガから6年前に

日本に来て、いま近畿大学の4年生です。去年から皆さ

まのお蔭で米山奨学生になりました。米山奨学生を代

表して、この場を借りてお礼を申し上げたいと思います。

どうもありがとうございます。

近藤| ありがとう。今度は、青少年交換の日本側の学生

さんたち。武市さん。

武市 (青少年交換学生 大阪鶴見)今 年の派遣候補
生の武市真依です。ベルギーに派遣させていただく予

定です。

近藤 頑張ってきてください。次は、財団の学友委員会
会長の山下さん。

山下 (財団学友 会長)た だいまご紹介にあずかりま
した財団学友委員会、皆さんは、PSCという名前でご存

じの方もいらっしゃると思いますが、その会長をやって

おります山下大悟と申します。PSCの組織について説

明させていただきますと、財団学友委員会のもとで、国

際親善奨学生として留学したOB、 OGで結成している団

体でございます。第1期生は1957年、そして、2000年度ま

でに399名 を数えております。

われわれは所帯が大きいものでして、電話では大変

ですからいまはやりの電子メールを使って連絡しており

ます。そのメール数は、本日の朝、残念ながら2,660を超

してしまいまして2,667通です。このメール交換は始まり

まして4年目でございます。4で割りますと、ほとんど毎

日のように皆さんから問い合わせのメールがあります。

最近でも、海外に留学している学生からも現況報告があ

りまして、「いつでも力になりますので、何か困ったこと

があればどんどんメールをください」と、向こうでもフォ

ローしています。

活動内容は、国際親善奨学生委員会より推薦されま

した候補者の20名弱の皆さんに対してオリエンテーシ

ョンに呼んでいただき、その席でタイムリーにねce to

hceで質問を受け付けて、年に数回しかありませんの

で、先ほど申し上げた電子メールを毎日のように使っ

て、他地区からも問い合わせが何件かまいっておりまし

て、どこにいようが誰にでもすぐ即答できる体制を築い

ております。

しかし、その半面、ネットワーク社会の弱点ですが、どうし

てもコンタクトが希薄になっているところがありまして、P

SCの組織内、中身の充実が今期の課題ではなかろうか

と思います。会員数、399名 おりますが、個々人、会員そ

れぞれが、自分が、ロータリーの活動に対して何をお返し

できるか、奉仕できるかを、現在、奨学生には言っており

ます。ギブ・アンド・テイクです。ギブなくしてはテイクも

ありえない。奨学生の場合は、まずテイクがあります。そ

れが奨学金です。しかし、帰ってきたら、あなたたちの体

験したことをギブしなければいけないということを、私

が会長になってからも毎回、申し上げています。ここに

奨学生の候補者がいるので、「聞き飽きた」という顔をし

ておりますが、自分が今、何ができるのだろうかというの

を問い、財団学友の会員の皆さんを指導中でございま

す。以上でございます。

近藤 どうもありがとうございました。国際親善奨学生
ということで、後ろの方が今度、日本から行かれる方で

すか、何か一言ありますか。

牧野 (国際親善奨学生。茨木西)今 年の秋から奨学
金をいただいてオランダのライデン大学に行くことにな

っています牧野直史と申します。よろしくお願いします。

大会第2日

大

第
2
日.
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校の顧、間、金崎桂悟でございます。インターアクトクラブ

と申しますのは、国際理解と奉仕という2つをテーマに

いたしまして、若者を育成していくという学校活動にお

けるクラブの一環でございます。ロータリークラブのバッ

クアップのもと、活動しております。現在、2660地区のイ

ンターアクトクラブは、私ども金光八尾高校をはじめとし

て壇上に上がっていただいております浪速高校、清風

学園高校、明浄学院高校、四天王寺学園高校、大谷高校、

大阪教育大平野高校の計8校が、ともに協力しあいなが

ら活動しております。

奉仕という面に関しましては、各校独自に、たとえば地

域の清掃活動をしたり、もしくは老人ホーム養護施設の

慰間をしたりしております。

国際理解に関しましては、毎年、夏期に、ロータリーク

ラブのご支援のもと海外研修を行っております。1993年

度からは、特にアジア諸国に目を向けようということで、

東南アジア、特に発展の著しいシンガポール、タイ、マレ

ーシアという国々に研修に行かせていただいておりま

す。今後も決して目立つ活動とは言えないと思います

が、できるボランティアを目指しまして、努力していきたい

と思いますので、よろしくお願いしたいと思います。

石山 (金光八尾高等学校 会長)金 光八尾高校会長
の石山夏樹です。今年度は6月 3日 にユニバーサル・ス

タジオ・ジャパンで行われる新入生歓迎会や、8月 に台

湾へ訪れる海外研修などの行事があります。今年度も

ロータリーの皆さん、ご協力のほどよろしくお願いします。

近藤  ありがとうございました。コメントがあるんです
か。

野村 (大阪そねざき)飛び入りで恐縮ですが、私は当
2660地区のGSE研究グループ交換委員会の委員長を

しております。今日はローターアクトの皆さん方がおみ

えだということで、来年、アメリカとGSEの交換をいたし

ます。5月 に当地区から出発する予定ですが、皆さま方

から英語のできる方で4週間お休みが取れる人はぜひ

応募してください。お待ちしております。よろしくお願いし

ます。

近藤 ありがとうございました。この様に素晴らしい若
人が私たちの後についてきて……̈ くれるかな? 子供
は親の背中を見て育つと言いますが、私たち素晴らし

い背中をつくるように頑張ろうではありませんか。ありが

とうございました。
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現在、国際法を研究していまして、その関係でオランダ

に行くことを考えています。オランダヘは研究のために

行くだけではなくて、親善奨学生ということでここの地

区とオランダの地区との交流のために力になればと思

っております。幸い、今日はオランダの方が来ていらっ

しゃるようなので、早速、今日から頑張りたいと思いま

す。よろしくお願いします。

近藤 頑張ってください。
それでは、時間が迫ってまいりましたが、次はローター

アクトです。ローターアクトは紺谷君ですね、地区代表で

す。

紺谷 (ローターアクト 地区代表)ロータリークラブの
皆さん、こんにちは。ただいまご紹介にあずかりました国

際ロータリー第2660地区ローターアクト代表をしており

ます紺谷公二と申します。よろしくお願いします。後ろに

並んでおりますのがローターアクトクラブのメンバーで

す。現在ロータリークラブに提唱を受けまして、地区内24

クラブで会員数約450名の中で活動しております。

日頃は、指導力の開発、専門知識の開発、社会奉仕活

動、国際奉仕活動などを通じまして、能力と指導力の開

発に努めております。これからの社会を担っていくべき

責任ある立場を認識して今後とも精いっぱい活動を推

進していく所存でございます。ロータリークラブの皆さん

にご迷惑をおかけしていることも多々ありますけれども、

精いっぱい頑張っていきますので、今後ともどうぞよる

しくお願いします。本日はどうもありがとうございました。

近藤| どうもありがとうございました。

続いては、ライラですか。どなたか、一言ありますか。

片岡 (大阪府青少年活動財団)ライラというのは主に
キャンプを行っておりますが、青少年のリーダーシップ養

成を目的としており、私も初級、上級と受けさせていた

だきました。5月のゴールデンウイークに春のキャンプが

ありまして、お手伝いをさせていただきます。ロータリア

ンの皆さま方をお手本にして、未来へ躍進していきたい

と思いますので、ご協力どうぞよろしくお願いします。

近藤| ありがとうございました。あと、インターアクトはい

ちばん若いグループでございまして、顧間の先生方、日

ごろからどうもありがとうございます。先生から。

金崎 (金光八尾高等学校 顧間教師)失礼いたしま
す。ただいまご紹介にあずかりましたインターアクトクラ

ブ、そして私は今年度幹事校をしております金光八尾高



次年度オストクラブ
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次年度ホス トクラブ会長挨拶

次年度ホス トクラブ会長

川島 康生 (大阪)
次年度地区大会ホストクラブ会長として一言、ご挨拶

を申し上げます。本日、やむを得ない事情によりまして、

私どもクラブからのガバナーエレクトであります寺田エ

レクトが出席できませんことをまことに申し訳なく残念

に存じます。そして、本大会が古市大会委員長のもとに、

かくも立派な大会が開かれましたことに、心からなる敬

意を表したいと存じます。

ついでながら、昨日と本日の両日は、72年前にわが国

で初めての地区大会が開かれた記念すべき日でありま

す。その日に21世紀、最初の2660地区の大会が開かれ

ましたことはまことに意義あることと思っております。私

どもも来年度は文箭会長エレクトを中心にいたしまして、

寺田ガバナーエレクトを支援してサポートしていきたい

ものと考えておりますが、この大会につきましても、今年

と同じ場所で今年に負けないような立派な会を開催さ

せていただきたいと考えております。

昨日の会議で、近藤ガバナーから模範的な大会を開

いてくれと、いささかお手並み拝見という感じのお言葉

をいただきましたが、私たちも今回、提出されましたいろ

いろな問題点、いろいろなご意見を取り入れまして、ご

期待に添えるような会を開催させていただきたいと考

えております。どうか、今回にも増して多数の皆さん方が

ご参会くださいますことをお願い申し上げまして、簡単

ながら次年度ホストクラブ会長としてのご挨拶とさせて

いただきます。どうぞよろしくお願いいたします。

68

閉会挨拶

大会副委員長

鴻池 ―季
「21世紀 日本のアイデンティティー」と題しまして、シ
ンポジウムを開催し、そして日本人の心のふるさとの曲

の数々を関西二期会の皆さん方の合唱により、皆さまに

お聞きいただきました。

さて、ロータリアンの皆さま方、国際ロータリー第2660

地区、2000～ 2001年度地区大会の開会にあたり、一言ご

挨拶を述べさせていただきます。まず、昨日より2日 間

にわたり開催されました地区大会に察 熙乗国際ロータ

リー会長代理、令夫人洪喜子ご夫妻のご臨席のもと、海

外を含む各地区のガバナー、パストガバナー、ガバナー

ノミニーのご出席を得、地区内外の多くのロータリアン

にご参加をいただき、熱心にご討議をいただきましたこ

とをお礼申し上げます。

本大会は、当地区における21世紀最初の地区大会で

あり、政治、経済、そして社会環境が目まぐるしく変動す

る新世紀の初頭において、ロータリーの原点にたち返り、

ロータリー活動のあり方についていかにあるべきか、ど

のように意識を喚起し、どのように進んで行動すればよ

いのか、そしてまた日本と日本人のアイデンティティーに

ついて共に考えるよい機会であったと思います。

地区大会のホストを務めさせていただくのは大阪北ロ

ータリークラブにとり9年ぶりであり、実行委員会では近

藤ガバナーのご指導を得ながら古市大会委員長のもと、

21世紀最初の地区大会をロータリーの大会らしい手作

りの温かい、そして参加して意義のある大会にするべく

準備を進めてまいりました。幸い、皆さまのご協力によ

り諸事、滞りなく進行し、なおかつ茶国際ロータリー会長

代理よりも高いご評価をいただき、有意義な地区大会と

なりましたことをお礼申し上げます。

おわりに、ご来会の皆さま方のさらなるご発展をお祈

りし、閉会の言葉にさせていただきます。どうもありがと

うございました。
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テーマ「21世紀 日本のアイデンティティー」

日本は、十分豊かになつてしまつて、

何も考えないでふわふわしている…。
● ●

コーデイネーター

大宅 映子(評論家)
バネリスト

イーデス・ハンソン(タレント)

呉 善花(作家)
金 美齢(評論家・JET日 本語学校専務理事)
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大宅 どうも皆さん、こんにちは。大宅映子でございま
す。今日はすごい論客を揃えまして、「21世紀 日本の
アイデンティティー」ということでシンポジウムを始めま

す。戦争に負けてからの日本は驚異の経済発展を遂げ

て、「ジャパン・アズ・ナンバーワン」と言っていたのは

ついこの間でしたが、ありとあらゆる変なことが日本に

起きまして、すっかり自信がなくなってしまっています。

いまでは、世界で一人負けということになっているわけ

です。

小泉さんが改革をやってくれそうかなと、希望の陽が

ちょっと見え出したところですけれども、アイデンティテ

ィーということが日本人にとってはいちばん不得意なん

だと思うんです。つまり、的確な日本語訳がまだないん

です。同一視するとか、自己確認とか言ってもまだはっ

きりしない。そういうところから日本および日本人のアイ

デンティティーが見つからないというところにあるのかも

しれないと思います。

欧米に追いつけ、追い越せというのはアイデンティテ

ィーではないわけです。相対的なものであって、何かが

あってそこにいく。追いついてしまった後の日本のゆく
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えがわからない。どういう目標にしていいかもわからな

い。十分、豊かになってしまったので、何にも考えないで

も、とりあえず食っていけるという中で日本がふわふわ

している状況なんだと思います。

なぜか、21世紀の主役は女性だそうですけれども、ど

うもそうとも思わないんです。別に女性、男性ではなく

て個人だというふうに思っていますけど、そういう考え

の方もおありになるということで、今回は女ばっかり集ま

りました。実は私は女だけというのはあんまり好きじゃ

ないんですけど、まぁ、いいでしょうと。女、男関係なく、

この方たちでしたらこのテーマにふさわしいと思いまし

たのでお引き受けをいたしました。

お三方はご出身の国がそれぞれ違うわけですけれど

も、お一方ずつ10分ぐらいでいまの日本が置かれてい

る状態、なんで日本がこうなってしまっていて、日本の何

がおかしいのだろうか。日本人の意識とか行動は何を

基準に動いているのかわからないとか、でも、そんなこ

とを言うけれども、日本はこういうところがいいじゃない

のとか、いろいろもっていらっしゃる方がおありだと思い

ます。いままでもしょっちゅうそれを聞かれているだろう

と思いますから、金さんから、10分ぐらいお話しいただ

きたいと思います。

日本は、常に自分の見本とする国を

外に求めてきた。
● ●

金 皆さん、こんにちは。今日は実に面白いキャスティ
ングだと思っています。パネリストの3人とも外国人なん

ですね。全員女性ということだけではなくて、このシンポ

ジウムのパネリストが3人とも女性だということと外国人

だということ、これは何か象徴的な出来事かなという気

がします。

まず第一に、私自身、アイデンティティーという言葉に

はかなり早くから向き合わぎるを得ないような人生でし

た。つまり、私は日本に住んでいる外国人です。と同時

に、私は台湾出身ですけれども、台湾においても自分が

中国人なのか、台湾人なのかということを常に問われて

いるような社会環境。もちろん、私ははっきり自分のアイ

デンティティーは台湾で、私は台湾人と常に答えており

ますけれども。そして、日本にはもう42年、住んでおりま

す。日本が大好きです。いろんな国に行きましたけれど

も、日常生活を送るのにたいへん快適なのは日本だと

思っております。ですから、日本に42年 も住んでおりま

す。日本に42年 もいて、普通の台湾の出身の人でした

ら、とうに日本国籍を取っているところですけれども、私

はいまでも台湾人です。

しかし、私は日本も大好き、台湾も大好き。だから2つ

の祖国を持っていると思っております。だけど、なぜ日本

の国籍を取らないのかといいますと、台湾がまだ堆 (う

うしい状態にある、苦難の歴史の中にあるという状況な

ので、私自身としては苦難にある台湾を捨てて日本人に

なることはできない。そういう意味でアイデンティティー

という問題をずっと考え続けてきた人間です。

いまここに座っている3人、皆さんはお気付きではな

いかもしれませんけれども、非常に面白い特徴があるん

です。まず第一に、この4人の中では私が一番の年長者

です。しかし、私がメディアの世界に登場したのは一番

最後です。いちばん遅れてメディアに出てきた人間です。

皆さんがよくご存じのイーデス・ハンソンさんは、大阪に

長くいらして大阪弁を話す、とても魅力的なアメリカ人で

す。ハンソンさんはかなり早い時期からメディアの世界

で活躍しておりました。

そして、私よりも数年も早く本を出して、東京で働いて

いる韓国人の女性についての『スカートの風』という本

を出してメディアに注目された呉善花さんは韓国の出

身。そして、最後に台湾の出身である私がメディアに登

場することになりました。59歳になって、この年で初めて

また新しい世界に出たという、ある意味では59歳の新人

というとても面白い体験をしたわけです。

この順序を考えるということは、つまり日本人がいま

この21世紀になって、ロータリークラブの方々が「21世

紀における日本人のアイデンティティーとはなんぞや」

という大きなテーマを抱えて、今日ここに皆さんお集

まりいただいているわけですが、実は、過去、数十年に

おいて、日本人は常に「山の彼方の空遠く 幸いすむ
と人のいう」という思いをずっと持っていたような気が

します。

つまり、この3人の登場した順に日本人の日は向いて

いたんです。常に外国に目が向いていた。戦後間もな

くは、もちろんアメリカです。続けてヨーロッパであった

り、ハンソンさんはインドが長いのですけれども、ある時

期はインドに理想郷を求めていた。時にはソ連であった

ア0



日本のアイデンティティー」「21世紀

金 美齢

り、そしてアジアというと近い朝鮮半島、それから中国。

最後の最後まで台湾には目がいきませんでした。台湾

が日本のメディアで話題になるのはつい最近のことで

す。私の登場がいちばん遅れたのもそういう日本の、特

に日本の一般的な、またはメディアの目がどこに向いて

いるのかということの順序だったような気がします。

戦後、憧れの地はもちろんアメリカでした。それから

日本が範を求める国が転々と変わりました。あっちへい

ったり、こっちへいったり、先ほど言いましたように、時に

はソ連であったり、インドであったり、スイスであったり、

そして中国であったり。文化大革命華やかなりしころ、大

変に中国を礼讃した学者が大勢いました。そして、日本

は常に自分の見本とする国を外に求めてきたんです。

外に。そのとき日本人は「自分たちのアイデンティティー

はなんぞや」ということを全然、考えてなかったような気

がします。

アメリカに追いつけ、追い越せ、ヨーロッパに追いつ

け、追い越せ、インドは素晴らしい、ソ連は素晴らしい、中

国は素晴らしい。そういうような、ある意味では実に無責

任な言論がメディアを支配していた時期が長かったよ

うな気がします。ここにきて、日本はいやが応でも自分

の足元を見ぎるを得ない。

幸いに世紀が変わりました。もちろん、21世紀と言い

ましても20世紀の続きで、昨日の次が今日という、ただ

日にちが1日 ずつ変わっていくだけのことだという人も

います。何も変わらないじゃないかという人もいます。し

かし、私はそうは思いません。人間はやっばり、きりのい

いところが好きなんです。毎年、お正月になると、今年は

何をしよう、今年こそは何をしようと。私もかつて学生だ

ったころ、学年が改まるたびに、「今年こそは何しよう」と

いつも思ったものです。それが持続するかどうかは別と

して、やっぱり区切りのいいところで人が何か思い新た

にきちっと覚悟して新しく出発するのは、とてもいいこと

だと思います。それがあるのが暦のいいところだと思っ

ております。

日本人のすばらしい倫理観、メンタリティ

を基盤にして、何が足りないか考えて…。
● ●

金 そこで、いま日本人は自分たちの足元を見るという
ことに気がつきました。青い鳥というのはどこにあるわ

けではない。すぐ自分の近くにあるんだということ。そし

て、私が日本に永住を決めたように、日本というのは日

常生活の送りやすい、実に快適な国だと思っています。

少なくともいるんな国との比較の上でとても暮らしやす

い国だと思っています。最近、少々いるんなことが揺ら

いできました。問題が起こりました。でも、ここでもう一

度、再出発、21世紀の日本はいかにあるべきかというこ

とをみんなが真剣に考えて、日本がいままでよって立っ

てきた素晴らしい日本人の倫理観、メンタリティ、そうい

うものを思い起こして、それを基盤にして、さらに21世紀

のグローバルな世界では日本人にとって何が足りない

のかということをしっかり考えて前向きに生きていくと

すれば、私はとても有意義なことだと思います。

少なくとも、今日、ロータリークラブが大きな命題を抱

えてこれだけの人を集めてシンポジウムをやるというこ

とに大いに意義を感じるものでございます。(拍手)

大宅 ありがとうございました。日本人って、ほとんどア
イデンティティーということを考えずにすんだというか、

考えないほうが楽に生きられる社会だという気がする

んです。何かやろうとすると、必ず「外国では」ですよね。

外国ではこうやっています。外国は外国で、日本は日本

なんだけれどといつも思いますけれど、制度改革でも

何でもそうなんです。いまのシンポジウムもそうです。外

国人で女性だから聞こうじゃないのと話をしても、きょう

もそうなんですけど、それは悪いとは言いませんけれど。

じゃあ自分たちは何なのということを考えないといけな

いのに、ずっとそれをしないできたというところがあると

思います。

それではイーデス・ハンソンさん、インドとアメリカと日
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本と3つありますから、その中から。

いるんな感覚、いるんな価値観から、

新しい日本人の形が生まれる…。
● ●

ハンソン アイデンティティーという言葉は最近まで日
本では聞いたことがなかったんです。あんまり言われな

いんですよね。初めはアメリカの話かなと思ったんで

す。アメリカはそれを言って悩むのがまた好きなんです

ね。色々とごちゃまぜだから、その中で自分の位置はど

こらへんにあるのかというところで、ああでもないこうで

もないという習慣というか、あるいは趣味が、昔からある

んですけど、日本ではそういう悩みを聞いたことがなか

ったんです。

私自身は、アイデンティティーというのはあんまり考え

たことはない。考えると結論が出ないということもある

んです。つまり、親はアメリカ人だけど、父はスウェーデ

ンの二世になるわけですね。だけど、インドに30何年い

て、私の兄弟のほとんどはインド生まれだし、私自身は

アメリカに暮らしたのは12～ 13年ぐらいです。日本に来

て、金さんが42年で、私が41年よね。日本の暮しがいち

ばん長いし、私の生活の場という感覚があるけど、とて

も日本人だとは自分で思わないし、かといってアメリカ

人とも思わないし、もち論インド人とも思わない。何人

と思わないといかんという必要性も感じない。「まぁ、え

えやん、私はこの個人です」というふうに、そこに自分で

自分のアイデンティティーがあるといえばそのへんに落

ち着いているんです。

人から見て「あんた何人 ?」 とよく聞かれるわけ。「何

人か ?」 と聞かれて、こういう事情で私もよくわからない

という話をするんだけど、逆に「あんたのアイデンティテ

ィーは?」 と聞くと、日本人はみな「自分は日本人やもん」

となるわけよね。ごちゃまぜじゃないんですね、いまま

では。確かに、いろんな国の人が来ているんだけど、あ

れは来て帰る人たち。この国の住民としては意識されて

いない。この国の住民=国民=日本人という、分けて考

えるという習慣はあまりないんですね。

「41年 もいたら日本人になる気はない ?」 と問かれ

ることもあるんだけど、そういう意味の日本人だった

ら、なり得ないわけですよね。戸籍を持つ、日本パス

ポートを持つ、日本国民には帰化すればなれるけれ

ども、日本人から見て国民になったからといって、日

本人に見えるというところは、どうしたってこの顔です

から無理。

日本人のとらえ方は、全部ひっくるめて日本人。民族

的日本人と心の文化的日本人と、法律的、たとえば帰化

して日本国民になったという日本人といろんなタイプが

あるんだけど、そういう多角的な認識がないんです。日

本人と言えば、見るからに日本人じゃないと本物じゃな

いみたいな感じです。血が日本人。顔立ちが日本人。身

のこなし方が日本人。文化的な部分は価値観も、こうい

うときには日本人なら笑うとか、こういうときは泣くとか、

そういう文化的な精神的な、生まれてから周りから身に

つく諸々のものを含めてね。

場合によっては、民族的日本人と文化的、精神的日本

人を分けられるんです。体は日本人だけれども、感覚は

ブラジル人とかアメリカ人とか。三世、四世になってくる

と、見るからに日本人だけど日本語がしゃべれないし、

日本の食べ物や生ものはだめだとか、日本人だけれど

も身につけた習慣は全然別の国、別の世界のものだと

いう人はたくさんいるんだけど、そういう認識はあまりな

いんですね。全部、条件がそろっていないと本物じゃな

い。帰化した人だったら余計そうですよね。

日本人に見えないし、しゃべるとちょっと訛があると

か、文化的な部分はかなり日本人と異なる部分もある。

そういう感覚がある以上は、全部揃っていないと本物で

はないとなってくると、それ自体がアイデンティティーの

意識ですよね。意識しないアイデンティティー。日本人

ってこうやねん。ずっとそれで来ているのに、なんでこ

のへんで日本人のアイデンティティーみたいなことを言

い出すのかというと、それがちょっと崩れてきているか

らだと思います。

見るからに日本人じゃない日本人もこのごろいるわ

けですね。耳や鼻にいっぱい穴開けて、1～ 2cmぐらい

は髪は黒いけど、その上は金髪だとか。昔の日本人が、

死んでもしない格好をする。ガングロとか、日のこのヘ

んに白いのを付けるとか、高下駄はあったけど、靴の底

の厚いのは日本人のやることじゃないみたいな。そうい

う人たちが物すごく出てきて目立つようになってきて、

そういうのはあんまり日本人として認められていないよ

うな言い方が多い。「あれでも日本人かしら」みたいな

言葉も間くし、新人類とも言うわけです。見るからに昔
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「21世紀 日本のアイデンティティー」

大宅 いつものハンソンさんらしい、面白い理論展開で
した。

最後になりましたけど、呉さん、お願いします。

日本人は “他力本願型"。
● ●

呉 私は来日して17年となっております。しかし、27歳
になって来日しておりますので、既に考え方の基本、言

葉の根本は完成されてから外国語として勉強しており

ますので、理屈として日本のことはわかっているつもり

でおりますけど、なかなか体でついていけないところが

たくさんあります。

その1つとして、韓国人が日本語を勉強するときにい

ちばん難しい発音、濁音ができません。意識すればでき

るかもしれませんが、たく音になったり濁音になったり

してしまいます。これは口で言えないだけではなくて耳

で聞くこともできませんので、日本人が言うことを書き写

そうとしたとき、いまでも点々があるのかないのかいつ

も困っていますから「点々がありますか」と聞いていま

すので、「点々病患者だ」と言われています。(笑)その点

ちょっとお聞き苦しいかと思いますが、ご理解いただけ

ればと思います。

私を含めて多くの韓国人が日本に来て、日本を理解

していくプロセスは、人によって多少の差はあるにして

も大体、同じプロセスを踏んでいきます。まず1年目は、

とってもいい印象を持ちます。というのは、韓国で戦後、

強い反日教育を受けた世代の人にとっては、「日本人イ

コール野蛮人」と思っていたんですが、日本に来てみる

と日本人はとても親切でやさしいし、町並みはきれいで

すし治安はいいということなどでとてもいい印象を受け

るようになるんです。

人間関係にしても、1年 目のように表向きのつきあい

をしていればいい時期、段階では、いい印象をもつよう

になりますが、問題は2～ 3年ぐらいになってもう一歩、

踏み込んで日本人との人間関係を持とうとしていった

ときに、どうもほんとうのところがよくわからないとい

うことになっていきます。かつて「日本人イコール野蛮

人」と思っていたことが、やはり日本人は人間じゃない

ということにまでなっていくんです。これも程度の問題

はあるにしても、大体2～ 3年で落ち込んでいきます。私

などは極端に落ち込みました。人間がこれほどおかしく
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からの日本人のイメージから言うと、新人類に見えるけ

れども、その新人類の両親はどっちも生粋の日本人で

すね。だから、それもやっぱり日本人ですよ。

外国の人は、とにかく日本の国民やったら日本人だ

と考える。ああいう格好をしている人たちでも日本人

というふうに見るんだけど、日本人同士はそういうふう

に見ないという不安定な状態になってきている部分が

あるから、アイデンティティーがどうのこうのと言い出し

たのかしら。

だけど面白いことに、見た感じが周りとすごく違う若

者でも、あれは自分なりの仲間意識、アイデンティティー

というものがあるんですね。日本の中で似たような感覚

の子たちと群がるのがいちばん安心だし、強くなれる。

だから、この人たち、この仲間とはアイデンティティーが

一緒だから、ああいう格好も日本の中でもできるように

なってきたと思うんです。だけどそういう極端な人たち

ばかりじゃなくて、野球のイチローも昔の日本人の感じ

とは違うんだけど、あれも日本人だし、少しずついろん

な違うタイプの日本人、アイデンティティーはこうだと言

い切れないないようなのが出てきて、それはすごくいい

ことだと思います。みんな一緒というとある部分で楽は

楽。それで何か決めていくのはすごく簡単でいいかもし

れないけど、悪いほうに行きかけたときにブレーキをか

ける人がいないという状態なんです。

いるんな感覚、いろんな価値観がこれから出てきて、

それがうまくまとまって、もっと大きな力になって、これか

らの日本人の新しい形になる。古い部分も新しい部分

も一緒になって、それが前より大きな力となる状態を期

待しています。とりあえず。(拍手)
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認場まシンボジウム

なっていくかとすら思えた時期でもあるんです。

それを何とか乗り越えて、3年越えて5年以上、日本

にいる人は今度はだんだん日本が好きになっていきま

す。これは1年目に、何となく日本はいいなと言っていた

本質がだんだん見えてくるからなんです。

私も2～ 3年の時期に日本人の理解に苦しみながら

も、何となく日本に惹かれていったんです。日本を離れ

ることができないすごい魅力を感じながらも、日本人が

嫌いという矛盾に陥ったりしました。しかし、なんでこん

な魅力のある国になるんだろうかということで、徹底的

に日本人を知ってみようじゃないかと思ったのが、3年

が過ぎて5年ぐらいたってからなんです。

そうしたときにいろいろ見えてくるものがあったんで

す。それまでも文化の違い、習慣の違いはたくさん感じ

ていました。たとえばご飯の食べ方にしても、日本人と

韓国人は同じ顔の色をした人たちなのに、行儀の悪い

食べ方をしています。日本人は茶碗を手に持って食べ

るんですが、韓国ではこれは最も行儀の悪い食べ方な

んです。そのようなことなどがあるにしても、日に見える

習慣の違いはそれほど大きな問題ではないです。これ

は、時間がたてば何とか乗り越えていくことができるん

ですが、問題は1年が過ぎて2～ 3年目の人間関係なん

です。中身としての問題がそこで出てくるんです。つま

り精神的な問題なんです。

そこでいるんなずれが生じてくるんですが、考え方の

問題、価値観の違いなどが大きくなっていくんです。これ

が日本人と密着して深いつきあいになればなるほど最

も高くなっていきます。それは何なのかということで、い

ろいろ分けて考えたりしました。今日はたくさんお話し

することができませんが、その中で1つのポイントをお話

したいと思います。

日本人は「お蔭さまで」という言い方をよくするんで

す。「お蔭さまで」ということをただ口で言うだけではな

くて、実際、社会生活の中で「お蔭さまで私はこういう仕

事ができています」という気持ちがそこに込められてい

ます。たとえば会社の社長が社員を集めて挨拶をする

ときに、「皆さんのお蔭でこんな会社になりました」と言

ったときに、そのお蔭さまというのは社員のお蔭さまなの

か、取引先のお客さんなのか、あるいは神様なのか、こ

れがよくわからないんです。これは何なのかと言います

と、まさしく他力本願、他者の力を得てこその自分、とい

う姿勢で人と接するということだと思うんです。

韓国の社長でしたらこのような言い方をします。「私は

かつてこのような苦労を乗り越えて、こんな大きな会社

をつくりあげました。そして皆さんの協力によって、この

ような大きな会社にしましたから、これから私も頑張りま

すので、皆さんもよろしく」という言い方になります。あく

までも私の力でこうなったということになるんです。これ

が1つのポイントです。

価値観の問題で、物を見るときに、人間関係でも、どの

人がいい人なのか悪い人なのかという区別をするとき、

あるいは物を見たときにAと Bがあったときに、品がある

のかないのか、きれいなのかきれいじゃないのかという

判断基準。もちろん個人差は別で、あくまでも一般的な

ものとして韓国人と日本人の見方がまったく違ってくる

わけなんです。そうなっていったときに、善と悪のあり方

すら違ってきますから、これは深刻に悩んでいきます。

そこで美意識のあり方をお話ししたいと思います。日

本人はまさに生き方そのものが美意識だと思うんです。

つまり、どのような生き方が正しいかというよりは、どの

ような生き方のほうが美しいかというところにより重点

を置くのが日本人だと思うんです。そういう意味で、美し

さの基準となるものは、たとえば日本の「わび」とか「さ

び」があります。このようなことを言いますと、日本人は

「私たちだって知らない」と言われるんですが、そんなこ

とはありません。若い人でもこのセンスはちゃんと

身についています。この「わびた美」というような

センスが、多くの韓国人をはじめとする外国人には

なかなかわからないところなんです。

韓国人による理想的な美意識のあり方はどんなもの
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「21世紀 日本のアイデンティティー」

かと言いますと、まず派手な色彩、ピカピカ輝いて満月

のように均一に整った成形美を好むのが韓国人なんで

す。これは一般の多くの国がそうだと思います。アジア

にも大体、共通しているものだと思います。つまり、左右

対称的で、幾何学的で、人工的なもの、自然からいかに

離れるかということが理想的な美意識なんです。

しかし、日本人とつきあっていますと、どうもそれだけ

ではわからないということになっていきます。たとえば、

お花を見ようとしたときに、お花といえば何といっても満

開の花こそが一番美しい花ではないかと思うんですが、

日本人と話をしていますと、「満開の花だけが美しいも

のじゃないんですよ。曹の花も美しいですね」と。それ

はわかりますけれども、「しおれて落ちる花にも風情が

あるんですよ」と。(笑)これはわからない、信じられない。

そんなしおれて落ちる花に何の風情があるんですかと。

その感覚は一部の知識人によるものじゃなくて、一般の

庶民が全部もっている感覚、感性なんですね。一体、こ

の人たちは何なのかなと思ったわけなんです。

もう1つ、お月さまを見たときです。韓国にも旧暦の8

月15日 、まん丸いお月さまを愛でる行事があるんです。

どこから見ても完璧で隙間がない。この美しいものを見

ようという月見があるんですが、日本人もそれは美し

いものなんですが、それだけではないです。ちょっとか

けたお月さまにより風情を感じます。そして、言葉にも十

三夜という言葉がありますし、十六夜という言葉もある

わけなんです。信じられないね。「いくら考えてもまん丸

いのが美しいに決まっているでしょう」と。(笑 )「いや、そ

うではないんですよ、これが」。

それをいろんなところに当てはめて見ますと、韓国語

には「八方美人」という言葉があります。日本にもありま

す。韓国では、相手をほめるときによく使います。これは

どこから見ても美人だということです。これは男性にも

女性にも使っていいんです。そして、これを言われたら

どんな人でもみんな嬉しがるんです。それをあてはめ

て、私は日本人に向かって「いやぁ、八方美人ですね」と

ほめていましたらものすごく怒られました。日本では浮

気ものなんだそうです。

このように、どうしても左右非対称的にいきたくなって

しまうのが日本人なんです。韓国人などは、ついつい真

っ直ぐ、まん丸く隙間のない成形美のところにいきたが

り、立体感ではないものになっていきますし、色彩として

もいかに華やかにしていくのかということが理想なんで

す。日本の場合は、鈍色にしずんだ美、枯れた美、歪形

の美、地肌の美などに風情を感じてしまうのが日本人な

んです。

日本人特有の美意識や和の精神は、

自然に対する受け身思想からきている。
● ●

呉 もう1つ例を加えますと、来日したばかりのころ、
日本人によく言われたんです。「韓国に行きますと、焼き

肉とキムチはおいしいけど、あの茶碗と食器を何とかし

てくれないか」と。どういうことかと言えば、韓国で

はステンレスの食器を使うんです。お椀もステンレスの

食器なんです。これは磨かなくてもピカピカ輝くものな

んです。顔まで見えて美しくて品があるものだとずっと

思っていましたが、日本人は品がないから何とかしてく

れないかと言われるんです。

それで、「日本人にとって品のあるものはどんなもので

すか」と言って見せてくれたものに受けたショックをい

までも鮮明に覚えています。いまから思えば備前焼か

信楽焼かと思うんですが、お茶碗でしたがどす黒くて分

厚くてくねっと曲がっているわけなんです。(笑 )信じら

れない。こんなものが品があるって。人間の品があるか

ないかはどんな国の人でも同じじゃないかと。そして、

私の目にはいくら見ても犬の茶碗のようにしか見えない

です。(笑 )これを韓国人に見せたら、やはり犬の茶碗に

しか見えないというんです。日本人に見せると、若い人

から年配の方まで、自分の趣味は別にして、「品のあるい

いものだ」と言われたので、本当にわからないなと思っ

たんです。

そのようなことなどがたくさんありまして、同じ人間な

のになんでこんなに感覚が違うんだろうかと思って、最

近になって日本人の感覚をつくる根本にあるものは何

なのかと考えるようになりました。これは、まさしく自然

に対する絶対的な受け身志向が働いているんです。つ

まり、いかにして自然な形に戻ろうかということと、いか

にして自然な色に戻っていくかと。つまり、どす黒い色は

土色に近いものなんです。形がくねっと曲がったり分厚

いものは非常に自然的なものなんです。

かつて縄文時代は、技術が足りないからそのようにし

たかもしれませんが、いまは高度な技術をもって、いか
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にそれを曲げるかということも一つの技術となっていく

わけなんです。まさしく、これが日本の自然環境なんで

す。山あり谷あり海ありという環境の中で日本人が古く

から生き続けてきているわけです。こんなことを言いま

すと、「韓国だって同じでしょう」と言われるんですけど、

韓国も非常に似たような自然環境ですが、韓国は強大

な文明国である中国大陸にくっついているために、常に

大陸の影響を受けながら、圧倒され続けながら自然的

な根本にあるものが文明化 。近代化とともに薄れてい

ったわけです。

しかし、日本の場合は島であるということと、半島から

離れていたことなどが言えると思いますが、そのような

自然環境の中に、外から海をへて上手に入ってきます

から、文化。文明などをうまく、吸収しながら日本的な

自然観や美意識も生き続けてこれたんじゃないかと思

います。そして、圧倒されることなく吸収、融合していっ

たのがまさしく日本なんです。日本人は極めて対立を嫌

って融合しようとする性格だと言われるんですが、まさ

しくそのような自然環境から生まれたものだと思います。

日本の自然はやわらかで、そこにどんな強いものが入

ってきても全部、受けとめてしまう、融合してしまおうと

する力が極めて強い。

日本は技術の大先端国となっているんですが、これは

ただ機能的なテクニックとしての技術とは言えないと

思います。自然に極めて敏感です。季節に極めて敏感

です。食べ物から、何から季節によってのバラエティー

に富んでいます。そのような自然に対する敏感さが物

をつくるときに力を発揮して、日本を技術大国につくり

あげたということが言えると思います。

また、日本は極めて和を重んじる国民だと言われる

んですが、その和を重んじる和の根本にあるものは、ま

さしく自然を受け入れて調和していこうという働きが和

になったと思います。それが発展して集団主義、集団主

義と言いますと非常に悪いイメージになりますが、集団

のあり方なんです。日本人は2～ 3人が集まりますと、何

か物が生まれてしまいます。それは私は日本で生活し

ながら感じられます。日本では人が集まれば何かの成

果になります。韓国では人が集まりますと喧嘩にしかな

らないですね。(笑 )

そのようなことが全然、韓国と違うので、このような結

果として日本は戦後、1億総中間層社会をつくり上げた

ということなんです。かつて、社会主義国家が高い理想

を掲げて平等な社会をつくり上げようとしたのに全部、

失敗に終わりました。しかし、日本人は何となく働いて

いたらいつの間にかみんな平等な社会になってしまっ

た。これはいくら誇っても誇り過ぎではないと思います。

中間層が広いということは、まず治安がいい国になって

いきます。いま日本ほど治安のいい国は世界のどこにも

ありません。日本はアメリカ、アメリカと言っていますが、

アメリカの場合は経済上の数字はよくなったかもしれま

せんが、非常に貧富の差が激しくなって治安が非常に悪

い国になっています。このことは一体何なのかというこ

とを考えていくべきですし、日本的な和をより活かせる

方向を探っていくことが大事ではないかなと考えてお

ります。(拍手)

日本人は「自分は何人としてどう生きるか」

考えたことがない。
● ●

大宅 呉さん、なかなか面白かった。皆さんもたぶん備
前焼や萩焼が犬のお椀だと言われたら、「そんな!」 と思

われると思うんですけど、私たちもステンレスの食器を

見ると刑務所の食器かなと思うんです。なんか違和感

があるんです。スプーンで食べるでしょう。カチカチ音が

するとかね。顔はそっくりなのにもかかわらず対局にあ

るんですよね。韓国はものすごい個人主義だし、日本は

今おっしゃったように集団主義だしということもあります。

金さんもイーデス・ハンソンさんも異論がおありだと思う

んですが、いかがですか。言葉のことがありましたが、金

さんは英語の専門家だけど日本語を教えてらっしゃっ

たでしょう。外国人が日本に来た場合に、言葉というの

は文化の最たるものでしょう。そういう言葉がないとい

うこともあると思うんです。最初は発音できないというお

話で入ったけれども、何かそういうことでお感じになる

ことはありますか。

金 韓国語は実は日本語の文法とよく似ています。発
音が難しいところがあるんですけれども、文法的には非

常によく似ているので韓国の学生が日本語を勉強する

ときには、どこの日本語学校でもそうなんですけれども、

韓国の学生が一番成績がいいんです。ただ、最近、韓国

は漢字をやらなくなっていますので、漢字を取り戻すと

いうか、漢字を勉強するのが現在では苦労のようです。
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「21世紀 日本のアイデンテイテイー」

日本語が持っている最大の特徴は、3種類の文字が

あるということなんです。象形文字である漢字があるこ

とと、表音文字の平仮名とカタカナの2種類があるとい

うこと。これが日本語を非常に奥行きの深いものにして

いると同時に、新しいものを吸収するのに他の国よりも

うんとたやすくしている。これがカタカナなんです。ただ、

外国人にとって、漢字を勉強するのもしようがないと。平

仮名も覚悟してやりましょうと。でも、カタカナが出てくる

と非常に大変だということと、外国人がいちばん苦労す

るのは外来語なんですよ、なぜか。「外来語は英語だと

思うからわからないのであって、日本語だと思いなさい」

とアドバイスしているんです。

ただ、日本語のもっている3種類の文字は、実は日本

語を非常に豊かにしている。そしてまた新しい技術を輸

入する、受け入れるのに非常に便利だということを、生

まれ育って、その中で生きている日本人は気がつかな

いんじゃないかと思います。でも外から来た人にとって

は3種類もやらなくてはいけないということは難しいん

です。

いま呉さんから美意識の違いみたいな話が出ました

けれども、私は日本人ではない同じアジアの人間です

ね。でも、私は三日月は非常に美しいと思いますし、私

の家から御苑のサクラが見えるんですけれども、いちば

ん素晴らしい眺めは少しずつ色づき始めたサクラの木

なんです。一本の木を眺めているわけではなくて、上か

ら眺めておりますので、フワッと非常に穏やかに少しず

つ色が変わってくる。霞がかかったような色合いがつい

てくるんです。その色合いが少しずつ濃くなっていって、

ピンクの度合いを増やしていく。そして、ある日、咲き始

めると。

私は、サクラが咲き始めるとそわそわし始めるんです。

つれあいに言わせると、「ああ、また病気が始まった」と

言うんですけれども、上から色がついてくるものを眺め

ていると、これだけ素晴らしい眺めを自分で独占してい

るのは勿体ないな。一人でも多くの人に見せたいなと

いう気分になっていくんですけれども、花見の日を決め

るのがたいへん難しくてね。私は、満開になったサクラ

は、後はもう衰えていくばかりだと。最高に美しいのは

人分咲きだという気がしています。

素晴らしい眺めを楽しむということは、外国人とか日本

人だという前に、たぶん年齢的なものもあるのではない

かなという気がするんです。先ほど大宅さんと話をして

いて、大宅さんが「緑がこんなに美しいものだというこ

とは、若いころは気がつかなかったな」とおっしゃった

んです。この素晴らしい、美しいものを愛でるという日本

人のメンタリティは素晴らしいものだと思っています。

ただし、きょうのタイトルであるアイデンティティーとい

うのは、また少々、問題が違うような気がするんです。ア

イデンティティーというのは、台湾語で「リントン」と言う

んです。「認同」という漢字を書きます。自分が何人であ

るのか、どういうふうに生きるのか、そしてどこと運命を

共にしたいのかという意識のことをアイデンティティーだ

と思っています。

先ほどハンソンさんが精神的なものだとか、形である

とかおっしゃいましたけれども、私はアイデンティティー

は明らかに自分の選択の問題であって、精神的なものだ

と思っております。先ほど申し上げましたように、私は台

湾がまだ苦難の歴史にあるから台湾人であるということ

をやめるわけにはいかない。常に難しいほうを選択しな

くてはいけないと自分に言い聞かせておりますので、自

分のアイデンティティーは台湾人ですけれども、日本に生

まれて日本に育った私たちの子供 2人は、そういう枷が

ないんです。そういう精神的な枷がありません。ただ、私

たちの子供であるがゆえに、日本では出生地主義では

なくて血縁主義ですので、あの子たちは自分たちが自立

するまで親と同じステータス、つまり台湾人どころかパス

ポートも持たない、何人でもないような中途半端な年月

を、生まれてから23歳、24歳まで過ごしました。

私たちが日本の国籍を取らない限り、あの子たちは日

本の国籍が取れないというのが日本の法律なんです。

ただ、あの人たちのメンタリティは明らかに日本なんで

す。日本に生まれて日本に育って、そして日本語しかで

きないという状態の中で、私は意識して台湾語も中国語

も教えませんでした。なぜならば、あの子たちは日本で

生きていくという姿が私にはくっきり見えていましたの

で、言葉も母語である日本語を完璧にできるようにする

のが私たちの役割だと思っておりました。

ただ、私たちのもとにいる間は、あの人たちは自分の

意思がどうであれ法律的には違う国籍を取ることはで

きません。両親と同じでなくてはならない。就職して税

金を払って完全に自立して、年子の2人ですので、上の

子が下の子が税金を払うまで待って、2人で一緒に日本
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の国籍を申請しました。私は、常日ごろから、あの2人に

「あなた方は何人として生きていきたいのかということ

を自分で考えて、自分で選択しなさい。親が何人である

ということに惑わされる必要はない。あなたたちが自由

に自分の意思で決めなさい」とずっと言い聞かせてきま

したので、2人が就職して税金を払ってきちっと自立が

できるようになりましてから、2人で手続きをとって日本

人になりました。

つまり、国籍と自分たちのアイデンティティーを一致さ

せたわけです。あの2人には、まず日本人としてのアイデ

ンティティーがありました。それから手続きをして日本の

国籍を取って、国籍もアイデンティティーも同一というこ

とになったわけです。つまり、あの2人は、「自分の母語

は日本語であり、日本で生活して日本人として生きてい

きたい。この日本という国と運命を共にしていきたい。

そして、できることならばささやかでも日本の役にたちた

い」と思って選択した国籍です。これが本当の意味での

アイデンティティーの確立だと思っております。

出生が何であれ、血縁が何であれ、どういう姿、形をし

ていようが、自分の意思で自分の生きる姿、自分は何人

として生きたい、どの文化のどの伝統のどういう国の中

で、しっかリー人の個人として、その中でささやかな貢献

もし、時には「日本は私である。私は日本である」と言い

切れる人間、これがはっきりとした日本人としてのアイ

デンティティーをもった人間だと思います。

グローバル化の中で
「自分の軸足をどこにおくか」
もう逃げは許されない。

● ●

金 いままで日本人は、そういう選択を迫られたことが
ないと思っております。つまり、日本に生まれて日本に

育って、そういう問題を突きつけられたことがない。「あ

なたは一体、何人として生きていきたいんですか」とい

うようなことを聞かれたためしがない。突きつけられた

ことがない。そういう意味では幸せだったんだと思いま

す。つまり、日々の生活に問題がなく、先ほど私が言いま

したように、日常生活に何ら差し障りがないという状態

の中で、突き詰めてそういう問題を考える必要がないと

いうことは、ある意味では幸せです。だから、今日まで、

日本はずるずるとやってきたわけです。

ところが、グローバルな世の中になってきて、グローバ

ルな世界の中で、日本がどういう姿勢で世界の各国と

つきあっていかなくてはならないかという問題をいやが

応でも考えぎるを得ない日が来ました。国際化と言わ

れ、グローバルと言われ、ボーダレスと言われている今

日、日本はいやが応でも自分のよって立つところはどこ

かということを考えぎるを得なくなったんです。つまり、

個人であろうが団体であろうが役所であろうが国であろ

うが、自分の軸足をどこに置くべきかということを考えぎ

るを得ないということになったんです。

日本はいままで曖味に物事を糊塗してきました。今回

の李登輝さんの来日においても、いろんな問題が起こり

ました。ちゃんとした主権を持った国であるにもかかわ

らず、外国の雑音に悩まされて、本来は日本という国が

発給する絶対的な権利を持っているビザの発給を散 、々

渋りました。それは、ある意味では日本という国が主体

的な国というアイデンティティーをきっちり持っていない

ということにもつながります。右往左往してあっちを見、

こっちを見、アジアの国々の思惑はどうなのか、アメリカ

の思惑はどうなのか、他の国の思惑はどうなのか。いろ

いろ悩みに悩んで、あの単純なビザの申請が大ごとに

なってメディアを騒がすあれだけの新聞報道があった

わけです。

李登輝さんに対するビザの発行はもう4回も5回も拒

否されてきたんです。しかし、今日ここへ来て、一般の人

たちが「おかしいんじゃないか」という声をあげるように

なった。つまり、日本という国はどうあるべきか。日本の

国益はなんぞや。このグローバルな世界の中で日本は

どうあるべきだということを日本人はいままで考えても

こなかった、考えずにずっとすんできた。ところが、そう

やってあの大切な問題から逃げてきたばかりに、日本の

いまの地位は非常に揺らいでおります。そこで初めて一

般の人々が、それこそ「日本のアイデンティティーとはな

んぞや、日本の国益とはなんぞや、日本が国際社会の

中へ出て行くときには何を足がかりにするべきなのか」

ということを真剣に考え始めたのが21世紀なんです。

今回の李登輝さんのビザの発給問題に関しても、それ

から小泉さんが予想に反して首相になったのも、これは

民意の勝利だと思っております。実は私はだいぶ前か

ら小泉さんを推薦しておりました。3月 30日 のサンケイ

新聞をお読みになった方ならば、「私は、あえて小泉純一
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郎を推薦する」という文章を書いたのをお読みになっ

た方もいらっしゃると思います。サンケイ新間が8人の人

に8名の候補者を推薦させた連載記事です。最初は私

は2番目に文章が出るはずだったんです。最初が誰だ

ったかわかりません。でも急速、私の締切が1日 早くな

りまして、「私は、あえて小泉純一郎を推薦する」という

文章を書きました。

でも、そのときもまだ小泉さんが総裁に推挙されると

はほんとに思っていませんでした。この人を推薦すると

は思ったけれども当選するとは思っていなかったんで

す。そのあと4月 10日 に、名古屋のJC、青年会議所の広

報誌に4月 からコラムを書いておりますけれども、その

コラムにも「4月 10日現在、橋本龍太郎が優勢だと言わ

れているけれども、私の意中の人は小泉純一郎で、一度

は首相をやらせたい人だ」と書いて原稿を出したんで

す。それが4月 10日です。まだまだ日は橋本さんにあっ

たんですね。

ところが数日たって、あっという間に形勢が変わった

んです。それはやはり民意のなすところだったと思って

おります。日本はこれではいけない。日本人はもう少し

きちっと自分のあるべき姿を考えなくてはいけない。日

本人のアイデンティティーとはなんぞやということをしっ

かりと考えなくてはいけないということがじわじわと地

下水の如く行き渡った。

この会合はかなり前から決まっておりました。何ヵ月

も前から決まっておりました。このタイトルも随分、前か

ら決まっておりました。ですから、ロータリークラブは先

見の明があったと思います。

「沈黙は金なり」ではなくて、

発信することが大切。
● ●

金: さらに、ここで皆さんにお礼を申し上げたいことが

1つあるんです。私のつれあいはドクターコースに在学

中、ずっと米山奨学金をもらっておりました。彼は非常に

よく勉強する人間で、まず台湾大学を出て、日本に国費

留学生として来ました。修士課程を終えて国費留学生

の期間は終わりました。理工科の学生ですからアルバ

イトは絶対できないような非常にハードな時間の連続で

す。米山奨学金をいただいたお蔭で無事に学位を取る

こともできまして、その後、東京理科大学に奉職すること

「21世紀 日本のアイデンティティー」

もできました。これは、ひとえに国費の奨学金とその後

に続いた米山奨学金のお蔭です。

日本には、たとえばロータリークラブの奉仕という精神

に基づいて黙々と奉仕をしている人がたくさんいます。

米山奨学金というのは素晴らしい奨学金なんです。日

本一の奨学金、言うならば世界一の奨学金なんです。だ

けど日本の社会ではあまり知られておりません、残念な

ことですけれども。ロータリークラブが米山奨学金を発

給していて、どれだけの留学生がそれの恩恵にあずか

っているかということを知らない人がいっぱいいます。

これは日本人の奥ゆかしいところでもあるし、恐らくロー

タリークラブは自己宣伝することは、それこそ美意識に

反すると思っていらっしゃるのかもしれません。でも、こ

れからは発信をする世紀です。

21世紀というのはグローバルな世の中、言葉が大い

に役割を果たす世紀なんです。日本人に欠けているの

は、つまり日本人がかつて持っていた美徳の数々は実

に素晴らしいものです。大切にしてください。宝物です。

これを見失うことによって、日本は崩壊しかかっていま

す。もう一度それを取り戻してください。そして、それに則

って、さらに日本人に足りないものは何なのか。「男は黙

ってサッポロビール」じゃないんです。(笑 )「沈黙は金な

り」でもないんです。グローバルな世界においては、発

信することがとっても大切なことなんです。言葉が、ある

意味では今度の民意の勝利を招き寄せました。発信を

しなくてはいけません。そして発信する技術、能力、交渉

力、自己主張。もちろん滅多やたらと自己主張すると嫌

われます。いつ、いかなる時に適切な自己主張をするべ

きなのか。そのためにはどういう言葉を駆使しなくては

いけないのか。そして、しっかりとした交渉力を身に付け

ていく訓練はどうすべきなのか。これが今後、21世紀、こ

れから世界の先進国として国際社会で活躍するために、

日本人に課せられている問題点だと思っております。(拍

手)

「なあなあ」「あうんの呼吸」「以心伝心」

は通用しない。
● ●

大宅 金さんに伺いたいと思っていたことを全部言っ
ていただきました。本当に自分で選択したか与えられた

かというのは大きな違いなんですよね。憲法にしろ婦人

●
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大宅 映子
1  ^ム

参政権にしろ、いるんな政策決定が、われわれ国民一人

ひとりのまとめで決断されてきていないわけです。お上

が全部決めてきた。それがいま全部われわれのところに

弾が飛んできているのが状況だと思うんですけど、それ

を私たちは選択しないから自己責任も取らないと。この

ほうが楽なんですもの。東大法学部を出た人が並べた

のを、「わしらに任せない」と言われているから、そうかな

と。あの人たちもその力がなくなっているわけですから、

こちらに決断を任せますよ、情報公開もみんなそういう

話で流れがきているわけです。ところが、考えて自分で

選択することをやってきていない。だから、つまリアイデ

ンティティーもないというのがいまの状況だろうと思って

います。ハンソンさん、いまの金さんの大演説に。

ハンソン 言わなきゃいけないということですよ。言わ
ないでもわかってもらえるという状態でずっとやってき

ているわけです。

大宅 特に日本の旦那さんはそうですよね。「そんなこ
とは言わなくてもわかるだろう」みたいなね。あれがだ

めですね。

ハンソン そうそう。うちのは違うけど。(笑 )でも、ちゃ
んと言うという必要性をあまり感じてこなかったと思う

んですよ。

大宅 言わないほうがいいんだもの。言うと叩かれる。
ハンソン だって、みんな仲間だと思うから、仲間であ
る以上は、私が日本人としてこう思うんだったらあの日

本人も同じ感覚に違いないという、そういうなあなあの

状態で。

金 あうんの呼吸というの。
大宅 以心伝心ね。

ハンソン そうなんですよ。だから、逆に言うのが格好
悪い。よく聞きますよね、「いちいち言わなきゃいけない

ようじゃだめだよ、あいつは」みたいなことを言うのね。

なんでだめなのかなと思うんですよ。それは仲間だか

ら、同じ感覚をもっているという思い込みがあるからそ

ういう認識がない。「とろいんですよ、彼は」ということに

なるわけですよね。だから、わからないほうが悪いとさ

れてしまう。

私の考えだと、言わないでわかってもらおうなんて、こ

れほど贅沢なものはないと思うんですよ。言わなきゃわ

かりませんよ。わかる部分もあるけど、それはずっと一

緒に暮らしていてという状況もあるんですけど、社会全

体がそれで成り立つとなったら怖いですよ。言わなくて

もみんな同じことをするというのはもっと不気味よ。

仲間以外にキチンと説明する技術も必要。
● ●

大宅 怖いですよね。
ハンソン いまは、さっき言ったように、日本人は完璧
にこういう範囲内のものだと言えなくなったし、いるんな

感覚、いろんな時代を生きてきた人が一緒にいるわけ

です。昔のことを知らない子たちがいるし、それなりに

発言権はあるし、お金もあるわけです。言っただけで“打

てば響く"ということは約束されてないんですね。打っ

ているんだけれども、打ちっ放しで何も返ってこないと

いうことも、これからもっと増えると思うんです。

同じ経験をしていない人たちに、その経験から生まれ

た感覚、発言はそのままわかるわけないんです。戦争

に関係したことのない若い子には、戦争の状態はこうだ

ったんですよと言っても、肌でわかるとか感じるという

のは無理な話ですね。逆に、若い人たちがいま感じてい

る不安とかそういうものもなかなか年上の人たちにもわ

かってもらえない。「何が不安やねん。将来は約束されて

いるし、食べることに困るわけでもないし、お金はいっぱ

いあるし、贅沢よ、いまの若い子たち」。贅沢かもしれな

いけれども、なかなか思うようにいるんなことができな

いという、制限されている部分が物すごくあるように感

じるわけですね。

「私たちの若い時と比べたらまったく自由じゃないの」

というけれども、違う制限を受けているわけです。いろ

んな怖いものがあるんです。環境がどんどん悪くなると
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「21世紀 日本のアイデンティティー」

いう心配もある。年とった人たちは一切、考えてこなか

ったんだけど、若い人たちにはそういう心配もあるし、「温

暖化はどうなるの」「水位が上がったら海岸の町はどう

なるの」とか、考えなきゃいけないところが全然違ってき

ている。違うのに、「日本人だからわかるはずや」とくる

わけですね。説明する必要がないと。でも、説明する必

要はある。いま特にその必要が出てきていると思うん

です。

日本人という仲間の中でも、年がちょっとでも違って

いたら感覚が大きくずれる世の中になってきているわけ

だから、説明しないと「何でこんなことをした」「何でこ

んなことを心配しているのか」というのはわからないん

ですね。説明する習慣があまりないから、日本人同士で

しないし、外に対しても説明しない。これがいちばん困

るんですね。自民党の派閥で争って、自民党の中のお

互いの目しか意識していない。外国から見て、「日本の

これからはどうなるの。あの人たちはどう考えているの」

と心配しているんだけど、「実は、私たちはこういう政策

をもって、こうしようとしているんだ。だからアメリカは心

配しないで、台湾は心配しないで」と一切、言わないん

です。

自分の仲間の範囲内のことしか見えていないし、それ

以外のことだったらどうでもいい。仲間の意識の強いの

は、大きな力となる場合もあるんだけど、他のものを見

えなくするものでもあるんですね。このへんの仲間意識

を捨ててしまってくださいというわけじゃない。ただ、

いい部分もあるんだけど、それのみで世の中が転がって

いくんだという感覚はもう変えたほうがいいと思うんで

す。外に対して筋道を立てた説明が必要です。

いまの李登輝さんの話は全くそうなんですね。中国が

ぎゃあぎゃあと「そんなのは認めてはだめです」みたい

なことを言うけど、逆に中国に対してそういうことを言っ

たらどう言われるかというと、「内政干渉だ。それはこっ

ちの問題だ。こっちの都合で決めます」と言われるはず。

なんで日本はそこでそう言わなかったのか。「人道的な

立場からビザを出します」と言えばいいわけ。これは李

登輝さんだけじゃなくて、他の国の誰に対しても同じよ

うに、「これはこの国の姿勢です」と、なんでそのとき言

わへんかったと、うちでよう言ってたわ。(笑 )テレビに向

かってわあわあ言ってね、これは年とった証拠だけどね。

(笑 )このごろはよくテレビに向かっていろんなことを言

つ。

仲間意識というのを考え直してほしいと思うんです。

仲間を大事にするということはいいんだけど、仲間のみ

を大事にするというふうにならないように。仲間以外の

人たちによって私たちは生かされているし、どうしたっ

てつき合わないとやっていけないということは基本的な

話なんですね。説明する必要がある。キチンと説明す

る技術を身につけなきゃいけないんです。してこなかっ

たから方法がわからない。頭からストンと言って、「言っ

たら従え」というのは、これは説明でも何でもないんで

す。なぜこうしなきゃいけないのか、なぜこう生きていっ

たほうがいいのかという、「なぜなのか」という問いかけ

は会社でも必要だし、自分の家庭の中でも必要だし、学

校でもどこでもこれは大事なことだと思う。もう説明せず

にわかってもらうという世の中ではなくなっています。そ

のつもりでいったら、21世紀どころじゃない19世紀に止

まったままという感じになってしまうと思うんです。勿体

ないよ。日本人は頭いいのに。(笑 )

大宅 日本人って、よく言えばやさしいわけですよ。だ
から相手と喧嘩になりそうなことは避けよう、対立する

のはよろしくないと。わかったら事前に根回しをして対

立しないようにするという術でずっとやってきたわけで

すよ。

ハンソン それはよくわかるんだけど、対立しかない
とそこで思うわけよ。

大宅 そうそう対立があるのは前提でやればいいわけ。
ハンソン 対立にならない感じで物を言うという技術
もあるんですよ、世の中に。

大宅 技術なんですね。本当にそうなんです。それこそ
財政再建と回復じゃないけれども、やさしさとちゃんと

相手を説得する言語技術は両立するはずなんです。と

ころが、自己主張というと、「アメリカみたいなギスギスし

た社会にしたいのか」と必ずこうなるわけです。日本の

いいところは残した上で、世界がそういうシステムで動

いているんなら言いたいことはちゃんと言いましょうと、

当たり前のことだと思うんですけどね。

ハンソン アメリカはどちらかと言えば、説明する技術
はまだあるんですよ。みんな感覚がばらばらやからね。

説明しないと、場合によっては誤解があって喧嘩になっ

て危ないということもあり得るわけです。日本は、まずそ

れがないから大文夫と思っているんだけど、向こうは信

―
上
哺盲璽願.
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用がないから説明するんじゃなくて誤解のないように、

お互いに喧嘩にならないための説明、そういう技術はす

ごく大事ですよね。

まず自分のこと、
日本と日本人のことを知らなければ…。
● ●

大宅 呉さん、どうですか。
呉 私は地域性を大切にしない国際化、グローバル化
というのはもうだめだと思います。これを同時にやって

いかなければならないと思います。いまはグローバル化

の時代だから、「大きな流れについていかなければ、日

本は取り残されてしまうよ」という言い方が、いま圧倒的

に多いんですが、本当にそれでいいのかどうかというこ

となんですね。もちろん、その流れでいくことはとても大

事なんですが、まずその地域性を大切にする気持ちを

しっかりともっと強くもっていかなければならない。そし

て、外国人に向かって、これが日本ですよということを体

系的に説明していくことが大事かと思います。とにかく

外国人に自己主張しなさい、説明しなさいといくら言わ

れても、日本人はそんなみっともないことはできないと

思います。

もし、その線でいきますと、アメリカ人とディベートして

勝つ日本人はほとんどいないと思います。アメリカ人は

生まれてからディベートのために生きているというか、自

己主張してきた歴史をもって生きてきていますが、日本

人の場合は言わなくてもいいというところで生きてきた

ので、それが本当に悪いのかということだと思います。た

だ、これが日本ですよということを説明してあげるため

に、日本の特徴は何、どこにあるのかということをまず日

本人が知らなければならない。知るということより体系

的にそれを考えていかなきゃならない時期だと思って

おります。

先ほど金さんからアイデンティティーの問題は外れて

いると言われているんですが、ここに最も大事なポイン

トがあると思います。日本がわかるようでわからないと

思っているところを、外国人がすっとわかることができ

れば入りやすいかと思います。そういう意味で、先ほど

の私の美意識のお花の話を受けて、金さんは「私はちょ

っと霞んだものと人分がいいね」と言われて、ああ、なる

ほどと思いました。金さんも日本的な感覚、感性をもっ

ていらっしゃるなと。私も17年もいれば、それがいいな

と思うようになるんですね。

それは何なのかということを考えたんですが、たとえ

ば雪の花がいいということとか、しおれて落ちる花がい

いということは、常に揺れ動くことが好きなんです。完成

されたときに日本人はいちばんいらいらします。先ほど、

茶碗の話をしましたけど、韓国人は完璧になったときに

一番やすらぎを感じるものなんです。どこから見てもす

きのないものにやすらぎを感じるんですが、日本人はど

こかでずらしたくなっていくわけなんです。それは何か

と言いますと、完成されてなくて常に未来を感じるもの

なんです。このヒントを得たときに、日本人の考え方、す

べての日本人の文化の根本が見えたような気がしまし

た。それからまわりの日本人と話をしても怖くなくなって

いったんです。個人差は別にして、どんな日本人と話を

しても大体、通じるようになっていったということです。

揺れ動くもの、つまり止まらない文化が日本の文化の

特徴だということがわかりました。そうしますと、日本の

文化のあり方を見ますと、日本の神道など物すごく古臭

い自然信仰であるかのようなものが、文化の中央に生き

きていますでしょう?その他にも日本の文化のあり方

は、他の国の文化のあり方と全然違うものがたくさんあ

るんです。それは縄文時代からと言ってもいいぐらい古

いもので、いま延々と生きているものがたくさんあるわけ

なんです。

そこで、完成されたときにどれほどいらいらするかと

いうことを具体的に言いますと、日本の学校でとても不

思議に思ったのは、なぜかみんな100点を取りたくない

と言われるんです。成績も全体で1番になるのがいちば

ん不安なんだそうです。2番ぐらいがちょうどいいと。90

点ぐらいがちょうどいいということなんです。これらも理

解できなくて困っていたんですが、それも大体、理解で

きるようになったんです。なぜかと言いますと、100点を

取ってしまったり1番になってしまったりしますと、後は

落ちるしかないということなんです。

先ほど、金さんもそのようなことを言われたんですが、

どこかで揺れ動く。雷は明日を期待できるわけです。で

も、何でしおれて落ちる花に未来を感じるかと言います

と、来年に春になりますと再び咲いてくるからという気

持ちがあるからなんです。それは日本人がどこかで隙間

をつくって相手を受け入れようという感覚が常に働こう
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とすると。

これは一体、何なのかということを、いまの日本を大

きく3つに分けてわかりやすく考えているところです。3

つの世界があると考えております。その1つは、欧米化さ

れた日本。これも今の日本なんです。そして農耕アジア

的な日本。これも今の日本なんです。そしてもう1つ、そ

れこそ自然と一体化して生きていた、日本で言えば縄

文時代までさかのぼった時代の感覚、感性が強く生き

残った日本。この3つの世界が対等に混在しているのが

今の日本だと思うんです。

普通、この3つ 目の世界は、近代化とともに薄れて負

けていくはずなんですが、日本人の中ではそれが負け

るどころか、対等にみんなミックスされているために、外

国から日本に入ってきて日本人とつきあったときに、わ

かるようでわからない。わかるというのは欧米化された

日本。それともう1つ、アジア的な日本はわかるけど、も

う1つ、わからないところがこの3つ 目の世界だと思いま

す。そして、それが先ほど言いましたような、古くから引

きずられているものですし、それが日本人の感覚、感性

の基盤をつくり上げているものですし、そこには日本人

の調和をつくりあげ、集団をつくっているものなどが全

部、含まれているように考えております。

いま日本は限界だとか言われていますが、日本の中で

限界があるとするならば欧米化された日本。もう1つはア

ジア的な日本に大きな限界があるんじゃないかと思いま

す。しかし、日本の中ではもう1つの世界が大きく存在し

ているということ、これをいかに活かしていくかということ

がこれから大きなテーマであるかのように思います。(拍

手)

文化や環境を大切にしながら、

世界の中での調和を…。

たらいいかということをお三方に、短めに提言をしてい

ただけたらと思うんですけれども、金さんからお願いし

ます。

金 日本には素晴らしいものがあります。それに日本人
は自分のよって立つところを見出すべきだと思います。

かつて日本人が育ててきた倫理観、美徳の数々も、まず

ルールを守るということ、向上心があるということ、勤勉

であるということ、物を大切にするということ、物づくりを

大切にするということ。これは日本人が大切にしなけれ

ばならない美徳の数々です。それを少しずつ失ってきた

がために、今の日本の問題点があるような気がします。

さらに、先ほど私が言ったような、これからの世界に出

て行くために日本人の足りないものは何かということを

身に付けていけば、日本はまだまだ夢と希望のある国

だと思っています。まだまだどころか、この前、西アフリ

カの子供の奴隷制の話が新聞を賑わしておりましたけ

れども、そういう状態に比べれば日本は実に幸せな国な

んです。ただ、その幸せを忘れているということだけな

んです。まわりの人に、次の世代に、後輩に、日本がまだ

どれだけの力を持っているのか、そして夢と希望は自分

が見出して自分が追求するものだということを自覚する

ように伝えていってほしいんです。

皆さんはまっとうに生活をしていらっしゃる方々だと

思います。社会の中核をなしている方々だと思います。

そういう方々がまず声をあげて、夢と希望は自分が見出

して持つべきなのであって、よそから与えられるもので

はないんだということをしっかりと伝えていってほしい

と思います。それで間違いなく、日本は今世紀において

も世界の先進国として立派に生き残ると私は信じてお

ります。(拍手)

大宅 ありがとうございます。ハンソンさん、お願いしま
す。

ハンソン 単純な言い方をすると、もう少し、「まぁ、い
ろいろあるわ」(笑 )というゆったりとしたところがあれば

いいかなと思うんです。今日、アイデンティティーとかそ

ういうものは自分でつくるものだという話になっていま

す。私もそうだと思うんですけど、自分でつくったら、そ

れがみんなとあまりにも違うとなかなか許してもらえな

い。「それは、だけど、ちょっと困る」「なんで?」 と聞いた

ら、「だって、みんなと違うもん」と、こうなるわけです。だ

から、違いのプラス面をもう少し評価して認識して、「ま

，

Ｔ

Ｉ

● ●

大宅 残された時間があと10分ぐらいになってしまい
ました。最後なんですけど、日本国憲法にも「名誉ある

地位を占めたい」と書いてあるんですが、いまどう考え

ても名誉ある地位ではないんですが、21世紀はそれこ

そ日本が世界の中で尊敬されるかどうか、望みがない

ような気もしなくはないですけど尊敬されたほうがいい

ことはいいわけで、少なくとも今よりはいい位置づけが

あってしかるべきだと。そういう日本になるためにどうし

83



百ヨ旨シンポジウム大会第2日
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ぁ、いろいろあるわ」と言えるようなゆとり、いるんな形、

いろんな可能性、いろんな方向を認める、評価できる。こ

れは非常に抽象的な話だけど、そういうゆとりというか

ね。すぐにランクづけをするわけよね。人分咲きがええ

のか、満開がええのか、散った後がええのか、どっちのほ

うを評価する人が上等で、普通、だめとか、そんなのどう

でもいいわけよね。いるんな見方、いろんな評価の仕方

があっていい、それだけ豊かになっていく。ややこしい場

合もあるんだけど、ややこしさの中に豊かさもあるという

可能性を忘れないで、「まぁ、いろいろあるわ」というおお

らかさをお願いします。

大宅 呉さん、お願いします。
呉 最近、日本の経済が好ましくないということで、能力
主義へいくしかないと。あるいは、グローバルスタンダ

ード、これはイコール、アメリカンスタンダードとなってい

るんですが、この道へ行くしかないという声が圧倒的に

強いんですが、その道へ行きますと、いくら頑張っても日

本は欧米を超えることはできないと思います。そして、そ

れは日本人には向いていないと思います。そこに絶対、

振り回されることはないと考えております。

そして日本は日本的なものをもって、これを「脱亜超

欧」という言葉を使っていますが、つまリアジアを脱して

欧米を超えるようなもの、これは世界的な課題の問題だ

と思うんですが、そのようなヒントは日本の中にたくさん

あるかと思います。そう言いますと、国家ということにな

るとあまりにも抽象的すぎるので、民間はどのようにした

らいいかということなんですね。そもそも日本は政治は

いつもだめなんです。しかし、日本の社会はいつもしっ

かりしてきたので、民間がいつも強い。その民間が国家

をつくっていくという意識、私の足元で何をしたらいい

のかと。あまり国家というのではなく、自分の地域、自分

の団体で、自分の足を置いたところで何をすべきかとい

うことを考えていただきたいと思います。

そういう意味で、これからは目先の金儲け主義、経済

のあり方、つまり近代合理主義はもう終わっていると思

うんです。そこから脱して、これからは文化、環境こそが

大きな財産だと思います。これらに民間企業が投資をし

ながら、国家のためなら民間研究機関などもたくさんつ

くればいいかと思います。そのようなことをしながら、日

本のいいところをより磨きながら、それを守りながら、そ

して多くの外国人にそれを説明していきながら、特に日

本人は今まで他人といかに調和をしていこうかという歴

史ができたわけなんです。そういう意味で、これからグロ

ーバル化の時代だと言われるときに、いろんな国の人が

います。そしていろんな文化の持ち主の人たち、考え方

の違う人たちとどのように調和をしていけばいいのかと

いうヒントはまさしく日本の中にあると確信しております

し、そのように民間で自分の足元で具体的にいろいろや

っていただきたいと考えております。私もこれから具体

的なところで探していきたいと思っておりますので、今

後とも皆さんよろしくお願いします。ありがとうございま

した。(拍手)

―人ひとりが意識して行動すれば、

新しい日本人の顔が見えてくる。
● ●

大宅 いろいろな話題で幅広く、いろんな方がいろい
ろおっしゃいました。青い鳥は外にはいない、私たちの

ところにいる。日本ってどうもいいとこ取りをしてきた、そ

れがうまくいったからここまできたわけなんですけど、何

となくアメーバみたいにあちらの国にも合わせて、こち

らの国にも合わせてやっていた時代は終わりで、日本と

いうのはこういうものです。それでよそを説得しなきゃい

けない、よそと違うことであっても私たちが信じるところ

であればそれがアイデンティティーなわけですよね。

金さんがおっしゃったように、一人ひとりが考えるこ

となんです。個の確立はなきゃいけない。今まであんま

り個の主張をすると、日本ではいい目に遭わなかった

から、みんながずっといって、7割方の人かこうだなとい

うところへひょっと乗っかるというのがいちばんうまい

生き方だったわけですけど、それは生きていくのにとて

も楽だけどそれをやっている限りはうまくやる人に牛耳

られてしまうということだと思います。

さっきハンソンさんが「いろいろある」と言われました

が、私も「いろいろあらあな」というエッセーを書いたこと

があるんです。「日本人は」というのも日本人の悪いとこ

ろなんですけど、「We Jttanese」 と外人に言うと、「そん

なものは何だ。あんたの意見だろ」とよく言われてます。

そういうことがおありになると思うんです。「そうやって日

本人を十把一からげにするな。あなたの意見ならあなた

の意見だと言え」とよく言われるんです。つまり、日本っ

て7割方ぐらいの人がそうだと思うのがよい意見で、そ
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うじゃないと「変」と排除されてしまいます。生き方にし

ても、小学校から中学、高校へ行って、18歳で大学へ行

って大学を出て、会社へ勤めるというのはみんなで普通

だと思ってませんか。途中でおりるとか、どっかへ行っ

てまた戻ってくるというのを、本当はやればいいのに、

「あの人、ちょっと落ちこぼれた」みたいな話になるから、

無理やりその中にいなきゃいけないということが、物す

ごく私たちを縛っている。「そういう生き方があってもい

いじゃない。いろいろある」とみんなが思ったら、随分と

生き方が楽になるんだろうなと思います。

呉さんには日本と韓国の美意識の違いというか、そう

いう違いはなかなか難しいとは思うけれど、違うという

ことを前提に物事を考える。「違って当たり前なのよ」と

いって考え出したら随分いろんなことが見えてくるので

はないかなと思います。

今日、地区大会のパンフレットをいただきましたら「意

識を喚起し―進んで行動を」と書いてありました。自民

党の一般党員が行動したお蔭で小泉さんになりました。

李登輝さんのことも、われわれがサポートして、山本七平

さんが言うところの空気ができて、やっと変わったとい

うところがありますが、個人が一人ひとり行動し始めた

と思います。それをどんどん推し進めていけば、日本人

の顔が見えてきたよというふうに世界からもわかっても

らえる日がそう遠くはないのではないかと私自身は感

じました。皆さんもぜひ中核にいらっしゃる方々だと思

いますので、一歩ずつ足を出していただけたらなと思

います。

ちょうど時間になりました。きょうはお三方、ありがとう

ございました。会場の皆さまもどうもありがとうございま

した。(拍手)
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山崎テル ミ

福井 章子
堤  千草

橋本 玉樹
大屋 絹子

前田 武子
戸田  操
坂東 翠子
松本史都代

古田 昌子
廣瀬ヨシ子

大森 保延
熊澤巴津子

中川 桂子
吉川 房恵
柏木日出子

寺田 初子

(塩  釜)
(京  都 )
(村  上)
(岸和田東)

(彦  根)
(西宮甲子園)

(高 松 南)

(大 阪 北 )

(ソ ウル南)

(台 北 北 )

(泉 大 津)

( 堺  )
(いわき平中央)

(葛  生)
(東京京浜)

(鈴 鹿 西)

(和 歌 山)

(三  田)
(倉  敷)
(福 岡 南 )

(西  都 )
(泉  南)
(和歌山東南)

(八  尾)
(吹  田)
(大 阪 東)

(大  阪)
(大阪西南)

(茨  木)
(守  口)
(大阪城南)

(東大阪東)

(豊  中)
(大  阪)

(ソ ウル西 )喜子

子貞谷′―
「一

平

史

雄

明

章

三

奎

雄

隆

昭

博

時

邦

英

浩

鉱

音

田

崎

嶋

田

生

水

山

中

太

菅

朴

張

津

代

淑

恵

子

和

花

麗

隆

林

田

生
　
　
　
島

太

菅

李

張

中

台北北会長

台北北次期会長

台北北副会長

ロータリーの友

馬  長生
陳  俊鋒
呉  昆民
郭  百逸 郭
熊谷 直樹

(台 北 北)

(台 北 北)

(台 北 北)

李明玉 (台 北 北)

来   賓

|
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招待者

青少年交換学生
(東大阪みどり)

(大 阪 本 町)

(大阪住之江 )

(大阪天王寺)

(大 阪 東 南)

(大 阪 鶴 見)

(高 槻 西)
(東 大 阪 東 )

(交   野 )
(箕 面 中 央 )

(寝 屋 川 )
(大 阪 東 淀 )

(大阪イブニング)

(大阪リバーサイド)

(大阪中之島)

(大阪大手前 )

(大阪天満橋 )

(大 阪 東 南 )

(大 阪 鶴 見)

Hen�k Habennttln

Alex Brown

Roland Reyes

Peter Maenpaa

Sahil G田 lbhir

Yves Denls

Ald Korom

石田 朋也
清水 亮子
村田 早織
後路 志帆
裏口 真也
藤本 敏之
乾 裕紀子
菊井  翼
岡田 祥英
池内 真希
堀口奈緒美

武市 真依
平野 杏奈
堀部 寛子
山口 祐子

ROTEX
(会   長 )
(総   務 )

伊藤みのり

佐藤 嘉晃
久保 絢子
村上 正晃
松井 圭子
緒方  愛
武市 尚大
浜野 雄一

花原

古谷

垣内

大関

片山

映

吉康

勇人

舞子

佑一

ロータリー財団国際親善奨学生
(茨 木 西)           牧野 直史
(箕   面)            冨田みず穂

(大阪阿倍野)            阿南 順子
(大 阪 中央)            塩田 康博
(大 阪 城 東)            西村由記子

(豊   中)           山内 美奈
(八   尾)           坂上 政美

田

西

西

槻

槻

吹

高

高

財団学友
(会   長 )
(書   記 )

山下 大悟

育子

元延

恵子

弓庭

西村

金

米山学友会 (関西)
(会   長)
(幹 事 長)

陳

権

華

玉

麗

貴

ユ
ー
ー

8ア



招行者

米 山 奨 学 生

(茨 木 東 )
(茨 木 西 )

(大   阪 )
(高   槻 )
(豊 中千 里 )

(大阪大手前 )

(八   尾 )

金

文

朴

穆

李

林

姫

賢

蓮

麗

揚

均

世

鍾

雄

秀

世

南

インターアクト
清風学園高等学校

〈顧間教師〉

〈インターアクト学生〉

大阪桐蔭高等学校

〈顧間教師〉

〈インターアクト学生〉

浪速高等学校

〈顧間教師〉

くインターアクト学生〉

四天王寺学園高等学校

〈顧間教師〉

くインターアクト学生〉

金光八尾高等学校

〈顧間教師〉

くインターアクト学生〉

明浄学院高等学校

〈顧間教師〉

〈インターアクト学生〉

北田  充
麿

樹

三

秀

林

納

小

加

仲谷 浩一
梶田 雅人 喜多村 一

Tupou Siaosi Koheleti

ローターアクト
地 区 役 員

(地 区 代 表 )

(地 区幹事 )

(地区副幹事)

(地 区 会 計)

本間 靖彦
山本 尚孝 冨尾 聖二

紺谷 公二
南  裕一
松本 善弘
泉  富弓
鳥居あすみ

沢田 英士
今井 康二

岡  宏治
佃  美希 橋本 早紀

中
理

南

理

表

一

代

　

代

ヽ

ニ

阪

ン

阪

ン

で
一
ミ

一　

　

一
Ｅ

‥

大
ゾ

大

ゾ

地

ノ

金崎 桂悟
石山 夏樹 元野 浩志

山川 義昭
大杉 梨沙 松尾 佳子

(茨   木 )
(池   田 )
(大   阪 )
(大   阪 )
(大 阪 北 )
(大 阪 北 )
(大阪御堂筋)

(大 阪 西 )

(大 阪 南 )

(大 阪 住 吉)

(大 阪 住 吉)

長友さやか

青井 紀恵
高橋 冬扇
大森 輝一
荻田 英爾
藤本 千晶
丁  啓宇
川間  衛
岩波 啓昭
中登 友紀
飯田 晶代

RYLA
く財団法人大阪府青少年活動財団〉

く大阪府立総合青少年野外活動センター〉

片岡 弘尚
松尾 博之

第2660地区GSE(1999～ 2000年度)
(団   員 )           本多 智佳

第1560地区オランダGSEチーム
(団   長 )     Henk Veettergen

Renate Bergnan

Marco Elout

Malio Eveκ

Ronalld van Lienden

Martina R4olendyk

■
―
‐

招
待
者
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表 彰

ロータリー財団功労表彰
柏木  尚 (直前ガバナー・豊

ロータリー財団寄付優秀クラブ

(会員一人当たりの年間寄付上位 3ク ラブ)

(1999～2000年度 )

第 1位  千里メイプル    272.24ドル

第 2位  大阪阪南     260,71ド ル
第 3位  大阪城南    223.51ド ル

米山奨学会寄付 6千万円達成クラブ
(2000年 6月 30日 現在)

大 阪 東

米山奨学会寄付3千万円達成クラブ

(2000年 6月 30日現在)

大   東

米山奨学会寄付 2千万円達成クラブ
(2000年 6月 30日現在)

大 阪 本 町

大阪イブニング

大 阪 城 北

大 阪 東 南

米山奨学会寄付 1千万円達成クラブ
(2000年 6月 30日 現在 )

米山特別功労賞
(寄付累計 1千万円達成 )

松浦 純男 (大阪イブエング)

中)

意義ある業績賞 (1999～2000年度)
大阪天満橋

RI会長賞 (1999～2000年度)
大 阪 南
大 阪 南 西

大阪うつぼ

摂   津

会員増強と拡大賞 (1999～2000年度)
高   槻

(最も高い会員増加率を達成したクラブ)

大   阪

(最も多くの新会員を入会させたクラブ)

大 阪 難 波

(最も高い退会防止率を示したクラブ)

ロータリー財団地区特別奉仕賞
(1万 ドル寄付)

池田  正 (大阪本町 )

ロータリー財団地区奉仕賞
(寄付累計6,000ドル以上のマルチプル・ポール・ハリス・フェロー)

湯谷登末男 (東大阪中央 )

岡倉 二郎 (大 阪 城 南 )

瀧川爾州男 (大阪なにわ)

服部 良治 (高   槻 )

大阪御堂筋

表 彰

|

表

彰
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表 彰

大阪平野

平野本町

大阪イブニング

大 阪 城

大阪城南

大阪城東

大阪柏原

大阪北梅田

大阪北淀

大阪御堂筋

大 阪 南

大阪リバ…サイド

大阪中之島

大阪難波

大阪なにわ

※藤井 邦夫
〇小坂 憲司
喜多 敏明
※島田喜代司
※石橋 正紀
⑥田  晴重
X三木  優
和田 具実
三木 敏裕
※泉 吉次郎
※佐伯 篤次
※鈴木 良造
※八尾 嘉之
※有光 華郎
福山 信也
中村 和子
⑤吉田 長三
町野 勝康
※岩崎 泰一
①植田  勤
松平 佳敬
緒方  満
池田喜八郎

浜田  晋
※吉田 譲次
×和中  裕
細田喜代司
X出口 敏朗
①山田 崇雄
新田 義信
③新田 義信
安部 潤一
高橋 勝彦
坂田 哲男
※近藤 貞彦
※吉田 次郎
岡村  純
米田 幹郎
×高木 慶一
※平岡 英信
※菅生清左衛門

松井 素子
※神崎 友次
③中道 正伸
井上 吉雄
小谷  賢
※中澤 正和
※時枝 博司

中原
○
木 村

※田中
※杉原

藤田  毅
島田誠次郎

上山 清治
杉原 徳一
※松本 進也
※渋谷 敏郎
白石  章
※門脇 義房

衣笠 哲雄
大西 健路
西辻  毅
※山下 治源
※祖父江一郎

錦織 達郎
土井  廣
X更家 章太
※中川  清
①國分 紀一
古田 和穂
①藤井 武治

千賀 莞ホ
新堂  衛
罐 噌 哲夫

X宇野 能史
※加藤  勉
※津和 章雅
※岡本克持郎
※砂田 純男
※赤澤 肇一
※野中 一彦

※西尾 寛一
X隅谷 尚典

河村

岩田

山下
※平川
※伴
③武田
※平澤
※水野

福郎

和夫

健一

恵一

昭秀

佳次

久夫

哲次

斎藤 嘉朗
近藤 建司
※岩津 陽介
※山田 和義
③祖父江一郎

最上 裕昭
原田  稔
※樋口  學
※左藤  孜

藤田 正昭

桑田日出男
※入江  実
◎土屋  正

①若林 紀男 ③川村 貞行

三野 久光 ※又吉 宗治
※米田 元雄
※長澤  亨 ※岡野啓治郎

※庄野
×田中

仙田
※片山
※杉原
※遠田
※藤澤

昇

俊男

良行

勝彦

茂

義昭

省三

義

良

ヽ
し
　

”
＝

ィ
ノ

左
ハ

廣 田

○桂

市

民

昭

昌

男

史

義

久

菅本憲市郎 更井 啓介

ポール・ハリス・フェロー
(※印はマルチプル・ポール・ハリス・フェロー ③はベネファクター)

大   東

大東中央

東 大 阪

東大阪中央

東大阪東

東大阪みどり

東大阪西

枚  方

箕  面
箕面中央

守  ロ

大   阪

大阪阿倍野

大阪ちゃやまち

大阪中央

大阪堂島

大阪阪南

大 阪 東

上田 正義
※中道 弘美
※」ヒ村  正汎
※河村 孝正
市川 貴一
渋川  亨
※山中 政夫
※西川  毅
朝田 全紀
赤松 慶亮
※城戸 義雄
③島  顕侑
⑤山本 崇雄
石崎 義公
小林 尚美
井上 良典
※野田 征夫
国里宏一郎
※岡田 隆夫
吉田 昌弘
表  寛治
西岡 昭彦
※青野  明
※谷島 淳郎
芝野弘二郎
※石田 博和
河中 昭秀
石山 芳和
佐谷戸安好

今里 英三
※大多 一雄
①四方  修
寺本 俊一
辻川 圭乃
※左海 潤一
別所 克美
※北尾 郁二
※新田 久治
※福光 道太
×増山  博
※梅本  弘
笠井 勝巳
谷野 清考
※大野 定俊
小西 幸雄

※橋本喜八郎
※上野山昌秀
※中村 隆一

⑤伊泊 規子
※松田 重夫
⑤安田 嘉雄

高島
※米沢
※
奥田
①吉田
⑥橋本
※川添
×
安田

登

=五

保幸

昭己

康夫

尭彬

嘉雄

水守
※前田
※小林

和幸

謹司

顕侑

俊明  臼谷
昇治 X吉川
一成 ※島

木

東木

茨

茨

※イゞ:村

安積
X越智
※島津

北尾

佳昭

咀夫

幸雄

檀次

哲

※荒木久太郎
①溝口 正孝
山中喜代治
※奥  嘉隆
※中西  尚
③片山 二郎

菅野 忠彰
平井 秀興
③池永 道彦
X川淵 秀夫
×若山  繁

大柳 欣也
小西 節子
◎大浦 浩暢
山下 達雄
※益田 照夫
※高橋 昭男
※川本 幹治
※西野 公庸
※横山 利夫
金澤 広一
※和泉 俊治
※山本研二郎

中平 雄造

興津 成実
※冨田 利一

江端 将哲
井上 正男

※上田 隆三
※羽間 平安

※角井

門前
○津田
×中西
※若林

勝美

武彦

公男

勝

三雄

，
田

池

池

門

交

／

ヽ

田

は

真

野

れ

山口
X石黒
①星野
①木岡
米
麦谷

善治

為三

政弘

良郎

実

圭司

鎮

田

井

桑

滝

河野
※南部
※服部
※中井

利紘
古 士
F■′しヽ

四郎

梅雄

一
ユ
■
■
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大阪南西 河合 公子 城内 悦代
大 阪 西 山口 義人 大塚 道夫

山本 貴士 漆山  清
※三浦 智明 ①三浦 智明

大阪大手前 ※西尾 昌也
大阪大淀

小笹 太郎
大阪梅田東 中島 英郎

小湊  牧
大阪うつば 堤  昌彦

※島野 秀行
大阪淀川 ①下井  満
千  里 西田 泰曙
千里メイプル 水谷  功

※岸上 億則
摂  津 荒川 義郎

※山内 久生
①門田孝二郎

四 条 畷 木村 幸子
吹  田 井波 静孝

上野 貞夫
※柴田  仁
③佐藤 庄治

吹田江坂 木下 喜昭
杉本 全司

吹 田 西 石崎 克弘
※小川  勉

高  槻 神田 敏夫
※服部 良治
③倉本  進

高 槻 東 岩田 喜義
※樋口 道夫
①杉岡 宗雄

豊  中 豊島 了雄
※馬場 一雄

豊 中 南 國貞 員司
※森田 治男

豊中一大阪国際空港※坂戸 照雄
※笹部 義平

豊中千里 西田 尚道
宇都宮俊晴

阪口 恵子
八  尾 三宅  博

田中 義明
※中谷 武男
※高橋 一郎
※戸田  孝

八尾中央 ※玉井 利宏
※廣瀬 信計

八 尾 東 岡田 徳一
※筒井 重之
※藤田  勇
⑥鈴木  洋

田中

高士

池田

謙吉

雅次

裕彦

⑥川口

広末
③市川
※池田
※山田

保

雅昭 梶本
寛城 ◎市川

周弘 ※大川

和義

憲史

久子

篤美

※寺井 明納
※岡部 次郎

昭

三

一
郎

夫

造

尚

良

一
靖

恵

義

城

本

山

石

岡

村

宮

橋

丸

荒

藤

三

持田千寿子  山本  誼
X井原 悦司 ※岩本 潤三
※中川 詔造 X矢野  厳
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物 ″ 会 員

物故会員(2000.2.1～ 2001■ 31)

ありし日のご活躍を偲び

謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

“
郎
ｗ
守

じ
治

じ
司
街
郎
訪
麿

お
雄
』
弘
』
茂
島
一
は
宏
お
雄

¨
昇

れ
樹
芍
郎
が
忠

れ
敏

』
一
“
郎

お
雄
だ
人
し
史
わ
三
お
雄
力
源
ズ
次

い
正
“
郎
“
裕

，
ヘ
コ

で
ヽ
一０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　

　

，　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
´

　ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
＾
ヽ

］
動
ひ
ヲ
』
健
“
孝
れ
芳
あ
道
わ
達
″
光

　

“
浩

　

装
正
ダ
和

　

』
一
議
正

　

柚
兼
彙
縁
転
育
嘴
信
畔
尚
よ́ぅ照
れ
芳
か
貴
ぬ
宗
０
桑
懺
豚
濃
正

雫
山

“
一醜
むら
日村
置
本
・上
オ
礎
田
内
　
　
秦
一崎

　
　
」
呂島
お
［尾

い
」升
■
不

“
室
一だ
田
赫
了甲
だ
田

――
升

い
・・・升
ｔ
［村

なヵ、
！甲

や
・矢

か
一果
韓
〓出
し
　

０
一口

い
ｉ・．升
デ
塚
、
ュォ

嵐
横
い井
あ
河
］
盛
濃
浅
枷
大
切
辻
電
山
詢
森
か
高
か
中
確
笠
」
橋
こ
小
耐
池
た
田
か
岡
“
村
れ藤
」
西
た
田
』
大
こ小
⑬
栗
い
林
ひ
樋
れ藤
』
大
ど
土

(大  阪 北 )
(大 阪 西 )

(大阪大手前 )

(大阪阿倍野 )

(大 阪 北 )

(高   槻 )

(大 阪 南 )

(大阪天満橋 )

(池田くれは)

(大 阪 北 )

(大 阪 阪 南 )

(八   尾 )
(大 阪阪南 )

(大阪阿倍野 )

(大 阪 南 )

(大 阪 東 淀 )

(大 阪 南 )
(豊 中 千 里 )

(茨   木 )
(大阪天満橋 )

(吹   田)
(枚   方 )
(交   野 )
(大 阪 東 淀 )

(大阪ちゃやまち)

(寝 屋 川 )
(大  阪 北 )
(大 阪 阪 南 )

(大  阪 北 )

2000.

2000.

2000.

2000.

2000.

2000.

2000.

2000.

2000.

2000.

2000.

2000.

2000.

2000.

2000.

2000.

2000.

2000.

2000.

2000.

2000.

2000.

2000.

2000.

2000.

2000.

2000.

2000.

2000.

2.  2

2.  6

2. 13

2.20

2. 21

2.23

3.  7

3.  8

3. 20

3.23

4.  2

4. 15

4. 18

4. 21

4.22

4.27

5.  6

5.20

5.22

5.23

6.  5

6. 10

6. 18

7.  2

7.  6

7.24

8.  5

8. 21

9. 18

付保
わ三
わ三
“郎
凛隆
お雄
じ次
榊収
じ司
磁門

度̈
溌章
れ義
務晃
お吉
お夫
“朗
』
一
お夫
お郎
』廣
』市
お雄
か也

え
一〔̈［̈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ヵ
久

議貞
．́よっ昭
ゎ辰
』
一　
　

秀̈
い啓
　
め幸
ざ左
継正
彙元
耀忠
　
れ芳
痛
一
濃沸
か英
蔵建
』知
凌秋
』春
』幸
』弘

‐
　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　
い
」廿″

ダ
水
だ
田
彙
本
¨
村
』
原
わ
岡
炒
中
の
野
お
尾
　
　
　
渤
阪
一″上
奏
崎
せ
瀬
』
村
』
原
あ
村
」
西
耐
幅

　

れ
林
も
国
の
野

ま

子‥ＩШ
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
ン
フ

　
　
　
ー

し清
た
多
れ
岸
な
川
き
木
“
村
た
田
う
宇
い飯
“寺
け
畑
こ小

井̈
渤
岡
い伊
」西
み
三
き
木
嗜
山
き
喜
秒
阪
こ小
」西
一́
上

大 阪 東 )
大 阪 東 南 )

大阪梅田東 )

大 阪 城 北 )

高 槻 西 )
大 阪 東 )
豊   中)
大   阪 )
大阪大手前 )

大阪天満橋 )

四 条 畷 )

9.22

10.17

11.1

11. 4

11. 4

11. 9

11.10

11.12

11.26

11. 28

11.28

12.  5

12.10

12.16

12.22

12.22

12.26

1.  4

1.  5

1. 16

1. 16

1.24

1.26

1.30

(高   槻 )

(大 阪 東 )
(大   阪 )

(池   田)
(池   田)
(大 阪 南 )
(大 阪 住 吉 )

(柏   原 )

(枚   方 )
(大 阪 阪 南 )

(豊 中 南 )
(大 阪 住 吉 )

(大阪中之島 )

2000.

2000.

2000.

2000.

2000.

2000.

2000.

2000.

2000.

2000.

2000.

2000.

2000.

2000.

2000.

2000.

2000.

2001.

2001.

2001.

2001.

2001.

2001.

2001.

92

，Ｔ
Ｉ

一
物
故
会
員



大会僣買 。大会委員会

ガ  バ  ナ  ー

大 会 委 員 長

大 会 副 委 員 長

大 会 幹 事

ホス トクラブ会長

大 会 S A A

大 会 会 計

ガ バ ナ ー 補 佐

地区アドバイザー

地 区 代 表 幹 事

近藤 雅臣
古市  実
鴻池 一季
阪本 勝義
平川 恵一
木本 武雄
國枝 幹司
井上 嘆夫 (千里)
永野啓之介 (豊中大̈阪国際空港)

飯田 正弥

プログラム委員会
委 員 長 森  輝彦 (大阪北)
副委員長 山本  潤 (大阪北 )
委  員 荒井敬一郎 (大阪北)片瀬

小谷 泰造 (大阪北)小松
丹野 敏郎 (大阪北)中原
林  博司 (大阪北)原
安田  孝 (大阪北)山下

貴文 (大阪北 )

英二 (大阪北 )

一朗 (大阪北 )

涼一 (大阪北 )

和彦 (大阪北 )

信任状委員会
委 員 長 中川 章三 (パストガバナー)
委  員 光信 昌明(大阪城南)小山 隆三 (大阪阪南)

森山 貞信 (豊 中)海堀 寅一 (大阪南 )

決議委員会
委 員 長 吉川 謹司 (パストガバナー)
委  員 井上 瑛夫 (千 里)吉川 忠章 (東大阪東)

小西 豊和 (守 口)

選挙委員会
委 員 長 戸田  孝 (パストガバナー)
委  員 居相 英機 (八 尾)西  正中(大阪城北)

常楽寺善雄 (東大阪東)

表彰委員会
委 員 長 柏木  尚(パストガバナー)
委  員 宮田 宏章 (大阪北 )山本 公平 (大阪北 )

山田 和雄 (大阪御堂筋)青木禎一郎(豊  中)

登録委員会
委 員 長 丸山 雅祥 (大阪北)
委  員 栗原 啓之 (大阪北)清水 裕之 (大阪北 )

高原  進 (大阪北)橋回文四郎 (大阪北 )

大会役員
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大会実行委員会

大会実行委員会

大会 委 員長

大会副委員長

大 会 幹 事

大会 副幹事

古市

鴻池

阪本

田渕

廣田

木本

緒方

國枝

枡田

飯田

松本

実

一季

勝義

宏政

元孝

武雄

満

幹司

大 会 SAA

大会副 SAA

大 会 会 計

大 会 副 会 計

地区代表幹事

地区副代表幹事

正弥

進也

総務 委員会

委 員長 阪本 勝義
副委員長 田渕 宏政

米谷 仲行
委  員 荒井敬一郎

小林林之助

真鍋 昭三

浜田

樽谷

井上

小松

吉田

登録・受付委員会
委 員 長 丸山 雅祥
副委員長 栗原 啓之 清水

橋口文四郎

委  員 糸川 精一 内山
小西 和一 柴垣
杉森 恒武 田島
谷東 秀和 田伏
羽室 幸明 益田
松岡 憲生 村上
山本 雅昭 山下
吉倉 正博

浜田  晋
米谷 伸行

阪口 善雄

晋 廣田 元孝
清孝

鉄石 井上 亮一
英二 森川 照光
譲次

圭児

プログラム委員会
委 員 長 森  輝彦
副委員長 山本  潤
委  員 荒井敬一郎 片瀬 貴文 小谷 泰造

小松 英二 丹野 敏郎 中原 一朗
原  涼一 林  博司 宮田 宏章
安田  孝 山下 和彦
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博宣

卓也

敬忠

哲生
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高原
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中西
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進
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一朗
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忠幸

清一

邦男
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宇賀 良太
神原 正樹
河野真一郎

高月 埠介
椿本 哲也
中村 富也
松原 徳一
山下 嘉治
和田 芳雄
合田 昭男

部門別懇談会委員会
委 員 長 吉治 仁義
副委員長 原  員一
委  員 足立 一郎 池田喜八郎

上田 耕造 上山 清治
加藤 一郎 川口 順弘
笹田 泰秋 清水 英明
仙田 恒夫 曽々木 勉
伴  昭秀 古野 清賢
森  禎良 後藤 凌司

河村 稽郎 古今堂 紘
蓮尾 碩才 長谷川義幸

長部文治郎

蔵田  徹
島田誠次郎

高橋  徹
中嶋雄之助

浜田  晋
村上  満
八木 一雄
北村修一郎

池田

金辻

後藤

鈴木

西村

増井

道夫

信弘
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接待委員会
委 員 長 佐藤 鉄雄
副委員長 小谷 泰造
委  員 井上 鉄石

木岡 良平
笹岡 正治
西田 文明
早嶋  健
松崎雄二郎

森川 照光
栗本 友和

長部文治郎 河村洋二郎
桐山 輝彦 小林林之助
武田 佳次 椿本 照夫
埜田 孝文 野村順一郎
藤田  彬 前田 義里
松田英二郎 南  賢兄
甕  哲司
(RI会長代理付)

表彰委員会
委 員 長 宮田 宏章
副委員長 山本 公平
委  員 伊藤 俊夫

奥村 正策
本田 陽一
五十嵐久也

岩田 和夫 大堅  敢
表  久守 黒田 恭年
松平 佳敬 真野清以志
鹿浦 英毅

広報委員会

委員長 荒井敬一郎

副委員長 浅井  隆 高崎 貞夫 山浦 荘平

家族プログラム委員会
委 員 長 園井 東一
副委員長 井上 亮一 木村 哲郎
委  員 石田 豊司 魚本慶一郎 江崎 正道

緒方 卓二 小西池庸吉 薩摩 卯一
鳴海 欽一 藤井  徹 山川善一郎
山口 照雄

記録委員会
委 員 長 安田  孝
副委員長 渋谷 敏郎
委  員 赤澤 庄三 荒巻 恭士 道幸彦二郎

河原 秀樹 脇坂 悦男 山本 賢三

救護委員会
委 員 長 藤田  毅
副委員長 加納 繁照
委  員 福井 健二

西村  博
吉矢 生人

上

宅

井

三

博

孝

武

清

壁

岡

白

盛

也

侃

欣
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地区大会登1課並確 本会議出席人数

地区大会登録並びに本会議出席人数
(本会議出席人数には家族を含む)

クラブ名 (A)1月 1日会員数 (B)登録人数 (C)本会議出席 (C)/(A)

大東 68 67 52 76%

大東中央 30 30 19 63%

東大阪 71 68 7%

東大阪中央 52 45 31 60%

東大阪東 79 68 51 65%

東大阪みどり 47 48 9%

東大阪西 55 54 22 40%

枚方 53 51 30 57%

枚方くずは 56 50 38 68%

茨木 45 44 27 60%

茨木東 41 39 22 54%

茨木西 41 38 17 41%

池田 44 41 16 36%

池田くれは 45 45 23 51%

門真 30 31 23 77%

交野 39 36 17 44%

箕面 33 30 19 58%

箕面中央 41 41 14 34%

守 ロ 84 72 33 39%

守ロイブニング 38 38 13%

寝屋川 48 45 38 79%

寝屋川東 30 29 12 40%

大阪 289 274 63 22%

大阪阿倍野 32 26 20 63%

大阪ちゃやまち 43 39 35 81%

大阪中央 67 67 21 31%

大阪堂島 49 49 14%

大阪阪南 69 68 33 48%

大阪東 136 136 28 21%

大阪東淀 55 55 36 65%

大阪平野 40 40 42 105%

大阪本町 48 44 17 35%

大阪イブニング 37 37 13 35%

大阪城 15 15 14 93%

大阪城南 73 70 43 59%

大阪城東 58 58 29 50%

大阪柏原 47 43 22 47%

大阪北 180 169 138 77%

大阪北梅田 45 43 23 51%

大阪北淀 48 48 26 54%

大阪御堂筋 69 68 14 20%

大阪南 176 141 27 15%

大阪リバーサィド 41 22 54%

大阪中之島 48 44 41 85%

クラブ名 (A)1月 1日会員数 (B)登録人数 (0)本会議出席 (0)ノ (A)

大阪難波 71 6el sr 44%

大阪なにわ 50 50 41 82%

大阪南西 67 64 46 69%

大阪西 90 82 19 21%

大阪大手前 57 47 19 33%

大阪大淀 62 62 29 47%

大阪咲洲 28 28 15 54%

大阪西北 72 72 45 63%

大阪西南 106 83 32 30%

大阪船場 56 54 28 50%

大阪心斎橋 66 64 35 53%

大阪城北 61 22 33%

大阪そねざき 61 60 39 64%

大阪住之江 38 33 19 50%

大阪住吉 63 59 59 94%

大阪天満橋 102 102 23 23%

大阪天王寺 34 34 16 47%

大阪東南 50 48 36 72%

大阪鶴見 48 47 38 79%

大阪梅田 62 62 13 21%

大阪梅田東 56 56 14%

大阪うつぼ 53 53 24 45%

大阪八尾フレンド 25 24 10 40%

大阪淀川 59 55 14 24%

千里 58 60 41 71%

千里メイプル 31 30 25 81%

摂津 48 45 32 67%

四条畷 21 19 33%

吹田 74 71 53 72%

吹田江坂 47 46 40 85%

吹田西 61 62 62 102%

高槻 67 65 11 16%

高槻東 49 49 30 61%

高槻西 43 40 20 47%

豊 中 51 51 21 41%

豊中南 46 43 21 46%

豊中‐大阪国際空港 35 35 30 86%

豊中千里 41 41 34 83%

八尾 85 85 43 51%

八尾中央 34 33 23 68%

八尾東 52 47 30 58%

大阪ユニバーサル・シティー 27 27 18 67%

合  計 5,048 4,797 2,434 48%

96

※この他、西宮、台北北、ソウル南等地区外国―タリークラブのご出席をいただきました。

|

35

67



大詢 告書

科   目 金   額 摘   要

大会登録料 38,832,000
会員 8,000× 4,804名

家族: 5,000×  80名

大会分担金 15,109,000
日可期  7,528,500

後期  7,580,500

地区補助金 990,000
地区会計より

R!会長代理記念品、歓迎費ほか

雑 収 入 811,387 お祝金、出展料、利息

合   計 55,742,387

本会計 <収 入の部 >

2000～ 2001年度 国際ロータリー第2660地区

地 区 大 会 収 支 報 告 書

(単位:円)本 会計 <支 出の部>

大会会計 國枝 幹司編み
)

会計監査 國分 紀

て電∋

(単位 :円 )

-
ユ
ー
ー

別会計 家族プログラム(ユニバーサル・スタジオ・ジャバン)(単位 :円 )

別会計 RI会長代理ご夫妻歓迎晩餐会 (単位 :円 )

大
会
収
支
報
告
書

※上記差引剰余金2,000,000円 は027～ 03/6期
新ガバナー事務所設置準備金に充当する。

科   目 金   額

総 務

印刷費 4,485,600

交通費・通信費 256,770

会合費 1,257,851

登録費 1,371,720

記録誌費 8,674,953

人件費 3,382,273

事務用品費 140,706

事務所費 900,000

記念品代 410,000

雑費 482,917

小   計 21,362,790

家族プログラム補助 1,447,770

シンポジウム 4,158,000

余興費 2,486,925

舞台進行費 2,021,250

小   計 10,113,945

会  場
第 1日 目 4,961,365

第2日 目 10,436,777

小   計 15,398,142

接 待

一般接待 1,029,708

来賓接待 3,274,747

食事。弁当 1,060,883

小   計 5,365,338

晩餐会補助 1,433,279

事後処理費 68,893

合   計 53,742,387

差引余剰金 2,000,000

収入の部 支出の部

禾斗 目 金   額 科   目 金   額

チケット代

(7,651名分)
33,762,000 入 場 料 35,053,770

本会計補助 1,447,770
案内書印刷費 84,000

人件費(係員待機) 72,000

合   計 35,209,770 合   計 35,209,770

収入の部 支出の部

科   目 金   額 科   目 金   額

登録料

20,000× 329名
6,580,000 宴 会 費 6,858,279

本会計補助 1,433,279 余 興 費 1,155,000

合   計 8,013,279 合   計 8,013,279

9ア
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編 集 後 記

地区大会の記録書が出来上がりましたので、ここにお届けします。

これは例年になく早い時期の完成で、近藤ガバナー、古市大会委員

長、阪本大会幹事をはじめみなさんのご協力のおかげと感謝してお

ります。

本年度の地区大会は、Ⅲテーマ「意識を喚起し、進んで行動を」に

基づき、「21世紀、われわれは如何にあるべきか」と「21世紀。日本お

よび日本人のアイデンティティー」を大会テーマとして、新世紀の新

しいロータリーの位置づけを創造することが、開催意義であるとの考

えのもとに、いろいろなユニークなプログラムが組まれました。

その結果、1日 目のロータリアンによる討論、2日 目のそれぞれ国籍

の異なる女性評論家による記念シンポジウムとも、充実した内容で

たいへん好評でした。この記録書ではできるだけ発言を忠実に伝え

たいとのおもいから、とくに2日 目のシンポジウムは十分なページを

さいて、そのすべてを収録しました。

とくに心がけたことは、誤字・脱字などの校正ミスを犯さない、と

いうことでした。またページによって活字の大きさに大小があるのも

編集の基本として考えられないことなので、細心の注意をはらいま

した。少なくとも、来年創立50周年を迎える大阪北ロータリークラブ

としてのお持は保つことができたと思っております。

最後に、地区大会事務局、ガバナー事務所、そして大阪北ロータリ

ークラブ事務局の皆さま、いろいろご協力くださり、まことにありがと

うございました。心より感謝申し上げます。

2001・ 8・ 31

記録委員長 安田 孝 (大阪北 )

平成13年8月 31日 発行 (非売品)

発 行 大阪北ロータリークラブ
〒530-8350 大阪市北区角田町8-7

阪急百貨店5階

TEL 06(6361)2681

FAX 06(6577)1608

編  集 地区大会記録委員会



Ｌ

ロ




